
地域学論集 第 16巻第 1号(2019)

地域学研究会 第 9 回大会 

地域課題と知のクロス  

「私」と「地域学」 

基調講演：内山節*，パネルディスカッション：藤田安一**，畑千鶴乃***， 

福井恒美****，川井田祥子*****，竹内潔******，新谷陽香*******，盛田実優*******， 

飯田菜生********，釡田朋夏********，小林あまね******** 

 

The 9th Annual Meeting of
the Tottori University Association for Regional Sciences:

From Self to Regional Sciences
UCHIYAMA Takashi*, FUJITA Yasukazu**, HATA Chizuno***, FUKUI Tsunemi****, 

KAWAIDA Sachiko*****, TAKEUCHI Kiyoshi******, SHINTANI Haruka*******,
MORITA Miyu*******, IIDA Nao********, KAMADA Tomoka********, 
KOBAYASHI Amane********

キーワード：地域学，地域学のフィロソフィー，身近な小さな変化,いのちと関係 

Key Words: Regional Sciences, Core Philosophy of Regional Sciences, Familiar Local Changes, Life and Relationships

Ｉ.開会 

開会挨拶 

藤井 正（地域学研究会会長・地域学部長） 

 皆さん，おはようございます．本日は，地域学研

究会，もう第9回になります大会を企画いたしました
ところ，朝早くからたくさんお集まりいただきまし

て，ありがとうございました．私は，地域学研究会

会長と今紹介をしていただきましたが，この研究会

についてまず簡単に紹介させて下さい．地域学部が

できたのは2004年になります．もう14年前になるの
ですが，そのときに地域学という新しい学部を展開

するにあたって，そのベースとなる教育研究を進め

るために研究会をつくろうということになりました．

学部に，例えば教務であったり，総務であったりと

いう委員会がございますが，それと同じ扱いでてい

ただいていますが，学部長が会長になるという形で，

実際には学部の必修授業とかの企画を通して，色々

な方に来ていただいて，話をしていただく．その展

開として，今日，内山先生に来ていただいたこうい

う大会というものを企画しているという形になって

おります．

 今は地域系の学部は随分たくさんあちこちの大学

にできてきましたが，2004年に地域学部ができたと
き，我々に先行するのは国立大学では岐阜大学に地
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域科学部がその6年前にできていたぐらいでした．し
かしながら，今はたくさん地域系の学部が，最近の

ものは地方創生と大学改革という背景でつくられて

いるわけです．また，地方創生という動きのような，

最近の政治的な動きもあるわけですが，地域を志向

する，地域を重視するという流れは，もっと大きな

時代の転換であると我々は考えました．そのために

新しい地域学部というものをつくっていこう，そこ

で地域に関する，地域課題に関する研究や人材育成

をしていこうというふうに考えて立ち上げたわけで

す．ですので，我々の学部では地域学に関する比較

的理論的な研究というものも進めてまいりました．

『地域学入門』という本を7年前，東日本大震災の年
に出しております．それは学生の皆さんの学部必修

の教科書にもしているものですが，そういった理論

的な研究も進めてまいりました． 

 もちろん，人材育成としては地域での実践的な教

育，地域の方と連携した教育，これも新たに開拓し

ていく分野であったわけですが，それも進めてまい

りました．最近ではアクティブ・ラーニングであっ

たり，ほかの大学の地域系でも色々な試行錯誤，あ

るいは展開が，そういった教育についても行われて

いるところかと思います．

 本日は，基調講演に内山節先生においでいただき

ました．内山先生は，先ほどもちょっとお聞きした

のですが，お住まいは群馬県の山のほうの上野村と

いうところで，でも東京の大学でお仕事をされてい

るということで，どれぐらいのペースで行き来され

ているのですかとお聞きしたら，3分の1が上野村
で，3分の1が東京にいて，あと3分の1は移動してい
ますねというお話でした．今日も移動して来てくだ

さったわけですが，やはり東京から来られたのでは

なくて，広島，山口とまわって来られたとおっしゃ

いました．内山先生は，森づくりのフォーラムとか

の理事もされていて，山の村で森に深くかかわった

活動もされています．もちろん御紹介にありますよ

うに哲学者でいらっしゃいますので，理論とそうい

った実践，まさに「私」と「地域学」という本日の

テーマにふさわしい基調講演の先生をお迎えできた

かなと考えております．

 今日の午後はパネル発表，パネルディスカッショ

ンといたしまして，藤田先生，藤田先生は地域学部

の名誉教授でいらっしゃいますが，御定年後，御専

門は経済ですが，小規模保育園をご自宅で始められ

て，地域の活動に転じられていらっしゃいます．そ

れから，倉吉からは福井様においでいただきまして，

福井様は，私も倉吉でちょっと地域活動，住民の活

動にかかわったりしておりますが，前にも色々な，

倉吉は色々な活動している団体がありますが，そう

いうのと一緒にシンポジウムなどもしたこともござ

いましたが，移住カフェとかそういった地域活動を

展開されていると聞いております．

 それから最後に，今年学生が豊岡市にフィールド

ワークで参りました．豊岡もコウノトリの野生復帰

の活動を初めとして，最近は平田オリザさん，平田

さんもこの大会で，3年前ですか，御講演いただきま
したが，劇団を連れてやって来られるということで，

演劇コミュニケーションの活動なども展開されてい

ます．「地域学入門」という必修授業で，中貝豊岡市

長に御講演をお願いし，そのときに「小さな世界都

市」という豊岡市のコンセプトのお話を頂きました．

世界につながるのは別に東京経由でなくても小さな

都市からでも世界につながれる，インターネットの

時代ですから当然そういうことになります．インタ

ーネットを通して世界から，例えばアートの活動家

が豊岡にやってくる，実際にそういう活動を展開さ

れているあたりのお話でした．それを実際に地域学

部の学生が現地で見る，話を聞くためにフィールド

ワークというのをいたしました．その報告も，今日

パネル発表の最後に行われるというふうに聞いてお

ります．

 また，御後援いただいている鳥取県からは，地域

振興部の文化振興監でいらっしゃいます池上祥子さ

んに来賓でおいでいただきました．後ほど御挨拶を

いただきますが，全国に地域系の学部というのは，

今は協議会をつくっているので，国立大学の協議会

に参加している大学で10大学ございますが，その中
ではアートがひとつの柱になっているという地域系

の学部はそんなに多くはございません．その意味で，

地域学部は芸術文化センターを持っておりまして，
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域科学部がその6年前にできていたぐらいでした．し
かしながら，今はたくさん地域系の学部が，最近の

ものは地方創生と大学改革という背景でつくられて

いるわけです．また，地方創生という動きのような，

最近の政治的な動きもあるわけですが，地域を志向

する，地域を重視するという流れは，もっと大きな

時代の転換であると我々は考えました．そのために

新しい地域学部というものをつくっていこう，そこ

で地域に関する，地域課題に関する研究や人材育成

をしていこうというふうに考えて立ち上げたわけで

す．ですので，我々の学部では地域学に関する比較

的理論的な研究というものも進めてまいりました．

『地域学入門』という本を7年前，東日本大震災の年
に出しております．それは学生の皆さんの学部必修

の教科書にもしているものですが，そういった理論

的な研究も進めてまいりました． 

 もちろん，人材育成としては地域での実践的な教

育，地域の方と連携した教育，これも新たに開拓し

ていく分野であったわけですが，それも進めてまい

りました．最近ではアクティブ・ラーニングであっ

たり，ほかの大学の地域系でも色々な試行錯誤，あ

るいは展開が，そういった教育についても行われて

いるところかと思います．

 本日は，基調講演に内山節先生においでいただき

ました．内山先生は，先ほどもちょっとお聞きした

のですが，お住まいは群馬県の山のほうの上野村と

いうところで，でも東京の大学でお仕事をされてい

るということで，どれぐらいのペースで行き来され

ているのですかとお聞きしたら，3分の1が上野村
で，3分の1が東京にいて，あと3分の1は移動してい
ますねというお話でした．今日も移動して来てくだ

さったわけですが，やはり東京から来られたのでは

なくて，広島，山口とまわって来られたとおっしゃ

いました．内山先生は，森づくりのフォーラムとか

の理事もされていて，山の村で森に深くかかわった

活動もされています．もちろん御紹介にありますよ

うに哲学者でいらっしゃいますので，理論とそうい

った実践，まさに「私」と「地域学」という本日の

テーマにふさわしい基調講演の先生をお迎えできた

かなと考えております．

 今日の午後はパネル発表，パネルディスカッショ

ンといたしまして，藤田先生，藤田先生は地域学部

の名誉教授でいらっしゃいますが，御定年後，御専

門は経済ですが，小規模保育園をご自宅で始められ

て，地域の活動に転じられていらっしゃいます．そ

れから，倉吉からは福井様においでいただきまして，

福井様は，私も倉吉でちょっと地域活動，住民の活

動にかかわったりしておりますが，前にも色々な，

倉吉は色々な活動している団体がありますが，そう

いうのと一緒にシンポジウムなどもしたこともござ

いましたが，移住カフェとかそういった地域活動を

展開されていると聞いております．

 それから最後に，今年学生が豊岡市にフィールド

ワークで参りました．豊岡もコウノトリの野生復帰

の活動を初めとして，最近は平田オリザさん，平田

さんもこの大会で，3年前ですか，御講演いただきま
したが，劇団を連れてやって来られるということで，

演劇コミュニケーションの活動なども展開されてい

ます．「地域学入門」という必修授業で，中貝豊岡市

長に御講演をお願いし，そのときに「小さな世界都

市」という豊岡市のコンセプトのお話を頂きました．

世界につながるのは別に東京経由でなくても小さな

都市からでも世界につながれる，インターネットの

時代ですから当然そういうことになります．インタ

ーネットを通して世界から，例えばアートの活動家

が豊岡にやってくる，実際にそういう活動を展開さ

れているあたりのお話でした．それを実際に地域学

部の学生が現地で見る，話を聞くためにフィールド

ワークというのをいたしました．その報告も，今日

パネル発表の最後に行われるというふうに聞いてお

ります．

 また，御後援いただいている鳥取県からは，地域

振興部の文化振興監でいらっしゃいます池上祥子さ

んに来賓でおいでいただきました．後ほど御挨拶を

いただきますが，全国に地域系の学部というのは，

今は協議会をつくっているので，国立大学の協議会

に参加している大学で10大学ございますが，その中
ではアートがひとつの柱になっているという地域系

の学部はそんなに多くはございません．その意味で，

地域学部は芸術文化センターを持っておりまして，
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発足当初から地域とアートというものの結びつきを

一つ柱にしてやってまいりました．その点でも池上

様にいろいろ御支援をこれまでもいただいているか

と思いますので，御礼をあわせて御紹介をさせてい

ただきたいと思います．

 そういった時代の転換の中で，地域志向が進む中

で，鳥取大学全体でも地域の拠点大学としての戦略，

方向づけが今とられています．これについては，次

に御挨拶いただきます法橋理事のほうから御説明が

あるかと思いますが，そういった地域志向の時代に

なってきた中で，14年たった地域学部もさらに色々
考えて，検討して，色々な方に教えを請いながら，

さらにブラッシュアップをしていきたいと考えてお

ります．

 本日夕方まで，長い時間になりますが，どうぞ，

ひとつよろしくお願いいたします．

来賓挨拶 

池上 祥子（鳥取県地域振興部文化振興監兼文化政

策課長） 

 皆さん，おはようございます．本日，地域学研究

会第9回大会が，このように多くの皆様の御参加のも
と開催されますこと，お祝い申し上げます．これま

で尽力してこられました藤井学部長様はじめ，大学

関係者の皆様に敬意を表しますとともに，地域の課

題の把握と解決に向けた研究，そして，地域での実

践に基づく教育を展開していらっしゃいますことに

深く感謝申し上げる次第でございます．

 本日は「ここに生きる－いのちの場所を求めて－」

と題する内山節様の御講演，これまで森や自然にか

かわる独自の思索と実践を積み上げてこられた内山

先生の御講演があると伺っています．少子高齢化や

環境問題，AIの進歩など，社会の状況が大きく変化
する中で，私たちが住むこの地域をよくするには何

が必要なのか，そして生きることの根本は何かとい

ったことなど，示唆に富んだお話を伺えるものと期

待しております．

 また午後には，地域の課題に向き合い，取り組ん

でおられます藤田様，そして福井様，また豊岡市の

実践を学んでこられました皆様のお話が伺えるとい

うことで，内山先生の「ここに生きる」というお話

を，また異なる角度から深めていく機会になるので

はないかと楽しみにしております．

 鳥取県では，先ほどの御挨拶で文化の話がござい

ましたが，県内あらゆる場所でアートの花が開く創

造性と活力に満ちた地域を目指しています．その一

つとして，県外や国外のアーティストの方が鳥取の

地を訪れ滞在し，豊かな自然，制作環境の中で地域

の方と一緒に交わりながら，アート活動をされるよ

うな取り組みも進めており，地域との交流が深まる

中で，鳥取の地に魅かれて移り住まれたり，また，

繰り返し訪れてくださる方も増えています．

 引き続き，大学関係者の皆様，そして地域で活動

に取り組んでおられる様々な団体の皆様と一緒に，

鳥取の地域がさらに活気づくよう取り組みを進めて

まいりたいと思っております．

 結びになりますが，本大会が御参加の皆様にとっ

て実り多い大会となりますこと，そして，御参加の

皆様の御健勝と御活躍を祈念いたしまして，御挨拶

とさせていただきます．本日は，誠におめでとうご

ざいます．

理事挨拶 

法橋 誠（鳥取大学地域連携担当理事） 

 皆さん，おはようございます．3連休の中日という
ことで，しかも午前中からの大会ということで，非

常にお出かけにくいところをお出かけいただきまし

てありがとうございました．小春日和というのです

か，非常に爽やかないい天気になって，日差しがと

ても温かそうな感じで，教室の中にいるのがもった

いないなという感じもします．

この地域学研究会の大会，9回ということになりま
す．私も鳥取大学に来てから6年がたちます．それま
では鳥取県庁で仕事をしておりまして，退職ちょっ

と前に来させていただきまして，早いもので6年とい
うことになりました．毎年この大会に参加させてい

ただいております．毎回，本当にとてもチャーミン

グな講師の方を招聘されて，非常に充実した大会が

毎年できているかなというふうに思っております．

 今年は内山節先生に来ていただきました．皆さん

もよく御存知なのではないかなと思っております．
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インターネットでずっと見ていましたら，どうも地

域学部の入試にも内山先生の文章が使われていると

いうことがあって，今日も学生さんがたくさんおい

でになっていますが，内山先生の文章が問題に出て，

それをきちっと解答して，ここにおられるという学

生さんがたくさんおられるのではないかなと思って

います．鳥取大学に限らず，大学の入試に内山先生

の文章が随分使われているようであります．それだ

け内山先生の思想，哲学というものが今の時代に非

常に必要とされている，大学に入っていく学生さん

の資質，能力という面に関して，非常に内山先生の

考え方というのがやっぱり必要とされているという

ことの証左かなというふうに思ったところでござい

ます．

 それから，藤田先生には大変長年鳥取大学でお世

話になりまして，今，保育園の園長さんですか，園

長さんになられたということで，久しぶりにお会い

いたしました．

 福井さんにつきましても，非常に倉吉で地域づく

りのことで，お世話になっているところでございま

す．

 藤井先生からは，運営費交付金の戦略3の話をしろ
というお題を出されますし，司会からは短くしろと

言われますし，なかなか短くこの戦略3の話をすると
いうのは非常に難しいのですが，今，国立大学は，

国から本当に色々な形で，いじめられていると言っ

たら変ですが，文部科学省自体が霞が関の中では

色々なこともあって，非常に肩身の狭い思いをして

いるということでございます．

 それで，大学を運営するにあたっては非常にたく

さんの教員の方にお給料も払わないといけませんし，

研究費も要るということで，非常に多額な経費がか

かります．国立大学時代はそんなに潤沢でなくても，

それなりに基礎的な研究もやっていけるようなお金

というのが，国から来ていたということです．もう

十数年前に法人化されてからも運営費交付金という

比較的自由に使えるお金が来ているのですが，これ

が財務省からすると，地方交付税交付金などと並ん

で非常に多額なことがあって，国が苦しんでいるの

にそっちのほうは自由に使っているのではないかと

いう論法で，非常に厳しく査定をされているという

現実があります．それで，そこに競争原理を持ち込

まなくてはいけないのではないかと，競争せずにぬ

くぬくとそういったものを使っていたらだめではな

いかという財政の論理でもって，国立大学もどんど

ん競争させましょうという動きが出てきています．

運営費交付金をどんどん削減して，競争的な分野，

競争的な部分に充填しましょうということで，それ

がどんどんどんどん拡充していっています．大学も

戦略を練りなさいということで，中期計画期間とい

う6年間ごとの計画期間ごとに，戦略にのっとって大
学を特色ある大学にしていきなさいということが出

てきています．

 その前に，国立大学を3つのカテゴリーに分けまし
ょうということで，研究大学と言われますように世

界に伍して戦える大学，それから，ある特定分野で

は非常に特徴的なことをやっていくような大学，単

科大学なんかがそういうことになりますが．それと

あと，ほとんどの大学は地域のために色々な教育と

か研究をやっていく大学，こういった３つのカテゴ

リーに分けましょうということで，鳥取大学はその

最後に申し上げました地域のための大学というカテ

ゴリーに入っているわけでございます．これは鳥取

大学がそういうことを選択して，そこに重点を置い

た活動をやっていきましょうということで，我々が

選択したということでございます．

 その中で，3つ戦略を立てております．1つは皆さ
ん御存じのように，鳥取砂丘をフィールドにした乾

燥地研究というのが，非常に世界的に成果を上げて

おりますので，これを一つ中心にしていこうという

ことです．それから医学部の臨床医学の関係と工学

部，農学部の科学的な技術開発力を融合させようと

いうのが，2つ目の戦略です．そして3つ目の戦略が，
こういう過疎地といいますか，人口が非常に少ない

地域でどういう持続的な社会をつくっていくのかと

いうことを研究，教育の素材にしましょうというの

が３つ目の戦略ということで，鳥取の地，山陰の地

という，日本の中でも特に人口の少ない社会の中で

どういうふうに持続的な社会を形成していくかの方

法論とか考え方，そういったものをこの鳥取大学の

中で研究，教育していき，それを全国に波及させて

いく，そういったことを考えておるわけでございま

す．

 それでこの地域学というもの，地域の戦略という

もの，これは今一つのブームになっていまして，藤

井先生からもさっきお話しいただきましたが，たく

さんの大学が我々の後についてきているという状態

でございます．

 ところがもう片方では，これは本当かうそか私も

うわさ話でしか知らないのですが，一番先鞭を切っ

た岐阜大学では，地域科学部というものを経営学部

に改組していこうという動きがどうもあるようでご
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インターネットでずっと見ていましたら，どうも地

域学部の入試にも内山先生の文章が使われていると

いうことがあって，今日も学生さんがたくさんおい

でになっていますが，内山先生の文章が問題に出て，

それをきちっと解答して，ここにおられるという学

生さんがたくさんおられるのではないかなと思って

います．鳥取大学に限らず，大学の入試に内山先生

の文章が随分使われているようであります．それだ

け内山先生の思想，哲学というものが今の時代に非

常に必要とされている，大学に入っていく学生さん

の資質，能力という面に関して，非常に内山先生の

考え方というのがやっぱり必要とされているという

ことの証左かなというふうに思ったところでござい

ます．

 それから，藤田先生には大変長年鳥取大学でお世

話になりまして，今，保育園の園長さんですか，園

長さんになられたということで，久しぶりにお会い

いたしました．

 福井さんにつきましても，非常に倉吉で地域づく

りのことで，お世話になっているところでございま

す．

 藤井先生からは，運営費交付金の戦略3の話をしろ
というお題を出されますし，司会からは短くしろと
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国から本当に色々な形で，いじめられていると言っ

たら変ですが，文部科学省自体が霞が関の中では

色々なこともあって，非常に肩身の狭い思いをして

いるということでございます．
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それなりに基礎的な研究もやっていけるようなお金

というのが，国から来ていたということです．もう

十数年前に法人化されてからも運営費交付金という

比較的自由に使えるお金が来ているのですが，これ

が財務省からすると，地方交付税交付金などと並ん

で非常に多額なことがあって，国が苦しんでいるの

にそっちのほうは自由に使っているのではないかと

いう論法で，非常に厳しく査定をされているという

現実があります．それで，そこに競争原理を持ち込

まなくてはいけないのではないかと，競争せずにぬ

くぬくとそういったものを使っていたらだめではな

いかという財政の論理でもって，国立大学もどんど

ん競争させましょうという動きが出てきています．

運営費交付金をどんどん削減して，競争的な分野，

競争的な部分に充填しましょうということで，それ

がどんどんどんどん拡充していっています．大学も

戦略を練りなさいということで，中期計画期間とい

う6年間ごとの計画期間ごとに，戦略にのっとって大
学を特色ある大学にしていきなさいということが出

てきています．

 その前に，国立大学を3つのカテゴリーに分けまし
ょうということで，研究大学と言われますように世

界に伍して戦える大学，それから，ある特定分野で

は非常に特徴的なことをやっていくような大学，単

科大学なんかがそういうことになりますが．それと

あと，ほとんどの大学は地域のために色々な教育と

か研究をやっていく大学，こういった３つのカテゴ

リーに分けましょうということで，鳥取大学はその

最後に申し上げました地域のための大学というカテ

ゴリーに入っているわけでございます．これは鳥取

大学がそういうことを選択して，そこに重点を置い

た活動をやっていきましょうということで，我々が

選択したということでございます．

 その中で，3つ戦略を立てております．1つは皆さ
ん御存じのように，鳥取砂丘をフィールドにした乾

燥地研究というのが，非常に世界的に成果を上げて

おりますので，これを一つ中心にしていこうという

ことです．それから医学部の臨床医学の関係と工学

部，農学部の科学的な技術開発力を融合させようと

いうのが，2つ目の戦略です．そして3つ目の戦略が，
こういう過疎地といいますか，人口が非常に少ない

地域でどういう持続的な社会をつくっていくのかと

いうことを研究，教育の素材にしましょうというの

が３つ目の戦略ということで，鳥取の地，山陰の地

という，日本の中でも特に人口の少ない社会の中で

どういうふうに持続的な社会を形成していくかの方

法論とか考え方，そういったものをこの鳥取大学の

中で研究，教育していき，それを全国に波及させて

いく，そういったことを考えておるわけでございま

す．

 それでこの地域学というもの，地域の戦略という

もの，これは今一つのブームになっていまして，藤

井先生からもさっきお話しいただきましたが，たく

さんの大学が我々の後についてきているという状態

でございます．

 ところがもう片方では，これは本当かうそか私も

うわさ話でしか知らないのですが，一番先鞭を切っ

た岐阜大学では，地域科学部というものを経営学部

に改組していこうという動きがどうもあるようでご
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ざいます．よその大学のことですから，あんまり申

し上げにくいのですが，やはり未だに地域社会の中

で経済的成長という幻想を追いかける，そういった

動きというのが底流として流れているのかなとつく

づく感じます．

 経済的な成長というのは，日本の中でも人口がど

んどん増加する中にあって高度経済成長ということ

をやって今の社会を築いたわけですが，そこにはた

くさんの負の部分というものがあります．それを

我々は克服していくということで，これから本当に

人間の幸せって何だろう，どういうことが豊かな生

活で，どういうことが人の幸せなのかということを

本当は地域の中で考えていく，こういったことが今

必要になっている時代なのではないかとは思います

が，やはりまだまだ，貨幣的な価値というものを追

い求めるという，そういった部分というのはなかな

か抜き差しならない状態になっているのかなという

ことで，そういった2つの流れというものが大きく交
差しながら，いろんな形で脈動しながら，これから

の世の中というものをつくっていくということだろ

うと思います．今たくさんの若い方がおられますが，

これからの社会を形成していくにあたって，そうい

ったことについてしっかり考えていかないと，やっ

ぱりこれからの道を大きく誤ることにもなろうかな

というふうに思っております．

 そういった事柄を大会を通じてしっかり考えてい

ただく，自分事として地域ということを考えていく

ということが恐らく今日のテーマになっているのか

なというふうに思います．

 ちょっと長くなって司会が大分焦っているようで

ございますので，この辺にしますが，今日一日じっ

くり地域社会のこと，自分の生活のことを考えてい

ただくことをお願いいたしまして，私の御挨拶とさ

せていただきます．どうも，今日は本当にありがと

うございました．

 

趣旨説明 

中原 計（地域学研究会副会長）  

 皆様，おはようございます．地域学研究会第９回

大会のテーマといたしましては，前に掲げています

ように，「私」と「地域学」とさせていただいていま

す．これまでの地域学研究会の大会のテーマからす

ると，少し抽象的なテーマが設定されておりますが，

特に難しいというわけではなく，地域にかかわって

いる私たちそれぞれが自分の目でその地域を見，そ

こでの暮らしを豊かによりよくしていこうという方

向へ考えて実践していくという思いを持って，本大

会のテーマを設定しております．

 それぞれ地域で考えて実践していくというのは，

我々大学にいる教員だけではなくて，行政の方，地

域住民の方，何か資格を持った人とか，肩書を持っ

た人だけがそういうことを行うというわけではなく

同じような思いを持っている人みんなで実践してい

くと，そういうところが今回のテーマの中に含まれ

ているということです．

 また，地域というと，地方のような捉え方がされ

ますが，地方や都市部の分け隔てなく，さまざまな

地域でそれぞれ同じように地域の暮らしを豊かにし

ていこうという考えを持って実践していく，そのた

めに「私」と「地域学」ということをテーマとして

設定しているということになります．

 本日のプログラムといたしましては，午前中は，

先ほども御説明がありましたように，内山節さんに

基調講演をいただきます．その後，午後からは藤田

先生と福井さんにそれぞれ地域でどういう取り組み

をされているか，どういう思いを持って取り組みを

されているかという具体的なお話をいただき，また，

本学部の教員と学生が同じように地域で取り組みを

されてる豊岡市で，フィールドワークを行ってきま

したので，その成果を発表します．このフィールド

ワークは地域での取り組みを第三者的な視点で見つ

めて，客観的に捉え直しつつ，自分たちの周りにあ

る課題というのを見つけて，解決していく力を養っ

てもらうことを目的にして行っています．それら３

本の発表を行った後，総括セッションを行い，まと

めとなります．

 また，会場の入り口付近と，入り口を出てすぐの

ところのリフレッシュルームでポスターセッション

も行っておりますので，そちらのほうもお時間が許

す限りごらんいただこうと考えております．

 以上，本日一日，皆様と学び合って考えていきな

がら，暮らしの場を見つめて，より豊かにしていこ

うという思いを酌み取っていただければと思います．

以上で，私からの説明を終わらせていただきます．

ありがとうございました．
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Ⅱ.基調講演 

「ここに生きる 

 ―いのちの場所を求めて―」  

 

内山 節（哲学者） 

僕は子どものときから魚釣りをやっておりました．

群馬県の上野村というところに,今からもう 50年近く

前から,ヤマメとかイワナの魚釣りに出かけていまし

た．何となくこの村が気に入って,以降,東京にいたり

上野村にいたりという,大体そういう生活を続けてき

ています．ただ,もう 50 年近いですので,すっかり上

野村の住民という感じで,いつも暮らしております． 

 今日は上野村の報告に来たわけではないのですが,

上野村というのは 8月になりますと, 日航機が墜落し

たというニュースが入ってくる村です．今の人口は

1,200 人程度です．そのうちの 22〜23％ぐらいはいわ

ゆるＩターンという方々なので,比較的Ｉターンの多

い村です． 

 山村の中では比較的健闘していて,といいますのは,

明治になって上野村ができてから,上野村は１度も合

併したことがありません．ですから,1,200 人という数

字も多くはないが,少ないわけでもないように思って

います．上野村ができたときの人口は大体 1,000 人で

すので．僕らも 1,000 人ぐらいいればいいのかなとい

う,そんな気持ちも持っています． 

むしろ最盛期,人口的に一番多かったときというの

は,村が過剰人口を抱えたといってもいい時期といえ

ます．1 つは炭焼きの人たちがたくさん入ってきた．

炭焼きだけで 1,500 人ぐらいいた時期があります．炭

焼きの方というのは,村で暮らしている方が傍ら焼く

というのもあるのですが,村で暮らしている人という

のはいろんな仕事を持っていますので,炭ばっかり焼

いているわけにはいかない．一年間炭ばっかり焼いて

いる人というのは,山の木を借りてという言い方をよ

くしますが,外から入ってきて,炭を焼くのに都合の

いい木の伐採権をもらって,その木で炭を焼く．木の

代金として焼けた炭の大体半分を置いていくという

感じの人たちです．そういう人たちが多かった時期と

いうのは,戦後,東京などの大空襲で疎開して来た人

が大変多い時期でした．最盛期というのはそういう時

期ですから,山村としては過剰人口抱えた．そう考え

ると,上野村は今ぐらいの人口でいいのかなと考えて

います． 

 ただし,その数字で持続できるかどうかというのが

大問題です．明治から一遍も合併しなかった上野村と

いうのは何が何でも合併が嫌いな村なので,今でも上 

 

野村農協があり,上野村森林組合があり,上野村全体

で 1つの共同体を守っていこうというそんな雰囲気で

す．ちなみに,山村の中では比較的健闘しておりまし

て,出生率が今,2〜3％ぐらいです．1,200 人という村

ですと,新生児が 1 年に 1 人とか 2 人とかそういう村

が多いのですが,うちの村は大体 10人ぐらい生まれて

いて,その数字でいけば何とかなるかなと思っていま

す． 

 もう 2 年ぐらい前ですが,村の教育委員会が村の中

学生の意識調査というのをやったときがあって,その

調査項目の中に将来どこで暮らしたいかという質問

項目がありました．関東の村ですから,やっぱり過半

数は東京とか,あるいは同じ群馬県内でも高崎などの

都市部とか,今の時代だとニューヨークとか言ってく

る人もいそうです．だから,どうなるのかなと思って

見ていましたらば,100％上野村と答えている．これに

は僕らもびっくりしまして,これは本当かいなという

話になったのです．今はそんな雰囲気の村なのです．

子供たちも本当に 100％残るかどうか怪しいですが,

この村の暮らしが一番いいよねというような,そうい

う雰囲気があることは確かです．何とかそういうもの

を維持していければというふうに思っている村では

あります． 

 ただ,うちの村は山村の中でも山村で,歴史的に水

田を持たないという村です．山しかないといってもい

い．日航機の墜落のニュースを見てもらえばわかると

おりですが,村の 96％が森林です．ですから,昔は山の

下のほうを桑畑にして養蚕中心で暮らしていた村で

した．ですが今は,養蚕はちょっと無理な状況です．な

ので今はキノコの出荷量が一番多いです．うちの村は

キノコを 4億円ぐらい,年間出荷しています．1,200 人

の村に 4 億円というのは大産業なので,何とか持続さ

せないとまずいということになっています． 

 どこという特徴があるわけではないのですが,比較

的いい自然があって,昔の村の雰囲気は残している．
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Ⅱ.基調講演 

「ここに生きる 

 ―いのちの場所を求めて―」  

 

内山 節（哲学者） 

僕は子どものときから魚釣りをやっておりました．

群馬県の上野村というところに,今からもう 50年近く

前から,ヤマメとかイワナの魚釣りに出かけていまし

た．何となくこの村が気に入って,以降,東京にいたり

上野村にいたりという,大体そういう生活を続けてき

ています．ただ,もう 50 年近いですので,すっかり上

野村の住民という感じで,いつも暮らしております． 

 今日は上野村の報告に来たわけではないのですが,

上野村というのは 8月になりますと, 日航機が墜落し

たというニュースが入ってくる村です．今の人口は

1,200 人程度です．そのうちの 22〜23％ぐらいはいわ

ゆるＩターンという方々なので,比較的Ｉターンの多

い村です． 

 山村の中では比較的健闘していて,といいますのは,

明治になって上野村ができてから,上野村は１度も合

併したことがありません．ですから,1,200 人という数

字も多くはないが,少ないわけでもないように思って

います．上野村ができたときの人口は大体 1,000 人で

すので．僕らも 1,000 人ぐらいいればいいのかなとい

う,そんな気持ちも持っています． 

むしろ最盛期,人口的に一番多かったときというの

は,村が過剰人口を抱えたといってもいい時期といえ

ます．1 つは炭焼きの人たちがたくさん入ってきた．

炭焼きだけで 1,500 人ぐらいいた時期があります．炭

焼きの方というのは,村で暮らしている方が傍ら焼く

というのもあるのですが,村で暮らしている人という

のはいろんな仕事を持っていますので,炭ばっかり焼

いているわけにはいかない．一年間炭ばっかり焼いて

いる人というのは,山の木を借りてという言い方をよ

くしますが,外から入ってきて,炭を焼くのに都合の

いい木の伐採権をもらって,その木で炭を焼く．木の

代金として焼けた炭の大体半分を置いていくという

感じの人たちです．そういう人たちが多かった時期と

いうのは,戦後,東京などの大空襲で疎開して来た人

が大変多い時期でした．最盛期というのはそういう時

期ですから,山村としては過剰人口抱えた．そう考え

ると,上野村は今ぐらいの人口でいいのかなと考えて

います． 

 ただし,その数字で持続できるかどうかというのが

大問題です．明治から一遍も合併しなかった上野村と

いうのは何が何でも合併が嫌いな村なので,今でも上 

 

野村農協があり,上野村森林組合があり,上野村全体

で 1つの共同体を守っていこうというそんな雰囲気で

す．ちなみに,山村の中では比較的健闘しておりまし

て,出生率が今,2〜3％ぐらいです．1,200 人という村

ですと,新生児が 1 年に 1 人とか 2 人とかそういう村

が多いのですが,うちの村は大体 10人ぐらい生まれて

いて,その数字でいけば何とかなるかなと思っていま

す． 

 もう 2 年ぐらい前ですが,村の教育委員会が村の中

学生の意識調査というのをやったときがあって,その

調査項目の中に将来どこで暮らしたいかという質問

項目がありました．関東の村ですから,やっぱり過半

数は東京とか,あるいは同じ群馬県内でも高崎などの

都市部とか,今の時代だとニューヨークとか言ってく

る人もいそうです．だから,どうなるのかなと思って

見ていましたらば,100％上野村と答えている．これに

は僕らもびっくりしまして,これは本当かいなという

話になったのです．今はそんな雰囲気の村なのです．

子供たちも本当に 100％残るかどうか怪しいですが,

この村の暮らしが一番いいよねというような,そうい

う雰囲気があることは確かです．何とかそういうもの

を維持していければというふうに思っている村では

あります． 

 ただ,うちの村は山村の中でも山村で,歴史的に水

田を持たないという村です．山しかないといってもい

い．日航機の墜落のニュースを見てもらえばわかると

おりですが,村の 96％が森林です．ですから,昔は山の

下のほうを桑畑にして養蚕中心で暮らしていた村で

した．ですが今は,養蚕はちょっと無理な状況です．な

ので今はキノコの出荷量が一番多いです．うちの村は

キノコを 4億円ぐらい,年間出荷しています．1,200 人

の村に 4 億円というのは大産業なので,何とか持続さ

せないとまずいということになっています． 

 どこという特徴があるわけではないのですが,比較

的いい自然があって,昔の村の雰囲気は残している．
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なので,実は最近ひそかに人気のある観光地でもあり

ます．宿泊施設は村がいろいろ整備しておりますが,

大体年間の観光客数が 20 万人台前半ぐらいでこの 10

年ぐらい来ています．なので,これ以上ふやさなくて

もいいといいますか,あんまり増やし過ぎますと,観

光地になって雰囲気が変わります．なので,ほどほど

ぐらいがいいかなと思っている．人口の割には観光客

数が多いので,村を支える大きな産業の 1 つというふ

うに言ってもよいと思っています． 

 今一番力を入れているのは,地域エネルギーの確立

です．というのは,これは日本中そうなのですが,数字

だけでいうと貧乏な地域とか貧乏な県というのがあ

るんですね．これはあくまで数字上のことなので,本

当に生活が貧乏なのかというと全然次元が違うので

す．例えば数字上は,沖縄は最貧乏となります．しかし,

実際に沖縄に行ってみると,果たしてこの人たちは貧

乏なのか,そういう雰囲気があります．本当に実態で

はないのです．では,数字上の貧乏というのがなぜ発

生するかというと,これは私たちの家計と一緒でして,

収入よりも支出が多いと貧乏になるというわかりや

すい話です． 

 地域社会も同じです．地域社会を 1つの国として見

た場合,その国が幾ら輸出して,幾ら輸入しているか．

輸入のほうが多ければ貧乏だしと,輸出のほうが多け

れば金持ちだ,単純に言えばそういうことです．そう

すると,例えば貧乏県で,高知県はいつも下から 3番目

ぐらいに入る．ですが,高知も海があって,畑があって,

山があって,生活としては全然貧乏そうではないので

すが,数字上は貧乏になる．ところが高知の場合,一次

産業は大幅な黒字なんですね．いい海がありますし,

それから農業基盤もあります．二次産業は若干赤字で

すが,大した金額ではない．三次産業,この計算は高知

県の人が外へ行って使っているお金と外の人が観光

なんかで高知に来て落としているお金の差額という

ことです．それでいうと高知県は大幅な黒字なのです．

そうすると一次産業は大幅に黒字で二次産業は若干

赤字で,三次産業がまた大幅な黒字と．これで貧乏に

なるわけはないではないかということになります．で

は,なぜ貧乏かといいますと,エネルギーが全部購入

になっているということなのです．つまり,高知の人

たちはせっせと稼いではエネルギー代へ費やして,そ

れでなおかつ足りないから貧乏になっているという

ことです． 

 実は今,日本中がそういう状況になっている．例え

ば岩手県というのは結構米どころで,お米の生産量多

いですが,岩手の人たちは一年間かけて米をつくった

代金で,冬の灯油を買っているだけなのです．岩手県

民の冬の灯油購入金額と米の出荷金額が同じなので

す．もちろん一軒一軒の農家になれば,収支はもうち

ょっといろいろあるでしょう．けれども,県全体とし

て見ると,これは灯油のために米をつくっているだけ

という数字になってしまう．これはもっと狭い地域で

いっても同じです．上野村でいえば,電気は東京電力

から買っています．それから当然,上野村産の灯油な

んかはありません．車がなければ田舎の暮らしという

のは難しいですから,ガソリンはどんどん買わなきゃ

いけない．つまり何を見てもみんな外からエネルギー

を買っている．それが地域社会の収支を悪くさせてい

る．ですから,何とか地域エネルギーで暮らせるよう

に持っていこうということです． 

うちの村は地域エネルギーと山の利用と絡めてお

ります．山は手入れもしなきゃいけないですから,間

伐とかはやっている．7 割は天然林の村です．上野村

には 3,000ヘクタールを持っている村外の林業会社が

あります．そこが 100％人工林なので,村民が持ってい

る山としては 10％ぐらいしか人工林はない．人工林の

手入れのあと,天然林のほうも手入れをしていったほ

うがいいという感じで,できるとこはしていくという

やり方をとっています．山が急峻なので,切り捨て間

伐のようなことはうちの村はしない．切ったら全部引

っ張り出すというやり方をとっているので,その木が

森林組合に集まって来ます．その森林組合が製材をし

て柱・板・床材なんかをつくったり,複雑な加工もしま

す．広葉樹のちょっといい木が出てきたときには,う

ちの村は木工産業が結構盛んで,小さなおわんから大

きな家具まで全部つくります．職人さんたちが 30 人

ぐらい村内にいます．家具が得意な人とか,あと漆塗

りが得意な人とか,人によって特徴がいろいろありま

す．そういう人たちが使う木が出てきたら,それ用の

製材をしてそっちに材料を回しています． 

ただ,実際には森の手入れをすることを目的とした

伐採ですから,出してきた木のうち 60％は材としては

使えない．その 60％の木は,ナラ系の木があった場合

にはそれをおがくず化して,それでキノコの菌床に変

えていくというやり方をとっています．ほかのいろん

な木は,村の中に木質系ペレットの製造工場でペレッ

トにします．この季節になりますと,それが暖房用に

使われたり,温泉を加熱する燃料になります．あと,農

業用のハウスの燃料にも使います．使ったペレットの

うちの 60％は再び発電に使っております．この発電だ

けでは村の電気を全部賄うことはできないのですが,

ともかくそうやって徐々にエネルギー自給率を上げ
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ていくことをしています． 

 あと,村の中に流れている川があります．そこにい

いも悪いもなく,日本中に砂防堰堤とか砂防ダムとい

うものがあります．あれは上から水が落下しているの

で,その水を受ける形で小型の水力発電をと思ってい

ます．ですが,なかなか国土交通省がうんと言ってく

れない．河川管理権は国交省側にあるもので,「自分た

ちでタービンをつけるから」と言っているのですが,

砂防ダムは砂防のためのものであって発電用ではな

いとか言っておりまして．ただ最近,少し相談に乗っ

ていいですという雰囲気にやっとなってきた．もし,

それができれば電気を 100％自給できる． 

 今,村の中に車用の急速充電機を 3 カ所ぐらい設置

しているのかな．ただ,残念ながら充電して走る車が

ない．しようがないから役場が 1 台,軽自動車の電気

自動車を買ったのです．もう少しバッテリー技術がよ

くなって,そこに暮らしている我々としては軽トラを

電気自動車化してほしい．これだったら,走行距離何

百キロも走らなくてもいいわけです．そういうことが

だんだん進んで,そして発電容量もふやせれば,ガソ

リンの消費量も落としていける．そんな地域の中で循

環できる体系をつくっていくという,そんな感じでや

っている村でもあります． 

 僕の専門は哲学です．一般的には,哲学というと何

か古臭いことをやっているんだなという印象です．確

かに僕らはふだんでもアリストテレスなどを読んで

いるときもあるし,それから仏教系の本を読んでいた

りする．そうすると 2000 年ぐらい前のものを普通に

読んでいるということになりますので,その点では古

臭いのですけれども． 

ただ,アリストテレスにしても,例えばお釈迦さん

が仏教の本を書いたわけではないので,お釈迦さんが

死んでから 300 年ぐらいたって,初めて本ができてく

るのですけれども．そういうものを書いた人たちでも

共通して言えることは,その時代に何を考えたらいい

のか,何を考えなければいけないのか,また,どういう

ふうに生きたらいいのかとか,どういう行動とったら

いいのかとか,それが哲学です．だから,2000 年前のも

のも参考にはするけれども,やっぱり現在の状況の中

で,私たちは何を考えなきゃいけないのかとか,どう

いう行動をしなきゃいけないのとか,あるいはどうい

う生き方をしなきゃいけないのかとか,それを考える

のが哲学です．その点では非常に現代的なものが僕の

専門でもあります． 

 当然僕は,日本の社会に生まれた人間です．そうし

ますと,何でも当たり前のことだらけ．だけど,外国か

ら見たらそれは当たり前なのかということになれば,

いろんなことが出てくると思います．ですから,ある

とき,日本と比較する場所が欲しいなという気がしま

した．ただ,比較する場所っていろんな場所の選定の

仕方があって,例えば途上国の農村を比較地にすると

いうやり方もありますが,僕の場合には比較的日本と

似たような条件を持っている社会で比較すると．簡単

に言えば先進国で比較すると思っているうちに,結局

フランスを比較地にすることになった．フランスは長

期で行っていたことはありません．時々のぞきに行っ

ているという感じぐらいですが,回数にしたら 20～30

回は行っているのではないかと思います． 

 フランスに行きましても,もともと,上野村に行っ

たのも魚釣りですから,何か魚を釣りたくなるときが

あったりします．結果として,フランスの山村とかで

随分魚を釣りに行って,結果的には,結構そういう社

会に詳しくなったといいますか,別に調査に行ったわ

けでもないのですが．あるときフランスの地方の新聞

といっても,結構大きいエリアの新聞なので,この辺

だったら中国地方全体の新聞ぐらいの新聞にでかで

かと載っておりました．日本の哲学者がフランスの山

村の調査に来ているという,そういうニュースが出て

おりました．私は魚釣りに行っただけなのですけれど

も．ただ,そんなことをしておりますと,向こうの様子

もわかってくる． 

 フランスには,とてもいい田舎がいっぱいあるので

すが,今フランスの農山村地域というのは,住んでい

る人たちの大体 3 分の 2 ぐらいがこの 20 年以内ぐら

いに都市から引っ越してきた人たち,日本的に言えば

Ｉターンの人たちなのです．若い人も来ていますが,

定年を機会にして来ている人とか,ですから少ない地

域でも,5割ぐらいは元都市住民という感じです．多い

ところだと 8割ぐらいが都市住民という感じです． 

 実はこの動きが出てきたのは,1975 年ぐらいからな

のです．80 年代ぐらいになると,普通の動きになっち

ゃった．そういう動きが起き始めた 70年代は,ちょっ

と変わった人が田舎に来るという感じだったのです

が,80 年代になるとごく普通の動きという感じになっ

て,急速に人が来ました．なので,あっという間に 3 分

の 2は都市の人みたいなことになった． 

 僕が言うのも変ですが,向こうで,そういう人たち

に「何でこんなところに来たのか」と,そういう質問を

とりあえずしてみる．そうすると皆さんが言うのは

「人間的な生き方を求めて来たんだ」という,大体み

んなそんな答えです．「人間的な生き方って一体何な

の」と質問すると,大体 2 つのことをおっしゃるんで
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ていくことをしています． 

 あと,村の中に流れている川があります．そこにい

いも悪いもなく,日本中に砂防堰堤とか砂防ダムとい

うものがあります．あれは上から水が落下しているの

で,その水を受ける形で小型の水力発電をと思ってい

ます．ですが,なかなか国土交通省がうんと言ってく

れない．河川管理権は国交省側にあるもので,「自分た

ちでタービンをつけるから」と言っているのですが,

砂防ダムは砂防のためのものであって発電用ではな

いとか言っておりまして．ただ最近,少し相談に乗っ

ていいですという雰囲気にやっとなってきた．もし,

それができれば電気を 100％自給できる． 

 今,村の中に車用の急速充電機を 3 カ所ぐらい設置

しているのかな．ただ,残念ながら充電して走る車が

ない．しようがないから役場が 1 台,軽自動車の電気

自動車を買ったのです．もう少しバッテリー技術がよ

くなって,そこに暮らしている我々としては軽トラを

電気自動車化してほしい．これだったら,走行距離何

百キロも走らなくてもいいわけです．そういうことが

だんだん進んで,そして発電容量もふやせれば,ガソ

リンの消費量も落としていける．そんな地域の中で循

環できる体系をつくっていくという,そんな感じでや

っている村でもあります． 

 僕の専門は哲学です．一般的には,哲学というと何

か古臭いことをやっているんだなという印象です．確

かに僕らはふだんでもアリストテレスなどを読んで

いるときもあるし,それから仏教系の本を読んでいた

りする．そうすると 2000 年ぐらい前のものを普通に

読んでいるということになりますので,その点では古

臭いのですけれども． 

ただ,アリストテレスにしても,例えばお釈迦さん

が仏教の本を書いたわけではないので,お釈迦さんが

死んでから 300 年ぐらいたって,初めて本ができてく

るのですけれども．そういうものを書いた人たちでも

共通して言えることは,その時代に何を考えたらいい

のか,何を考えなければいけないのか,また,どういう

ふうに生きたらいいのかとか,どういう行動とったら

いいのかとか,それが哲学です．だから,2000年前のも

のも参考にはするけれども,やっぱり現在の状況の中

で,私たちは何を考えなきゃいけないのかとか,どう

いう行動をしなきゃいけないのとか,あるいはどうい

う生き方をしなきゃいけないのかとか,それを考える

のが哲学です．その点では非常に現代的なものが僕の

専門でもあります． 

 当然僕は,日本の社会に生まれた人間です．そうし

ますと,何でも当たり前のことだらけ．だけど,外国か

ら見たらそれは当たり前なのかということになれば,

いろんなことが出てくると思います．ですから,ある

とき,日本と比較する場所が欲しいなという気がしま

した．ただ,比較する場所っていろんな場所の選定の

仕方があって,例えば途上国の農村を比較地にすると

いうやり方もありますが,僕の場合には比較的日本と

似たような条件を持っている社会で比較すると．簡単

に言えば先進国で比較すると思っているうちに,結局

フランスを比較地にすることになった．フランスは長

期で行っていたことはありません．時々のぞきに行っ

ているという感じぐらいですが,回数にしたら 20～30

回は行っているのではないかと思います． 

 フランスに行きましても,もともと,上野村に行っ

たのも魚釣りですから,何か魚を釣りたくなるときが

あったりします．結果として,フランスの山村とかで

随分魚を釣りに行って,結果的には,結構そういう社

会に詳しくなったといいますか,別に調査に行ったわ

けでもないのですが．あるときフランスの地方の新聞

といっても,結構大きいエリアの新聞なので,この辺

だったら中国地方全体の新聞ぐらいの新聞にでかで

かと載っておりました．日本の哲学者がフランスの山

村の調査に来ているという,そういうニュースが出て

おりました．私は魚釣りに行っただけなのですけれど

も．ただ,そんなことをしておりますと,向こうの様子

もわかってくる． 

 フランスには,とてもいい田舎がいっぱいあるので

すが,今フランスの農山村地域というのは,住んでい

る人たちの大体 3 分の 2 ぐらいがこの 20 年以内ぐら

いに都市から引っ越してきた人たち,日本的に言えば

Ｉターンの人たちなのです．若い人も来ていますが,

定年を機会にして来ている人とか,ですから少ない地

域でも,5 割ぐらいは元都市住民という感じです．多い

ところだと 8割ぐらいが都市住民という感じです． 

 実はこの動きが出てきたのは,1975 年ぐらいからな

のです．80 年代ぐらいになると,普通の動きになっち

ゃった．そういう動きが起き始めた 70 年代は,ちょっ

と変わった人が田舎に来るという感じだったのです

が,80 年代になるとごく普通の動きという感じになっ

て,急速に人が来ました．なので,あっという間に 3 分

の 2は都市の人みたいなことになった． 

 僕が言うのも変ですが,向こうで,そういう人たち

に「何でこんなところに来たのか」と,そういう質問を

とりあえずしてみる．そうすると皆さんが言うのは

「人間的な生き方を求めて来たんだ」という,大体み

んなそんな答えです．「人間的な生き方って一体何な

の」と質問すると,大体 2 つのことをおっしゃるんで

地域学研究会 第 9回大会 地域課題と知のクロス 「私」と「地域学」 

す．1つはやっぱりそういうところに来る人ですから,

「自然があって自然とのつき合いができて,それがで

きて初めて人間的な生き方ができるんだ」と．自然が

あるからという,それが 1つの理由です． 

 もう 1 つの理由というのは,「かけがえのない人間

になれる」と,よく皆さん言うのです．例えば私 10年

前までパリにいたんですが,「パリにいると私は価値

がない」と言うのです．つまり,交換可能な人間でしか

ないと．家族の中では交換するわけにいきませんから,

かけがえのない人間だったり,友人の中ではかけがえ

のない人間なのですが．例えば,私はこういう会社に

勤めていたと,私がかりに勤務中にぱかっと死んでし

まったということが起きても,会社は何も困らない．1

日か 2日は引き継ぎで混乱するかもしれませんけれど

も,1 週間もすれば,何の問題もなかったかのごとく会

社は存続するというわけです．これは人間的だと思う

かという,つまり自分に価値がないという．あるいは

パリの町を歩いていて,急に心筋梗塞でも起こしてば

たっと死んでしまった．そうしたら,パリ市としては

こんなところで死にやがって,処理が面倒くさいとい

うぐらいの価値しかない．つまり,その人が死んだか

らといって,パリが没落するわけでもない．つまり,実

は社会の中においても企業の中においても,実は全く

無価値な人間として生き続けたと．それは交換可能な

人間であって,かわりが一人入れば数字は同じという

ような,そういう世界だと．でも,そういう生き方がも

う嫌になったと,それで田舎に来ると違う生き方があ

ると． 

 実はフランスという国は,人口がたしか 6,000 万人

台ぐらいだと思いますから,日本の大ざっぱに半分ぐ

らいというふうに思ってもらえればいいですが,そこ

に 3万 6,500 幾つかの市町村があるんですね．ですか

ら,日本の人口ですと,7 万ぐらい市町村があるという

ふうに考えてもいいわけです．そうするとその中には

パリ市とか,マルセーユ市とか,これが大阪,東京みた

いなものですから,巨大な都市もあります．ところが

田舎のほうに行きますと,大体人口 100 人から 200 人

ぐらいの村が多くて,村によっては何十人ぐらいしか

いないというところもあったりします．そういうとこ

ろは泊まるところがなかったりもするので,近くの比

較的大きな村にホテルがあって,そこに泊まるという

ことがあります．巨大村と言われているような村でも

500 人とか,よっぽど多くて 1,000 人とか,それぐらい

が非常に大きな村． 

だから,向こうの人たちと話をしていると説明が難

しい．「日本は今どうなっているの」と聞かれて,「い

や,ちょっと過疎化で困っているんだと．うちの村は

今 1,200 人しかいない」と言うと,「そんなにいて何が

問題なのか」という話になって,ちょっと空間が違う

というのを説明するのが面倒くさい,日本でいうと,

田舎に行くと集落ごとに村があるというふうに思っ

てもらっていいぐらいあります．そこにはちゃんと役

所があって,必ず小学校があって,郵便局があって,今

は使われていない教会があるという感じかな． 

実はフランスはカトリックですが,今,クリスチャ

ンとして教会に行く人たちは大体人口の 5～6％ぐら

いで,圧倒的に無信教です．だから,今,日本のほうが

むしろ仏教的だと言いたくなるぐらいです．というの

は日本の場合,自覚している仏教徒というのはそんな

にいませんけれども,何となく生活の中にまだ仏教的

なものが残っているといいますか．だから結婚式なん

かでも,向こうの結婚式は寂しい結婚式で,大体式を

挙げずに,役所に婚姻届を出しに行く．すると役所の

職員さんがカウンター越しに,「ここで宣誓しますか」

なんて話になって,「やります」と言うと,「では,宣誓

してください」なんて感じで宣誓をして,指輪の交換

もして,それでおしまいという,そんな感じです．友達

を呼んで,お祝いのパーティーをしたりしますが,教

会に行って結婚式を挙げている人はいますが,圧倒的

に少ないのです．日本のほうがよっぽどたくさんの人

が教会で結婚式を挙げているのではないかという気

がするぐらいです．それぐらいもうキリスト教の社会

とも言いがたいような,特に田舎のほうがそういう雰

囲気が強い．教会はあるけれども,祭壇もちゃんとあ

るけれども,利用のされ方としては地域コミュニティ

ーセンター的な感じだったりします．そういうのが多

かったりします．ただ,建物としては必ずそういうも

のがあります． 

 そういう小さい市町村がたくさんある一方で,地方

分権の考え方は日本よりも広がっておりますので,市

町村が持っている権限はかなりあります．そうすると,

この人口の村で自治ができるのですかと,そういう話

になるのです．住民が NPO 組織をつくって,全部引き

受けていると考えればよいといいますか,部門ごとに

NPO 組織があります．だから人口が 100 人ぐらいの村

なのに,NPOが 15あったりします．それが地域設定 NPO

もありますし,それから道路管理 NPOとか,グラウンド

とか何か持っていればそれの管理 NPO とか,いろんな

ものがあります．学校の運営も教育委員会はありませ

んので,小学校は市町村の直接管理下にあるけれども,

中学になると県の管理下とかになってきます．小学校

の場合,学校の管理運営をやる NPOがあって,それが教
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育委員会と PTAが合体しているような雰囲気なのです．

それが学校の先生と話し合いをして,学校の管理運営

をしていくという,そんな感じです． 

 そこに各 NPOに本当に必要な経費だけ補助金が出て

いるという感じです．だから,60 代の人たちがすごく

忙しいですね．というのは,30 代などは,幾らやりたく

っても,昼間は自分の仕事があって NPO ばっかりやっ

ていられないという感じになりますから．60代になる

と,年金生活者が出てくるので,年金生活をしながら

NPO 専門みたいな感じで,一人で 5 つぐらい NPO をか

け持ちというのがいたりして,そうやって地域社会を

つくっていく． 

それはかなり大変なのですが,結果としては,ここ

は自分たちがつくっている地域だという雰囲気を高

めていて,またその人たちがその仕事をしてくれてい

るから地域がもっているという,お互いにそういうこ

とがよく見えています．だから,こういう社会では交

換可能な無価値な人間ではなくて,誰もがかけがえの

ない価値のある人間として,社会の中で価値のある人

間として生きていける．それがいいから来ましたとい

う人が大変多いといいますか,もちろんそんなことや

りたくないという人だっているでしょうけれども,そ

ういう人たちは田舎に来ないわけです．来る人たちは

むしろそこに魅力を感じて来ているというのが,今の

フランスの様子です． 

 この「かけがえのない」という言葉ですけれども,か

けがえのなさって,どこから発生してくるのかという

と,これは当然ながら関係の中で発生する．自分一人

で「俺はかけがえのない人間だ」と幾ら居直っていて

もそんなものだめなわけです．例えば,やっぱり家族

の中ではかけがえのない人間,家族の関係の中ではや

っぱり大事な子供だったり,大事なお父さんだったり,

大事なお母さんだったりするという,だから関係がか

けがえのなさをつくっている．そうするとしっかりし

た関係の世界こそがまさに生きる場所であって,都市

の社会になってくると,関係がはっきりしない．家族

とか友人の中では関係はあるけれども,企業の中でも

いっとき関係はできますが,それがさっき言ったよう

に,いきなりなくなってしまったりしても,何ら問題

がないという,ということは結局ちゃんとした関係で

はなかったということになってしまうわけです．そう

いう関係の薄さ,あるいは関係のなさといいますか,

それが都市社会をつくっている．田舎に行けば,自然

との関係も含めてですけれども,いや応なく濃密な関

係がそこにあって,それが個人の尊厳をつくっている．

そういうことだと思えばよいということです． 

 今,私たち哲学系の人間たちというのは,近代社会

というのをどういうふうに捉え直すのかということ

に,相当,皆さん,頭を使っています．例えば 10 年ぐら

い前に亡くなった方で,フランスのレヴィ・ストロー

スという,有名な文化人類学者でもあるし,哲学者と

いってもいいような仕事していましたが,そういう方

がいらっしゃる．レヴィ・ストロースの本を読んでい

ると,この人は現代人には受けるなという気がする．

それは皮肉で言っているのではなくて,実はレヴィ・

ストロースはフランス国籍の人ですが,ユダヤ人なん

ですね．90幾つまで生きて,この間,亡くなっています

から,戦前に学校を終えてということになります．非

常に優秀な学生さんであっても,戦前のフランスでは,

ユダヤ人ですから．フランスは結構階級社会ですから,

いいコースに乗れるかどうかみたいなのがあったり

するのですが,やっぱりいいコースには乗れないとい

いますか．だから,フランス人だけれども,やっぱり一

級のフランス人ではなくて,二級のフランス人扱いみ

たいな感じがあります．ところが,ユダヤ人というの

はユダヤ教でつながっている世界ですから,そのユダ

ヤ教でつながっているユダヤ人世界からは出てしま

っている．ですから,彼はユダヤ人のコミュニティの

メンバーではないのです．そうすると,ユダヤ人世界

にも居場所がないし,それからフランスの中にも居場

所があるような,ないようなという,そういう感じで

す．そうこうしているうちに,結局いい仕事につけな

いので,ブラジルのサンパウロ大学から誘いがあった

ので,そこに赴任して,そこでアマゾンの先住民の調

査研究をする．そうこうしているうちに,今度はフラ

ンスがドイツに占領されますので,もうフランスに帰

ることは不可能になってしまって,それでアメリカに

居を移して,今度はアメリカの先住民の研究をやって

いた．戦後長らく時間がたって,フランスに帰ってく

る． 
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育委員会と PTAが合体しているような雰囲気なのです．

それが学校の先生と話し合いをして,学校の管理運営

をしていくという,そんな感じです． 

 そこに各 NPOに本当に必要な経費だけ補助金が出て

いるという感じです．だから,60 代の人たちがすごく

忙しいですね．というのは,30 代などは,幾らやりたく

っても,昼間は自分の仕事があって NPO ばっかりやっ

ていられないという感じになりますから．60 代になる

と,年金生活者が出てくるので,年金生活をしながら

NPO 専門みたいな感じで,一人で 5 つぐらい NPO をか

け持ちというのがいたりして,そうやって地域社会を

つくっていく． 

それはかなり大変なのですが,結果としては,ここ

は自分たちがつくっている地域だという雰囲気を高

めていて,またその人たちがその仕事をしてくれてい

るから地域がもっているという,お互いにそういうこ

とがよく見えています．だから,こういう社会では交

換可能な無価値な人間ではなくて,誰もがかけがえの

ない価値のある人間として,社会の中で価値のある人

間として生きていける．それがいいから来ましたとい

う人が大変多いといいますか,もちろんそんなことや

りたくないという人だっているでしょうけれども,そ

ういう人たちは田舎に来ないわけです．来る人たちは

むしろそこに魅力を感じて来ているというのが,今の

フランスの様子です． 

 この「かけがえのない」という言葉ですけれども,か

けがえのなさって,どこから発生してくるのかという

と,これは当然ながら関係の中で発生する．自分一人

で「俺はかけがえのない人間だ」と幾ら居直っていて

もそんなものだめなわけです．例えば,やっぱり家族

の中ではかけがえのない人間,家族の関係の中ではや

っぱり大事な子供だったり,大事なお父さんだったり,

大事なお母さんだったりするという,だから関係がか

けがえのなさをつくっている．そうするとしっかりし

た関係の世界こそがまさに生きる場所であって,都市

の社会になってくると,関係がはっきりしない．家族

とか友人の中では関係はあるけれども,企業の中でも

いっとき関係はできますが,それがさっき言ったよう

に,いきなりなくなってしまったりしても,何ら問題

がないという,ということは結局ちゃんとした関係で

はなかったということになってしまうわけです．そう

いう関係の薄さ,あるいは関係のなさといいますか,

それが都市社会をつくっている．田舎に行けば,自然

との関係も含めてですけれども,いや応なく濃密な関

係がそこにあって,それが個人の尊厳をつくっている．

そういうことだと思えばよいということです． 

 今,私たち哲学系の人間たちというのは,近代社会

というのをどういうふうに捉え直すのかということ

に,相当,皆さん,頭を使っています．例えば 10 年ぐら

い前に亡くなった方で,フランスのレヴィ・ストロー

スという,有名な文化人類学者でもあるし,哲学者と

いってもいいような仕事していましたが,そういう方

がいらっしゃる．レヴィ・ストロースの本を読んでい

ると,この人は現代人には受けるなという気がする．

それは皮肉で言っているのではなくて,実はレヴィ・

ストロースはフランス国籍の人ですが,ユダヤ人なん

ですね．90 幾つまで生きて,この間,亡くなっています

から,戦前に学校を終えてということになります．非

常に優秀な学生さんであっても,戦前のフランスでは,

ユダヤ人ですから．フランスは結構階級社会ですから,

いいコースに乗れるかどうかみたいなのがあったり

するのですが,やっぱりいいコースには乗れないとい

いますか．だから,フランス人だけれども,やっぱり一

級のフランス人ではなくて,二級のフランス人扱いみ

たいな感じがあります．ところが,ユダヤ人というの

はユダヤ教でつながっている世界ですから,そのユダ

ヤ教でつながっているユダヤ人世界からは出てしま

っている．ですから,彼はユダヤ人のコミュニティの

メンバーではないのです．そうすると,ユダヤ人世界

にも居場所がないし,それからフランスの中にも居場

所があるような,ないようなという,そういう感じで

す．そうこうしているうちに,結局いい仕事につけな

いので,ブラジルのサンパウロ大学から誘いがあった

ので,そこに赴任して,そこでアマゾンの先住民の調

査研究をする．そうこうしているうちに,今度はフラ

ンスがドイツに占領されますので,もうフランスに帰

ることは不可能になってしまって,それでアメリカに

居を移して,今度はアメリカの先住民の研究をやって

いた．戦後長らく時間がたって,フランスに帰ってく

る． 
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 それで,晩年はもう,世界のレヴィ・ストロースです

から,フランスでもそういう分野のトップの地位にい

てという人なのですが,何となく居場所がないんです

ね．だから,ちゃんとフランスで飯も食えるし,ちゃん

とした待遇も,少なくとも晩年は受けているし,世界

的な評価も高いし,そういう意味では居場所がないわ

けがないではないかという感じですが,どことなく自

分の本物の居場所を持たないという,そういう感じが

彼の文章にはいつも流れていて,これは現代人の感覚

に近いなというか． 

 私たちみんなそうですけれども,ちゃんと居場所が

あるんですよね．どこかで仕事をしていて,多くの人

は家族を持っていたりもするし,知り合いも友人もい

るし．だから,決して居場所がないわけではないとい

いますか．だけど,本物の居場所という感じでもない

という,何か仮の場所にいつもいるみたいな感じがあ

る．そのあたりが,かつての農山村地域なんかで暮ら

した人たちとの違いで,やっぱり農山村地域で暮らし

たような人たちというのは,そこにやっぱり根っこを

張っていますから,うちの村が僕の居場所だみたいな

ことを言うことができた．それが都市の住民になって

くると,家もある,仕事もある,家族もいるとなってい

ても,何かちょっとすき間風が吹いていると．その感

覚みたいなものの持ち主としてレヴィ・ストロースは

いるといいますか．だから,そういう意味で,現代人の

感覚を代表している一人という,そんな気がしたりし

ます． 

 ただ,レヴィ・ストロースなんかも,どんな言い方を

しているかというと ,例えばフランス革命とい

う,1789 年ですが,「自由,平等,友愛」というスローガ

ンを出した革命ですが,フランス革命は,そのときに

出した理念も含めて,世界に対して非常に大きな影響

を与え,そのことによってフランスという社会が世界

で特別な社会であるような,そういうものを獲得した．

だけど,後世の歴史家たちは多分そういう評価をしな

くなる．フランス革命こそが失敗の始まりだったと．

あのことによって人間たちは居場所を失って,その後

の経済発展なんかに振り回されていく,この時代をつ

くったと．だから,フランス革命は,ある意味では偉大

な革命だったかもしれないけれども,その偉大さは逆

の偉大さといいますか,世界をぶち壊してしまった偉

大さといいますか,そういうものを後世の歴史家たち

は記述していくことになるだろう．そんな言い方をし

ていて,つまりフランス革命・近代の理念とか,そうい

う式なものに対して,全面的な批判を加えているとい

いますか． 

 実は,今,私たち哲学とかそういうことをやってい

る人間はこういう問題に直面している．つまり,近代

というものは間違いなく生産力も高めたし,それから

移動の自由も高まったしと,いろいろあるけれども,

結局,気がついてみれば,そのことによって,私たちは

居場所も失っていったし,社会の根っこがなくなって

いったといいますか,そういうことです． 

 だから,今日も朝,テレビをつけたら,ゆうべ,僕,鳥

取に泊まっていまして,実は昨日,ちょっと姫路で用

事があったので姫路にいました．夜遅く,11 時ごろ鳥

取のホテルへ来まして,朝,テレビをつけたら,大阪で

万博が決まったといって騒いでいましたが,万博を今

ごろやって何かいいことがあるんですかという感じ

です．また町をぶっ壊して,東京オリンピックもそう

ですが,何か物すごく時代錯誤なことをしているとい

う感じがむしろ強い． 

 僕は,名古屋万博があったときに,その筋からちょ

っと委員になってくれと言われたことがあるんです

が,嫌と言いました．僕は今ごろ万博をやること自体

に反対です．途上国かどこかで,それをきっかけにち

ょっとインフラを整備しようとか,そういうところが

やるのだったら,それも 1 つの考え方ということです

が,日本でやる意義なんかどこにあるんですか．一瞬

のためにお金を使って何か意味があるかと,そう思っ

ているのです．また大阪で騒いでいるニュースが出て

いて,政治家としては,万博を持ってきましたとか,こ

れで地域が発展しますとか,いろいろ言えるのでしょ

うけれども,何かそれよりももっと土台になるものを

もう一度考えなければいけない時代に来ているのだ

ろうなと． 

 つまり,万博をやる,オリンピックをやる,そういう

ものに巻き込まれていく精神世界,そういうものをつ

くってこその近代でもあって,まさにそういうことに

対する総括が進んでいく．レヴィ・ストロースの言う

ように,フランス革命は敗北の始まりだったというよ

うなことが,もしかするとあるのかもしれないという

ことです．そういう中で今,いろんな近代の幻想とで

も言うべきものを取り払っていかないといけない時

期に,私たちは来ている．例えば,経済発展すれば幸せ

になれるというのも違うでしょという,やっぱり幻想

を取り払わなきゃいけないと．もちろんこれは,経済

発展するなと言っているわけではないのです． 

 例えば江戸時代というのは,初期と晩年を見れば,

相当経済発展しているんですね．だから,別に経済発

展してもいいわけです．ただ,江戸時代の人たちは,経

済発展なんか目標にしていませんでしたということ
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なのです．それぞれの人たちが,自分たちの村をもっ

とよくしようとか,それから,あのころは職人さんた

ちが多い時代ですから,農民も含めて,自分のわざを

もっときわめて,もっといい仕事ができるようになろ

うとか,そうやってみんなが暮らしていた．それは,結

果として,経済も相当発展させたけれども,経済発展

を目指して人々が動いた時代では全くない．だから,

結果として,気がついたら経済発展していたというの

は,何ら否定する必要は全くないのです．何か GDP を

ふやせばよいという,そういう 1 つの幻想ももう取り

払っていかなければいけない． 

 最近いろんな研究が出てきて,へえと思っています．

幕末のときにペリーが黒船で乗ってやってきて,日本

中びっくりしてしまって,大騒ぎになった．あのとき

のアメリカの GDPと日本の GDPはどのぐらい差があっ

たのかというのが,最近,かなり計算する人たちが出

てきています．コンピューターを駆使するといろんな

複雑な計算ができるので,いろんな指数から計算する

と．そうしましたら,同じなのです．考えたらそうで,

ペリーが来たときは,これからアメリカは南北戦争を

やる時代なんですね．ですから,まだ西部開拓時代の

アメリカなのです．東部のほうでは若干工業が生まれ

てきているとしても,まだまだ腰にぶら下げてやって

いるような時代なわけです．アメリカは今でも腰にぶ

ら下げているピストル社会ですが．ですから,実はそ

んなに生産力はないんですね．だから,日本はあのと

き,何ら慌てる必要はなくて,来れるものなら来てみ

ろといっていればよかった．そうすると,黒船は来れ

ても,兵隊をたくさん連れてやってきて占領しちゃう

なんていう力はアメリカには全くなかったわけです． 

 イギリスなんかはかなり勢力がありましたけれど

も,実はヨーロッパの国々もほとんどは日本と似たり

寄ったりで,とりわけ日本が当時後進国でというよう

な話では全くなかった．ただ,欧米は,軍事力は持って

いた．それに対して日本は,江戸時代 250 年間,戦争を

しないでやってきました．だから,平和産業の生産力

だったんです．簡単に言えば,かんざしをつくる力な

わけです．ですから,それで軍艦をつくった国と戦う

というのは大変だった．ですが,全体の生産力として

は別に日米に差はなかった． 

それが,殖産興業とか富国強兵といって,明治にな

ると近代産業の導入というのを始めた．そういうふう

に学校で教わっていますが,昭和 16年に日米戦争が始

まったときに,アメリカと日本の GDP は,大方 10 対 1

なんですね．ということになると,明治の殖産興業,こ

れは大失敗だったのではないかということになる．別

に GDPをふやせばいいといっているわけではないけれ

ども,わずか数十年の間に 10 対 1まで開いた．この状

況で戦争を始めるという神経も驚いちゃいますが,な

ぜこんな大失敗をやったのか．もう理由ははっきりし

ていて,一番大きな理由は,江戸期までの生産力をう

まく使って新しいものも導入するということを全く

してなくて,古いものを全部壊して新しいものを入れ

ようとしたからです．そのために,本当の生産力にな

らなかったということです． 

 この辺でいえば,出雲のたたら鉄が江戸期までの鉄

の中心でした．ただ,これは結局刃物用の鉄ですから,

大砲をつくったりするには不向きだった．それでいい

大砲がつくれなかった．ところが,日清戦争のときに

は出雲の職人たちが改良して,大砲用の鉄がつくれる

ようになっていた．その鉄の力で日清戦争をやったと

いうふうに言ってもいいと思います．八幡製鉄の鉄が

間に合うのは日露戦争からなので,明治 20 年だか 21

年に八幡は火入れをしていますから,実際に稼働する

のにはまだ 10年ぐらいかかた．つまり,在来の技術と

全く関係ないものをぼんと入れちゃっているから,動

かせる人がいないわけです．幾らお抱え技師を連れて

きても,やっぱり現場で動かせる人がいない．だから,

動かしてはトラブルを起こすというのを繰り返して,

まともに生産できないという状況が 10 年ぐらい続い

たわけです．その間にむしろ出雲の職人たちが工夫を

して,鉄の改良に取りかかった．だったら,その技術を

うまく生かしながらいけばいいのに,八幡が稼働して

くると,出雲の鉄のほうをむしろ潰しにかかる．それ

で,たたら鉄を一掃しちゃうわけです．全ての分野で

そういうことを起こして,だから,伝統的な力を全部

破壊しながら欧米のものだけを入れてくるというこ

のやり方が,GDP の向上にさえつながらなかったとい

うことです． 

 また,そのやり方をとったから,新しいものを入れ

るところに財閥ができて,その財閥が政治的な権力と

結託するという,非常にいびつなことをやってしまっ

た．つまり,庶民の力の基礎の上に新しいものも入れ

るということになると,多分,財閥形成にはならない

です．ですから,こういうようなことで,昭和 16 年に

なると,圧倒的な差がついていたということなのです．

そうすると僕らも明治維新からの「殖産興業」という

のも,ちょっと言葉から見直したほうがいいという感

じになって．「伝統廃棄と欧米技術の導入」とか,例え

ばそういうふうにでも書きかえないといけないので

はないかという気がしてくる．つまり,私たちはいろ

んなところで近代幻想にのみ込まれている．これから
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なのです．それぞれの人たちが,自分たちの村をもっ

とよくしようとか,それから,あのころは職人さんた

ちが多い時代ですから,農民も含めて,自分のわざを

もっときわめて,もっといい仕事ができるようになろ

うとか,そうやってみんなが暮らしていた．それは,結

果として,経済も相当発展させたけれども,経済発展

を目指して人々が動いた時代では全くない．だから,

結果として,気がついたら経済発展していたというの

は,何ら否定する必要は全くないのです．何か GDP を

ふやせばよいという,そういう 1 つの幻想ももう取り

払っていかなければいけない． 

 最近いろんな研究が出てきて,へえと思っています．

幕末のときにペリーが黒船で乗ってやってきて,日本

中びっくりしてしまって,大騒ぎになった．あのとき

のアメリカの GDPと日本の GDPはどのぐらい差があっ

たのかというのが,最近,かなり計算する人たちが出

てきています．コンピューターを駆使するといろんな

複雑な計算ができるので,いろんな指数から計算する

と．そうしましたら,同じなのです．考えたらそうで,

ペリーが来たときは,これからアメリカは南北戦争を

やる時代なんですね．ですから,まだ西部開拓時代の

アメリカなのです．東部のほうでは若干工業が生まれ

てきているとしても,まだまだ腰にぶら下げてやって

いるような時代なわけです．アメリカは今でも腰にぶ

ら下げているピストル社会ですが．ですから,実はそ

んなに生産力はないんですね．だから,日本はあのと

き,何ら慌てる必要はなくて,来れるものなら来てみ

ろといっていればよかった．そうすると,黒船は来れ

ても,兵隊をたくさん連れてやってきて占領しちゃう

なんていう力はアメリカには全くなかったわけです． 

 イギリスなんかはかなり勢力がありましたけれど

も,実はヨーロッパの国々もほとんどは日本と似たり

寄ったりで,とりわけ日本が当時後進国でというよう

な話では全くなかった．ただ,欧米は,軍事力は持って

いた．それに対して日本は,江戸時代 250 年間,戦争を

しないでやってきました．だから,平和産業の生産力

だったんです．簡単に言えば,かんざしをつくる力な

わけです．ですから,それで軍艦をつくった国と戦う

というのは大変だった．ですが,全体の生産力として

は別に日米に差はなかった． 

それが,殖産興業とか富国強兵といって,明治にな

ると近代産業の導入というのを始めた．そういうふう

に学校で教わっていますが,昭和 16年に日米戦争が始

まったときに,アメリカと日本の GDP は,大方 10 対 1

なんですね．ということになると,明治の殖産興業,こ

れは大失敗だったのではないかということになる．別

に GDPをふやせばいいといっているわけではないけれ

ども,わずか数十年の間に 10 対 1まで開いた．この状

況で戦争を始めるという神経も驚いちゃいますが,な

ぜこんな大失敗をやったのか．もう理由ははっきりし

ていて,一番大きな理由は,江戸期までの生産力をう

まく使って新しいものも導入するということを全く

してなくて,古いものを全部壊して新しいものを入れ

ようとしたからです．そのために,本当の生産力にな

らなかったということです． 

 この辺でいえば,出雲のたたら鉄が江戸期までの鉄

の中心でした．ただ,これは結局刃物用の鉄ですから,

大砲をつくったりするには不向きだった．それでいい

大砲がつくれなかった．ところが,日清戦争のときに

は出雲の職人たちが改良して,大砲用の鉄がつくれる

ようになっていた．その鉄の力で日清戦争をやったと

いうふうに言ってもいいと思います．八幡製鉄の鉄が

間に合うのは日露戦争からなので,明治 20 年だか 21

年に八幡は火入れをしていますから,実際に稼働する

のにはまだ 10年ぐらいかかた．つまり,在来の技術と

全く関係ないものをぼんと入れちゃっているから,動

かせる人がいないわけです．幾らお抱え技師を連れて

きても,やっぱり現場で動かせる人がいない．だから,

動かしてはトラブルを起こすというのを繰り返して,

まともに生産できないという状況が 10 年ぐらい続い

たわけです．その間にむしろ出雲の職人たちが工夫を

して,鉄の改良に取りかかった．だったら,その技術を

うまく生かしながらいけばいいのに,八幡が稼働して

くると,出雲の鉄のほうをむしろ潰しにかかる．それ

で,たたら鉄を一掃しちゃうわけです．全ての分野で

そういうことを起こして,だから,伝統的な力を全部

破壊しながら欧米のものだけを入れてくるというこ

のやり方が,GDP の向上にさえつながらなかったとい

うことです． 

 また,そのやり方をとったから,新しいものを入れ

るところに財閥ができて,その財閥が政治的な権力と

結託するという,非常にいびつなことをやってしまっ

た．つまり,庶民の力の基礎の上に新しいものも入れ

るということになると,多分,財閥形成にはならない

です．ですから,こういうようなことで,昭和 16 年に

なると,圧倒的な差がついていたということなのです．

そうすると僕らも明治維新からの「殖産興業」という

のも,ちょっと言葉から見直したほうがいいという感

じになって．「伝統廃棄と欧米技術の導入」とか,例え

ばそういうふうにでも書きかえないといけないので

はないかという気がしてくる．つまり,私たちはいろ

んなところで近代幻想にのみ込まれている．これから
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は,そういうことの検討を 1 つずつやっていかなけれ

ばいけないときに来ているという感じです． 

 人間は個人になれば自由になれるというのも 1つの

近代幻想です．実は,自由な個人というのは,すぐれた

関係がつくり出すものなのです．家族の中でも,例え

ば家父長的なおやじって,最近は余りいないでしょう

けれども,全員動けと言うおやじが仮にいたとすると,

結局それは,そういう関係ができてしまえば,実は家

族たちは不自由を感じるし,あるいは,そこで威張っ

ているおやじもどこか不自由なものを持つことにな

るでしょう．だから,その関係が不自由な個人をつく

っているということです．逆に言えば,もっとちゃん

とした関係でつき合っていれば,それぞれがもっと自

由な家族の一員になれるというふうに言ってもよい

し,だから,どのような関係をつくることが自由な人

間をつくっていくのか,そういうようなことを今考え

ないと,何か個人にしたら自由だという話とは全然違

う．むしろ個人だけにしちゃうと,ばらばらな人間に

なって,そこに今の都市の問題がいっぱいある． 

 実際,東京なんかですと,東京は人口が多いですか

ら,亡くなる人の数も多いのです．今,東京で亡くなっ

ている人ですと,大体 10 人に 1 人は,いかなる意味で

もお葬式は挙がっておりません．お葬式って,大規模

にやりたい人はやればいいけれども,小規模でもいい

わけで,本当に仲のいい数人ぐらいで,それでしみじ

みと送るという葬式もなかなかいい葬式ですから,や

り方はいろいろある．だけど,いかなる意味でも,葬式

は挙がっていない．つまり,火葬して終わりにしただ

けということです．亡くなると誰も遺体の引き取り手

がないというのも結構ある．その場合,お子さんはい

ないのかというとそうでもなくて,お子さんはいるの

ですけれども,もう家族の関係が壊れているので,お

子さんは引き取り拒否みたいになっている．実は,日

本の法律では,亡くなった場合に一番近い血縁の人が

引き取らねばいけないという決まりがあるんですね．

ですから,警察が説得したりして,あなたは引き取ら

ないわけにいかないんですと．そうすると,では,もう

金を出すから,葬儀社を通して火葬してくれと,そう

いう感じで終わりという,そういうことがあったりし

ます．やっぱり人が亡くなったときに,誰一人,手を合

わせる人がいないという,そういう関係が生まれてい

て,日本全体だと今 5％ぐらいですが,東京とか大阪で

すと 10％です．そうすると,これが自由な人間と言え

るかということになるわけです．つまり今,そういう

問題点に,私たちは直面しなければいけなくなってき

た． 

 それからもう 1つは,人間は,ばらばらになればなる

ほど,システムに従属せざるを得ないという問題があ

る．やっぱり生きていかなきゃいけないですから,そ

うすると,システム従属型の生き方になっていく．気

がついてみると,今の人間たちは,既存のシステムの

中でポジションをとることが人生になっている．つま

り,子供のときは,少しでもましな高校に行くための,

そこの高校生というポジションをとるために中学で

は一生懸命勉強したりしている．それに成功したら,

今度は某大学の大学生になるというポジションをと

るためにまた頑張って．もし仮に,また成功というこ

とになると,今度は某企業か某役所かわかりませんが,

またそこのシステムの中にポジションをとる．結局そ

れをずっとやっているうちに人生が終わる．最後は安

定した老後というポジションどりになっていて,そこ

でまた準備をしなければいけない． 

 そうすると,何かをつくっていくとか,何かをやっ

ていくというところがどこにもなくて,システムの中

にポジションをとっているだけ．こういう生き方が,

気がついてみれば,近代人の生き方になってきた．も

ちろんそのポジションをとって何かをやろうという

気持ちはあったりはするけれども,結局それはほとん

どできない．むしろ何とかあそこにポジションをとり

たい,そっちのほうが中心になった生き方．世界中が

そうなっていくと,冒頭にフランスの話でお話しした

ように,そのポジションから自分が抜け落ちても,誰

か別の人がそのポジションに座って,システムは安泰．

自分は大した価値はなかったという時代ができてし

まったということです． 

 ですから,個人の社会はシステムの強化を生み,そ

して,人間の生き方は,そのシステムの中でポジショ

ンをとることを目指すというような,そこだけではあ

りませんが,そういう側面がだんだんだんだん強くな

るわけです．これも,果たしてこれでよかったのかな

という,やっぱり問いかけをせざるを得ない時期に来

ているという気がしています． 

 実は,僕ら哲学をやっている人間って,昔は僕も基

本的には西洋哲学ですから,例えばカントとかヘーゲ

ルとか,そういう話になると比較的話がしやすい．日

本の哲学をやっている人はみんなそうなんです．とこ

ろが,実は最近は雰囲気が変わっておりまして,西洋

哲学のほうが西洋哲学の限界を意識していて,むしろ

東洋思想から学ぼうという雰囲気が強い． 

 実は,先ほどお話ししたレヴィ・ストロースですが,

晩年に,『遠近の回想』というタイトルになっていたか

と思いますが,インタビュー集の本が 1 冊あります．
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それは若手で非常に優秀な人がインタビュアーにな

って,レヴィ・ストロースの一生の仕事みたいなもの

を上手に聞いていて,総集編みたいな本をうまくつく

っている．それを読んでいて,なるほど,こういう時代

かと思ったのは,そのインタビュアーの人が,「ところ

で,レヴィ・ストロースさん,ちょっと聞きたいんだけ

れども,あなた,昔書いた論文の中で,『遠い眼差し』と

いうタイトルの論文がありましたよね．論文タイトル

としてはちょっと変わったタイトルなので,ふっと記

憶しているのですが,あのタイトルつけるに当たって

何か参考になったものがあったんですか」と質問する

んです．するとレヴィ・ストロースが,「ああ,あれで

すかと,あれは世阿弥ですよ」と答えて,そしたらイン

タビュアーの人が,「あっ,やっぱりそうですかと,そ

うではないかと思っていたんだけれども,一応確認し

たくって」．それで,その話は終わりなんですね． 

 これ,フランスの思想界だったら通用するんですね．

逆に,日本で今,この会場の中で,「ああ,それは世阿弥

ですよ」で,ぴんときた人がどのぐらいいるかという

話になると,相当少ないのではないかという気がしま

す．つまり,世阿弥なんかについても,人文系の分野の

方だったら,フランスだったらほぼ全員読んでいると

いうふうに言ってもよくて,今そういう時代なのです． 

 ちなみに,今言った「遠い眼差し」というのは,世阿

弥の『風姿花伝』というのは演劇書ですが,こういうこ

とをしてはいけない,こういうふうにしなきゃいけな

いみたいな演劇の話が書いてある．その中で,当然,世

阿弥ですから能の話ですけれども,仮に今,僕が立っ

ているところが能舞台として,皆さんが観客と,僕が

能の役者として,そうすると,僕は視線としては皆さ

んを,にらみつけはしないにしても,こう見ているよ

うな格好で舞うわけですね．この視線では能にはなら

ないと世阿弥が言っている部分で,能というのは観客

と一体となって神仏の世界をのぞき見るというか,行

くというか,もともと神事で行われるものですから,

観客との一体性が必要なのですね．それを目でこう見

ちゃうということは,私,役者,皆さん,観客という,そ

こに分断ができちゃって,これではいかんと．ですか

ら,役者は視線を別のところに持ってこなければいけ

ないと．でも,一般的な解釈としては後ろです．後ろに

視線を置いて,自分を見ながら観客を一体に見るとい

う,その視線を確立できないと能にはならないという,

世阿弥の演劇書の確信部分なのです．言葉としては

「離見の見」という,離れて見るの「見る」で「離見の

見」という言葉が使われるのですが,その「離見の見」

を「遠い眼差し」という訳にして,レヴィ・ストロース

が使ったということです．さっき言ったように,今の

私たちには,いきなり,「ああ世阿弥ですよ」で終わら

れても困るんですね．逆に日本人がそうなっている． 

 あるいは,僕のところにいた大学院の学生さんが,

ある夏,何をしに行ったのかわからないけれども,ケ

ニアに行ったらしくて,ナイロビ大学の大学院の学生

さんと話をしていた．そしたら,ナイロビ大学の学生

さんから,「谷崎潤一郎の『陰翳礼讃』って,すごくい

い本ですよね」と言われて,本人は,「済みません,読ん

でおりませんので」と答えたようです．『陰翳礼讃』も

ヨーロッパでは普通に読まれている,人文系の人とか,

あとあれは芸術系の人もよく読んでいます．光と影と

いう話から日本文化論を書いているものです．何とケ

ニアに行って,学生さんからそれを聞いたという．今,

本当にそういう時代です．ですから,僕らも知らない

うちに,だんだんだんだん東洋思想のほうに深入りし

ていく,そんな感じです． 

 東洋思想といってもいろいろあります．今,私たち

が東洋思想圏というか,東洋思想と呼んでいるのは,

儒教思想を外した東洋思想です．儒教思想ってやっぱ

り合理主義の思想なので,合理という言葉は実は儒教

用語なんですね．ですから,むしろ西洋思想に近いと

いいますか,全てを合理的に捉えていこうとするとい

う．もちろん,その合理の中身は,儒教の場合には,今

の人間から見るとこれは本当の合理なのかというこ

とは出てくるでしょうけれども,全てを理屈で捉えよ

うとしたということには変わらない．だから,その点

では西洋思想に近い． 

 それに対して東洋思想というのは,表面的なことは

理屈で説明することもできるけれども,核心の部分は

結局説明することは不可能だという立場をとる．そう

いう思想を東洋思想と呼んでいる．僕らは東洋思想圏

というと,日本から出発すると,日本列島から南下し

ていって,台湾に抜けて,フィリピンあたりに行って,

それで東南アジアのほうに抜けて,それからチベット,

モンゴルのほうに来るこの巨大三日月圏,それを東洋

思想圏と呼んでいます．中国思想の中にも道教とか,

ちょっと近いのはありますけれども,道教も幅がある

ので,儒教に近い道教もあるし,いろいろある．ただ,

はっきりしていることは,儒教はちょっと東洋思想と

は違うんだよねということなのです． 

 そういう世界の中に共通する考え方があって,それ

は「真理は捉えられない」という言い方といいますか．

実際,例えば「人間とは何か」という質問をした場合に,

核心の部分って説明できないですよね．幾つかの脇役

の部分は言える．例えば「こういうことをしちゃいけ
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それは若手で非常に優秀な人がインタビュアーにな

って,レヴィ・ストロースの一生の仕事みたいなもの

を上手に聞いていて,総集編みたいな本をうまくつく

っている．それを読んでいて,なるほど,こういう時代

かと思ったのは,そのインタビュアーの人が,「ところ

で,レヴィ・ストロースさん,ちょっと聞きたいんだけ

れども,あなた,昔書いた論文の中で,『遠い眼差し』と

いうタイトルの論文がありましたよね．論文タイトル

としてはちょっと変わったタイトルなので,ふっと記

憶しているのですが,あのタイトルつけるに当たって

何か参考になったものがあったんですか」と質問する

んです．するとレヴィ・ストロースが,「ああ,あれで

すかと,あれは世阿弥ですよ」と答えて,そしたらイン

タビュアーの人が,「あっ,やっぱりそうですかと,そ

うではないかと思っていたんだけれども,一応確認し

たくって」．それで,その話は終わりなんですね． 

 これ,フランスの思想界だったら通用するんですね．

逆に,日本で今,この会場の中で,「ああ,それは世阿弥

ですよ」で,ぴんときた人がどのぐらいいるかという

話になると,相当少ないのではないかという気がしま

す．つまり,世阿弥なんかについても,人文系の分野の

方だったら,フランスだったらほぼ全員読んでいると

いうふうに言ってもよくて,今そういう時代なのです． 

 ちなみに,今言った「遠い眼差し」というのは,世阿

弥の『風姿花伝』というのは演劇書ですが,こういうこ

とをしてはいけない,こういうふうにしなきゃいけな

いみたいな演劇の話が書いてある．その中で,当然,世

阿弥ですから能の話ですけれども,仮に今,僕が立っ

ているところが能舞台として,皆さんが観客と,僕が

能の役者として,そうすると,僕は視線としては皆さ

んを,にらみつけはしないにしても,こう見ているよ

うな格好で舞うわけですね．この視線では能にはなら

ないと世阿弥が言っている部分で,能というのは観客

と一体となって神仏の世界をのぞき見るというか,行

くというか,もともと神事で行われるものですから,

観客との一体性が必要なのですね．それを目でこう見

ちゃうということは,私,役者,皆さん,観客という,そ

こに分断ができちゃって,これではいかんと．ですか

ら,役者は視線を別のところに持ってこなければいけ

ないと．でも,一般的な解釈としては後ろです．後ろに

視線を置いて,自分を見ながら観客を一体に見るとい

う,その視線を確立できないと能にはならないという,

世阿弥の演劇書の確信部分なのです．言葉としては

「離見の見」という,離れて見るの「見る」で「離見の

見」という言葉が使われるのですが,その「離見の見」

を「遠い眼差し」という訳にして,レヴィ・ストロース

が使ったということです．さっき言ったように,今の

私たちには,いきなり,「ああ世阿弥ですよ」で終わら

れても困るんですね．逆に日本人がそうなっている． 

 あるいは,僕のところにいた大学院の学生さんが,

ある夏,何をしに行ったのかわからないけれども,ケ

ニアに行ったらしくて,ナイロビ大学の大学院の学生

さんと話をしていた．そしたら,ナイロビ大学の学生

さんから,「谷崎潤一郎の『陰翳礼讃』って,すごくい

い本ですよね」と言われて,本人は,「済みません,読ん

でおりませんので」と答えたようです．『陰翳礼讃』も

ヨーロッパでは普通に読まれている,人文系の人とか,

あとあれは芸術系の人もよく読んでいます．光と影と

いう話から日本文化論を書いているものです．何とケ

ニアに行って,学生さんからそれを聞いたという．今,

本当にそういう時代です．ですから,僕らも知らない

うちに,だんだんだんだん東洋思想のほうに深入りし

ていく,そんな感じです． 

 東洋思想といってもいろいろあります．今,私たち

が東洋思想圏というか,東洋思想と呼んでいるのは,

儒教思想を外した東洋思想です．儒教思想ってやっぱ

り合理主義の思想なので,合理という言葉は実は儒教

用語なんですね．ですから,むしろ西洋思想に近いと

いいますか,全てを合理的に捉えていこうとするとい

う．もちろん,その合理の中身は,儒教の場合には,今

の人間から見るとこれは本当の合理なのかというこ

とは出てくるでしょうけれども,全てを理屈で捉えよ

うとしたということには変わらない．だから,その点

では西洋思想に近い． 

 それに対して東洋思想というのは,表面的なことは

理屈で説明することもできるけれども,核心の部分は

結局説明することは不可能だという立場をとる．そう

いう思想を東洋思想と呼んでいる．僕らは東洋思想圏

というと,日本から出発すると,日本列島から南下し

ていって,台湾に抜けて,フィリピンあたりに行って,

それで東南アジアのほうに抜けて,それからチベット,

モンゴルのほうに来るこの巨大三日月圏,それを東洋

思想圏と呼んでいます．中国思想の中にも道教とか,

ちょっと近いのはありますけれども,道教も幅がある

ので,儒教に近い道教もあるし,いろいろある．ただ,

はっきりしていることは,儒教はちょっと東洋思想と

は違うんだよねということなのです． 

 そういう世界の中に共通する考え方があって,それ

は「真理は捉えられない」という言い方といいますか．

実際,例えば「人間とは何か」という質問をした場合に,

核心の部分って説明できないですよね．幾つかの脇役

の部分は言える．例えば「こういうことをしちゃいけ
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ないよ」とか,「こういう生き方をしなきゃいけないよ」

と言うことはできるけれども,「人間の本体って一体

何なのか」という質問をされると,そんなものは答え

ようがありませんということです． 

 あるいは,哲学とか思想において一番大事なものと

いうのは幸せということで,「もし世界中の人たちが

極めて幸せに暮らしているとすれば,もう哲学なんか

役割はありません」というふうに言ってもいい．「幸せ

とは何か」って,みんなわかるんですね．わかるんだけ

れども,幸せを説明してくださいといって,ちゃんと

説明できる人がいるかというと,実はいない．あのと

き感じた私の幸せ,そういう現象を説明することは,

場合によったら可能かもしれません．だけど,現象と

いうのは,そのときは幸せに感じたけれども,後にな

ってみたら,あれが失敗の始まりだったという可能性

だってあるわけです． 

例えば,受験勉強を一生懸命やって希望の大学に入

ったとき,その時にはもう幸せの絶頂なのだけれど

も,20 年たってみたら,あんな青春時代を過ごしてし

まったのが私の失敗の始まりという,不幸の始まりで

あったというふうな,後ではそうなってしまうという

ことだってある．必ずそうなるというわけではないで

すが,あり得ない話ではない．それは結婚するときみ

たいなもので,結婚するときは幸せの絶頂だけれども,

振り返ったら不幸の始まりだったということだっ

て,100 人に 1人ぐらいはいるかもしれません． 

 実は,現象というのは価値評価が変わってしまう可

能性がある．では,その中で,幸せとは本当は何を指す

のかと言われたらば,もう答えようがない．僕は魚釣

りが好きな人間ですから,川に行ってさおを伸ばして

いると結構幸せなんですが,それをみんなにやらせた

ら,みんな幸せになれるかといったら全く違います．

ですから,実は一番大事な問題というのはいつも説明

ができないといいますか,そこにこそ核心があるとい

う．そういうことを見てきたのが東洋思想です．だか

ら,合理的説明なんて不可能だという立場をとった． 

 その局地みたいなところに仏教思想があって,です

から今は,哲学をやっている人間も結構仏教を勉強し

ている時代なんです．仏教というのも,実は何をもっ

て仏教というかといったら難しくて,なぜかというと,

普通に考えれば,釈迦が悟りを開いて仏教が始まった

というわけになります．それは,紀元前 300 年ぐらい

昔かな,400 年ぐらい前か,釈迦が悟りを開いた．それ

は,いろんな記録がありますから事実でしょうという

ことになるわけです．ところが,釈迦は一行の文章も

残してないんですね．それから,釈迦から直接教わっ

たような弟子たちも一行の文章も残してないです． 

 というのは,当時のインドには,文章で何かを残す

という習慣はなかった．では,どうやって残したかと

いうと,みんなでよく記憶して忘れないようにしよう

というやり方なんですね．ですから,文章で残さない

時代だと,きちっと記憶で残すというのは,比較的,今

の人間よりはできるだろうという気がしますが,それ

にしても,最初の仏教書のようなものが,釈迦はこう

語ったんだよという話が出てくるのが,釈迦が死んで

から 300 年ぐらいたってからなんですね．その 300 年

間にインドの社会が安定していて,あんまり変動がな

かったということだと,記憶が比較的よく伝えられた

という可能性はあるのですが,あの時期のインドとい

うのはむしろ激動期なんですね．いろんな変動があっ

た時代．だから,人々の価値観も変わっていく 300 年

間の時代に,記憶だけで継承できたかということにな

ります．ですから,一応一番古い文献を読んでも,本当

にこれ,釈迦がこう言ったのかというのはよくわかり

ませんということなのです．その上に,そういうもの

だから,「本当は釈迦はこう言ったんだ」という修正版

が繰り返し,繰り返し出てくる． 

そうすると,もういろんな仏教教典ができちゃう．

その中に上座部系の仏教,昔は小乗仏教という言い方

をしましたが,小乗というのは乗り物が小さいという

大乗仏教側が使った侮辱語なんです．大乗仏教は,

「我々は大きい乗り物に乗っているぞ」と,「おめえら

なんか小せえ乗り物にしか乗ってない」と,こういう

言い方なので,一応正式には使わない．上座部系仏教

という言い方が今は普通なんですが,そっち系と大乗

系でまた使う教典も違えば,考え方も大幅に違う．ど

れが仏教なんですかと言われると,はっきり言うと,

よくわかりませんという感じです． 

 ただ,言えることは,日本に伝わってきたのは大乗

仏教であり,それが非常によく日本では定着した．こ

の際,小乗という言葉使いますが,では小乗系の仏教

と大乗系の仏教は何が違っているのかというと,小乗

系の仏教というのは,悟りを開くためには出家して,

お寺に入って修行しなきゃだめということです．大乗

系はそれを否定したといいますか,むしろこの社会の

中で苦悩している人間たちのほうが本当のことを知

っているという考え方．だから,お寺に入って修行す

るのもいいけれども,お寺に入って修行するというの

は,この世界の苦悩から逃げてしまうというですね．

むしろ,ここで苦闘する,そういう人間たちこそが悟

りが開けるという,そっちの立場をとった．なので,出

家を別に否定はしていませんが,出家しなければいけ
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ないという発想は持たない．だから,大乗仏教は 1 つ

の大乗仏教運動として,民衆仏教運動として起こった

ということでもあったといえます． 

 もう 1つ言えることは,もとからの仏教は,空という

考え方が軸になっている．つまり,「私というのは,実

は本体は空である」ということです．だから,私の意識

が捉えている私だけが私であって,その意識を外して

しまった本当の私といいますか,奥にある私って,そ

れは結局,捉えることができないという,捉えられな

いから空だといっているわけです．私の現象だけが捉

えられるという,そういう立場です．人間の本質は空

であるという立場,そういう視点から見れば,社会も 1

つの空．だから,社会の現象は幾らでも捉えられるけ

れども,社会の本当の奥にあるものは何なのかという

と,捉えることが不可能ということになります． 

だから,小乗系の仏教は,真理は存在するという立

場をとったのに対して,大乗系の仏教は真理もまた空

という立場をとる．つまり,真理なんてことは人間に

は捉えられないという．釈迦が悟ったというのは,真

理は捉えられないということを悟ったんだと．真理だ

なんて捉えてない．だから,釈迦が一生懸命,真理を語

った教典というのはあるのですが,例えば法華経なん

かはその 1つですが, あれなんかでもちゃんと釈迦が

言っているのは,真理なんか説明できないんだと．だ

けど,ただそう言って突っぱねていたのでは皆さんお

困りでしょうから,一生懸命,説明できるとこまでや

ってみますと．これはあくまで方便であって真理では

ありませんよと,できるとこまで言ってみただけと．

本当の真理はその先ですよ,みたいなことを言って,

だけど,言えるところまで言ってみるという人もどこ

かにいなければいけないからということなのです．だ

から,大乗系だとそういう立場になっていくのです． 

 華厳経というお経があります．あれなんかも読んで

いるとおもしろいなと思う．それは,華厳経って,華厳

の仏の中心は盧舎那仏なので,大仏様です．盧舎那仏

は何にも教えてくれないんですよね．だから,奈良の

大仏さんをお参りに行って頼み事なんかしても絶対

だめです,そんなことを聞いてくれる仏ではないわけ

ですよね．あれは宇宙の真理をあらわしているだけな

ので,何も語らない,何もしてくれない,ただ,宇宙の

真理を,姿をあらわせばこれですと言っているだけな

んですね． 

だから,華厳経というのは盧舎那仏の教えを伝えて

いるお経ですが,盧舎那仏は座っているだけで何も言

わないわけですね．その真理を自覚した人が釈迦とし

て登場する．釈迦も何も言わないんですね．それで,釈

迦は時々みんなに教えようとして,この辺から光を出

したりする,やるんですが,言葉は一切語らない．だか

ら,釈迦が出した光みたいなのを見て,わかる人はわ

かるんでしょうけれども,とにかく何も教えない．釈

迦が出てくるたけといいますか．盧舎那仏に至っては,

光も出さない．その結果,普賢菩薩がスピーカー役を

引き受けて,普賢が釈迦に成りかわって一生懸命説明

をしようとする．普賢はまだ如来になっていない菩薩

なので,まだ説明をしたりするようなところにいると

いいますか．つまり,まだ最終的な真理に到達してな

いということで,そこまで説明するみたいな話になる

んですね．だから,すごくおもしろいお経なんですね． 

 では,華厳なんかの教えなんかで,何で真理は語れ

ないとしているのかというと,実は真理は関係だから

なんですね．つまり,真理は固有の実態ではなくて,全

て関係の中にある．だから,盧舎那仏は,人間も含めた

全宇宙的関係の,その関係のありようをあらわしてい

るだけなんです．関係に実態はないという捉え方なわ

けです． 

だから,家族の関係もそうで,関係は実態を持たな

い．だけど,その関係があることによって,いろんな現

象が出てくる．その結果として,幸せな家族ができた

りするわけですが,それはあくまで現象であって,そ

の現象をつくっているのは全て関係というものであ

り,関係は目に見えないという．その関係を全ての人

たちが持っていて,だから,盧舎那仏的関係の世界を

あらゆる人間たちは持っている,奥のほうで．実は宇

宙ともつながりながら私たちは生きているという．だ

から,全世界とつながり,全自然とつながり,そして,

全ての人間ともつながりながら実は私たちは生きて

いて,ただし,それは見えない世界,ただ見えない関係

が展開しているだけだと．そこから発生してくる,も

っと個別の関係みたいなものがあって,そういう上に

現象の世界があるだけだという．だから,物事の本質
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ないという発想は持たない．だから,大乗仏教は 1 つ

の大乗仏教運動として,民衆仏教運動として起こった

ということでもあったといえます． 

 もう 1つ言えることは,もとからの仏教は,空という

考え方が軸になっている．つまり,「私というのは,実

は本体は空である」ということです．だから,私の意識

が捉えている私だけが私であって,その意識を外して

しまった本当の私といいますか,奥にある私って,そ

れは結局,捉えることができないという,捉えられな

いから空だといっているわけです．私の現象だけが捉

えられるという,そういう立場です．人間の本質は空

であるという立場,そういう視点から見れば,社会も 1

つの空．だから,社会の現象は幾らでも捉えられるけ

れども,社会の本当の奥にあるものは何なのかという

と,捉えることが不可能ということになります． 

だから,小乗系の仏教は,真理は存在するという立

場をとったのに対して,大乗系の仏教は真理もまた空

という立場をとる．つまり,真理なんてことは人間に

は捉えられないという．釈迦が悟ったというのは,真

理は捉えられないということを悟ったんだと．真理だ

なんて捉えてない．だから,釈迦が一生懸命,真理を語

った教典というのはあるのですが,例えば法華経なん

かはその 1つですが, あれなんかでもちゃんと釈迦が

言っているのは,真理なんか説明できないんだと．だ

けど,ただそう言って突っぱねていたのでは皆さんお

困りでしょうから,一生懸命,説明できるとこまでや

ってみますと．これはあくまで方便であって真理では

ありませんよと,できるとこまで言ってみただけと．

本当の真理はその先ですよ,みたいなことを言って,

だけど,言えるところまで言ってみるという人もどこ

かにいなければいけないからということなのです．だ

から,大乗系だとそういう立場になっていくのです． 

 華厳経というお経があります．あれなんかも読んで

いるとおもしろいなと思う．それは,華厳経って,華厳

の仏の中心は盧舎那仏なので,大仏様です．盧舎那仏

は何にも教えてくれないんですよね．だから,奈良の

大仏さんをお参りに行って頼み事なんかしても絶対

だめです,そんなことを聞いてくれる仏ではないわけ

ですよね．あれは宇宙の真理をあらわしているだけな

ので,何も語らない,何もしてくれない,ただ,宇宙の

真理を,姿をあらわせばこれですと言っているだけな

んですね． 

だから,華厳経というのは盧舎那仏の教えを伝えて

いるお経ですが,盧舎那仏は座っているだけで何も言

わないわけですね．その真理を自覚した人が釈迦とし

て登場する．釈迦も何も言わないんですね．それで,釈

迦は時々みんなに教えようとして,この辺から光を出

したりする,やるんですが,言葉は一切語らない．だか

ら,釈迦が出した光みたいなのを見て,わかる人はわ

かるんでしょうけれども,とにかく何も教えない．釈

迦が出てくるたけといいますか．盧舎那仏に至っては,

光も出さない．その結果,普賢菩薩がスピーカー役を

引き受けて,普賢が釈迦に成りかわって一生懸命説明

をしようとする．普賢はまだ如来になっていない菩薩

なので,まだ説明をしたりするようなところにいると

いいますか．つまり,まだ最終的な真理に到達してな

いということで,そこまで説明するみたいな話になる

んですね．だから,すごくおもしろいお経なんですね． 

 では,華厳なんかの教えなんかで,何で真理は語れ

ないとしているのかというと,実は真理は関係だから

なんですね．つまり,真理は固有の実態ではなくて,全

て関係の中にある．だから,盧舎那仏は,人間も含めた

全宇宙的関係の,その関係のありようをあらわしてい

るだけなんです．関係に実態はないという捉え方なわ

けです． 

だから,家族の関係もそうで,関係は実態を持たな

い．だけど,その関係があることによって,いろんな現

象が出てくる．その結果として,幸せな家族ができた

りするわけですが,それはあくまで現象であって,そ

の現象をつくっているのは全て関係というものであ

り,関係は目に見えないという．その関係を全ての人

たちが持っていて,だから,盧舎那仏的関係の世界を

あらゆる人間たちは持っている,奥のほうで．実は宇

宙ともつながりながら私たちは生きているという．だ

から,全世界とつながり,全自然とつながり,そして,

全ての人間ともつながりながら実は私たちは生きて

いて,ただし,それは見えない世界,ただ見えない関係

が展開しているだけだと．そこから発生してくる,も

っと個別の関係みたいなものがあって,そういう上に

現象の世界があるだけだという．だから,物事の本質
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は全て関係の中にあるという捉え方をしていったの

が大乗仏教の世界なのです． 

 そうすると,仏教がいいか悪いかという話よりも,

やっぱり考え方としてはヨーロッパの思想よりも魅

力的だなということが出てくる．だから今,こちらを

研究する人が多くなってきた．つまり,向こうだった

ら,もとは全て固有の実態だという話になっていて,

だけど,仏教系の考えでいえば,もとは全て関係だと

いう話になっていく．だから,ちょっと言いにくいん

ですが,例えば人権というものを大事にしましょうと

いう話と人権という捉え方は間違いですという言い

方,僕らは矛盾する 2 つのことを同時に言っている感

じがする．つまり,あれは,人間には固有の人権という

権利があるという捉え方をすると,そんなものはあり

ませんということにもなる．そうではなくて,人権と

いうのは,人権が守れるような関係の中にある．だか

ら,どういう関係をつくっていったら,人間たちが侮

辱されたりすることなく,ちゃんと尊厳が守っていけ

るのかということなのであって,初めから人間には人

権という権利がありますという捉え方は間違いです

というふうに僕らは思っている．だから,むしろ,それ

を関係論としてやり直さなきゃいけないと思うので

す． 

 ただ,現実の問題としては,人権無視というのは明

らかに発生しています．世界的に見ればもう本当にひ

どいものです．ですから,それに対してやっぱり人権

で立ち向かわざるを得ない．現実の問題としては,そ

ういう人権侵害のようなことが起きれば,人権を守ら

なければだめじゃないですかという対応をしていく．

ただ,やっぱり根本的な問題としては人権ではないん

ですよね．人間も自然も,その価値が損傷されること

のないような関係的社会をどうつくるか,そっちのほ

うが本当の課題なんです．ただ,現実に起きるさまざ

まな不正がありますので,そこでは人権で向かわざる

を得ない．だから,矛盾したことを同時に一緒にやっ

ているという感じです． 

 今の時代って,そういう視点がどうしても大事にな

ります．例えば今,非正規雇用の方なんかが多くて,格

差社会ができている．やっぱりこれに対しては,人を

雇う以上はちゃんとした雇い方をしなさいと言わな

くてはならない．鳥取大学はわかりませんが,大学も

学生さんの就職問題になると,非正規雇用ではなく企

業は責任持って雇ってください．大学ほど非正規雇用

だらけの職場はなくて,非正規雇用の先生がたくさん

いるはずですし,職員さんも相当いるはずなので,ち

ょっと鳥取大学の具体的数字は知りませんけれども,

今そういう感じです．こういうことに対しては,「余り

にもひどい雇い方をしてはだめですよ」ということを,

やっぱり言い続けないといけない． 

 だけど,今の課題はそこまでで終わりではなくて,

正規雇用ならいいのかという問題が同時にある．今の

企業なんかですと,正規雇用をされても,クビにした

ければすぐに使い捨てでクビにしますし,ブラック企

業のような企業もたくさんあるし,それでいて仕事は

実につまらないし,社会をよくしているどころか悪く

しているような企業がいっぱいあります．そうすると,

そんなところでずっとポジション取りだけやってい

て本当にいいんですかという,そっちの問いもやっぱ

りやっていかなければいけない．明らかにこれだけ非

正規雇用を増やしているのは社会的不正というふう

に言ってもいいです．ですから,それに対しては「ちゃ

んと雇いましょうね」ということを言い続けなければ

いけない．だけど片方では「ちゃんと雇われたら問題

が全て解決するんですか」という,もっと大きい問題

があって,そっち側も言っていかなきゃいけない． 

 やっぱり今,矛盾したことを同時に言う勇気が絶対

必要です．だから,1 つの真理だけを語るのは,むしろ

現実に対応できなくしてしまうか,あるいは根本的な

ものに対する対応力を失ってしまう．むしろ現象的世

界で起きていることに対して対応していくことと,も

うちょっと深く根本的な問題を考えいく対応,それは

矛盾しても構わない．そういう時代に来て,やっぱり

関係の問題という根本的な問題に突き当たってくる．

だから,仕事をするにしても,どういう関係の中で仕

事をしていくのかとか,その仕事はどういう人々とか,

どういう自然とか,どういう世界とか,そこにどうい

う関係を及ぼしていくのかとか,そういうことを考え

ながらやっていかなければいけないということにも

なっていく．だから,やっぱり根本にあるものは関係

だというふうに言ってよい． 

 今,僕,仏教という言葉を使いましたが,仏教って,

伝播していった地域地域で結構それぞれまた変わっ

ていくという性格があります．今,私たち,例えば仏教

と聞いて一番身近なものはやっぱりお葬式とか法事

とか,それでお坊さんに来てもらってお経をあげても

らうことですね．だけど,あんなものは仏教原理には

全くない,少なくともインドで発生した仏教原理には

死者供養をするという話はない．ですから,日本の真

面目なお坊さんは結構悩むんですね．幾ら仏教を勉強

しても,お葬式をやりなさいという話はどこにもない

わけです．ましてや一周忌でまたお経を上げるという

ことは全然ない．それなのに,日本ではあれがメイン
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になっている．ですから,これでいいんですかと,真面

目な人ほど悩む． 

 ところが,実際にお葬式を挙げたり,法事をしたり

して供養をしていくというのは,仏教以前からあった

日本の土着信仰の発想なんですね．こちらのほうは昔

から持っていた．そこに仏教が入ってくると,土着信

仰と仏教が融合して,それで,いつの間にか仏教がそ

れをやるようになってきたということなんです．だけ

ど,僕は仏教というのはそれでいいと思っていて,な

ぜなら,仏教というのは原理主義ではなくて,その地

域の生きる人たちの中でつくりかえられていくとい

う一面を持っている．だから,根本的に変わらない部

分もあるけれども,変化していくものもたくさん持っ

ている．そうすると,日本の社会では日本的仏教にな

っていって構わないでしょうということなんですね． 

 では,日本的といったときに,日本の伝統的な社会

観ってどういうものだったのかというと,まず 1つは,

社会のメンバーに自然が含まれるというのが日本の

伝統的な社会観といいますか．これは,フランスなん

かに行くと,とてもいい農村があるのですが,やっぱ

りこのあたりは日本とは違うなと思う．向こうの社会

の構成メンバーというのは生きている人間だけなん

ですね．だから,実は自治というやり方が,原理的には

向こうは簡単なんですね．生きている人間だけが構成

メンバーですから,生きている人間たちでよく議論を

して,自分たちのルールを決めて実行すればいい．実

際には,これをやろうとしたら大変なんですが,だけ

ど,原理的には簡単といいますか． 

 それに対して,日本の自治は面倒くさいんですよね．

なぜかというと,社会の構成メンバーに自然がありま

すから,自然の意見を入れなきゃいけないわけです．

それからもう 1つは,人間のほうも,生きている人間だ

けではなくて亡くなった人たちもこの社会の構成メ

ンバーという社会観を持っていた．だから,自然と生

者と死者の社会が日本の伝統的な社会観なんですね． 

 そうすると,自治をする場合に,生きている人間の

都合だけで自治をやってはだめなので,亡くなった人

の意見も入れていかなきゃいけないし,自然の意見も

入れていかなきゃいけない．しかし,会議をやっても,

自然とか死者が来て意見を言ってくれるというわけ

にもいかないので,そうすると,結局,生きている人間

たちが絶えず死者の意見を代弁するとか自然の意見

を代弁するという,そういうことが必要になってくる

わけです． 

だけど,人間にその能力があるかということになっ

てくると,そこで一番重要になってくるのが祭りを含

む年中行事で,絶えず祭りをやったり,いろんな行事

をやったりしながら,死者を呼んだり,自然の神様を

おろしてきたり,そういうことを繰り返しながら,生

きている人間だけで開き直ってはだめなんだよねと

いうことを繰り返し繰り返し自覚する．だから,祭り

とか年中行事というのは,僕は日本の自治の仕組みと

考えてもいいぐらいだと思っていて,イベントではあ

りません． 

 だから,今でもそうですが,地域が過疎化してだめ

になってきた集落とか,日本を探せばそこらじゅうに

あります．そういう集落に行くと,ああ,この集落はま

だ大丈夫だなという集落と,ちょっとここは危なくな

ってきたなというのがある．では,どこでそれを判断

するかというと,祭りが維持できているかどうかとい

うのが大きい．やっぱり祭りが維持できているという

ことです．年中行事も昔のように一年中の年中行事を

やっている地域は大分減ってしまった．だけど,まだ

その中心にあった祭りだけは維持できているという

と,まだ過疎化しても,この地域はもう一度盛り返す

可能性を残しているというふうに判断する．放ってお

けば盛り返すわけではないですが,適切に対応してい

くことができれば,まだ可能性は持っていると．もう

年をとっちゃったし,祭りも何年か前からやめちゃっ

たみたいな,そういう地域になると,これは今の人た

ちが亡くなったときはもう危ないなという感じが出

てくる．年中行事や祭りを通しながら自分たちの生き

る世界を絶えず再確認していくのが日本の自治の仕

組みの中に含まれているということです．だから,こ

れが重要になってくるということです．そういう意味

では,ヨーロッパの自治って簡単だなといつも思って

いて． 

もっと言うと,例えば自然と人間の関係でも,自然

が人間を支え,しかし,人間は自然を支えているとい

う．だから,どっちが始まりかではないわけですね．だ

から,自然と人間が円環の関係になっている．それは,

円環ということは始まりも終わりもないということ

で,絶えず自然は人間を支えているし,人間は逆に自

然を支えているんだという,この関係で社会を捉えて

いる． 

 そうすると,死者と生きている人間の関係もそうで,

日本では亡くなった人たちが私たちを守っていると

いう考え方が伝統的にはある．そうすると,死者たち

が私たちを守り,私たちが死者たちを守っているとい

う関係になって,ここにも円環の関係である．どっち

が始まりだというような直線的な関係がないという

ことですね．だから,この社会というのは,この円の中
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になっている．ですから,これでいいんですかと,真面

目な人ほど悩む． 

 ところが,実際にお葬式を挙げたり,法事をしたり

して供養をしていくというのは,仏教以前からあった

日本の土着信仰の発想なんですね．こちらのほうは昔

から持っていた．そこに仏教が入ってくると,土着信

仰と仏教が融合して,それで,いつの間にか仏教がそ

れをやるようになってきたということなんです．だけ

ど,僕は仏教というのはそれでいいと思っていて,な

ぜなら,仏教というのは原理主義ではなくて,その地

域の生きる人たちの中でつくりかえられていくとい

う一面を持っている．だから,根本的に変わらない部

分もあるけれども,変化していくものもたくさん持っ

ている．そうすると,日本の社会では日本的仏教にな

っていって構わないでしょうということなんですね． 

 では,日本的といったときに,日本の伝統的な社会

観ってどういうものだったのかというと,まず 1つは,

社会のメンバーに自然が含まれるというのが日本の

伝統的な社会観といいますか．これは,フランスなん

かに行くと,とてもいい農村があるのですが,やっぱ

りこのあたりは日本とは違うなと思う．向こうの社会

の構成メンバーというのは生きている人間だけなん

ですね．だから,実は自治というやり方が,原理的には

向こうは簡単なんですね．生きている人間だけが構成

メンバーですから,生きている人間たちでよく議論を

して,自分たちのルールを決めて実行すればいい．実

際には,これをやろうとしたら大変なんですが,だけ

ど,原理的には簡単といいますか． 

 それに対して,日本の自治は面倒くさいんですよね．

なぜかというと,社会の構成メンバーに自然がありま

すから,自然の意見を入れなきゃいけないわけです．

それからもう 1つは,人間のほうも,生きている人間だ

けではなくて亡くなった人たちもこの社会の構成メ

ンバーという社会観を持っていた．だから,自然と生

者と死者の社会が日本の伝統的な社会観なんですね． 

 そうすると,自治をする場合に,生きている人間の

都合だけで自治をやってはだめなので,亡くなった人

の意見も入れていかなきゃいけないし,自然の意見も

入れていかなきゃいけない．しかし,会議をやっても,

自然とか死者が来て意見を言ってくれるというわけ

にもいかないので,そうすると,結局,生きている人間

たちが絶えず死者の意見を代弁するとか自然の意見

を代弁するという,そういうことが必要になってくる

わけです． 

だけど,人間にその能力があるかということになっ

てくると,そこで一番重要になってくるのが祭りを含

む年中行事で,絶えず祭りをやったり,いろんな行事

をやったりしながら,死者を呼んだり,自然の神様を

おろしてきたり,そういうことを繰り返しながら,生

きている人間だけで開き直ってはだめなんだよねと

いうことを繰り返し繰り返し自覚する．だから,祭り

とか年中行事というのは,僕は日本の自治の仕組みと

考えてもいいぐらいだと思っていて,イベントではあ

りません． 

 だから,今でもそうですが,地域が過疎化してだめ

になってきた集落とか,日本を探せばそこらじゅうに

あります．そういう集落に行くと,ああ,この集落はま

だ大丈夫だなという集落と,ちょっとここは危なくな

ってきたなというのがある．では,どこでそれを判断

するかというと,祭りが維持できているかどうかとい

うのが大きい．やっぱり祭りが維持できているという

ことです．年中行事も昔のように一年中の年中行事を

やっている地域は大分減ってしまった．だけど,まだ

その中心にあった祭りだけは維持できているという

と,まだ過疎化しても,この地域はもう一度盛り返す

可能性を残しているというふうに判断する．放ってお

けば盛り返すわけではないですが,適切に対応してい

くことができれば,まだ可能性は持っていると．もう

年をとっちゃったし,祭りも何年か前からやめちゃっ

たみたいな,そういう地域になると,これは今の人た

ちが亡くなったときはもう危ないなという感じが出

てくる．年中行事や祭りを通しながら自分たちの生き

る世界を絶えず再確認していくのが日本の自治の仕

組みの中に含まれているということです．だから,こ

れが重要になってくるということです．そういう意味

では,ヨーロッパの自治って簡単だなといつも思って

いて． 

もっと言うと,例えば自然と人間の関係でも,自然

が人間を支え,しかし,人間は自然を支えているとい

う．だから,どっちが始まりかではないわけですね．だ

から,自然と人間が円環の関係になっている．それは,

円環ということは始まりも終わりもないということ

で,絶えず自然は人間を支えているし,人間は逆に自

然を支えているんだという,この関係で社会を捉えて

いる． 

 そうすると,死者と生きている人間の関係もそうで,

日本では亡くなった人たちが私たちを守っていると

いう考え方が伝統的にはある．そうすると,死者たち

が私たちを守り,私たちが死者たちを守っているとい

う関係になって,ここにも円環の関係である．どっち

が始まりだというような直線的な関係がないという

ことですね．だから,この社会というのは,この円の中

地域学研究会 第 9回大会 地域課題と知のクロス 「私」と「地域学」 

に溶け込むように成立しているという発想になって

いくわけです．だから,この社会は,どこかに始まりが

あったり,どこかに終わりがあったりするわけではな

くて,絶えずいろんなものが支え合いながら,1 つの円

をつくる．結果がまた原因となり,原因が結果となっ

ていくような円の関係です． 

 このあたりの考え方は,仏教以前からのインドの考

え方にもあったんですが,インドの昔の論の立て方は

厄介なんです．例えば男と女というのは存在するかと

か,そういう議論を昔のインドは大好きなんですね．

そうすると,男がいるためには女性がいなければいけ

ないと,女性がいるからあいつは男だという話になる

という．今度は,女性がいるためには男性がいなけれ

ばいけない．男性がいないと,あれは女性だというこ

ともないということです．ということは,男性は原因

であり結果であると．つまり,男性がいるという原因

をつくっているから女性が発生しているという,この

場合,女性は結果なわけですね．ところが,女性がいる

というのが原因になって,男性がいるという結果を生

んでいると．ということは,男性も女性も原因であり

結果である．その原因であり結果であるというのが同

時に発生するということは,論理的に成立しない．よ

って,この世の中には男も女も存在しないという,昔

のインドの論理学はそういう方向に来たりしている．

厄介な論法を立てるなという感じですが,言われてみ

ると,ううんなんて思ったりしますけれども． 

 ところが,日本の場合はそれとはちょっと違うので

す．絶えず私たちは原因をつくり,結果をつくるとい

う,そういう中で,1 つの円的な動きの中で,融合しな

がら溶け合うように私たちの生きる世界をつくって

いる．そういう発想が日本の社会の中にはあった．だ

から,私という個人もまた,その円的な動きの中で,時

に原因となり,時に結果となりながら,永遠の循環を

している．こういうものとして,自分もその円環的風

土の中の一員として捉えるし,社会もそういう中にあ

るものとして捉えていくのが日本の伝統的社会観で

す．そこと日本の仏教は融合しますから,日本の場合,

天台宗なんか円教という言い方をしますが,円の教え

という．神社なんかでもよく円がありますよね,輪を

つくったりする,あれはとても重要な意味をつくるん

です．全てが円の中に一体化していくという,そうい

うものを社会観として捉えながら,そこに自分たちの

生きる世界を見ていたというのが日本の伝統的なも

のだった． 

 今,私たち,そういったものからも,もう一遍ヒント

をもらい直さないといけなくなっている．まさに直線

的に,ここが原因,ここが結果みたいな生き方をして,

それで,結果のところでは GDP をふやそうとか大阪万

博だとかやっている．そういうことに突っ走ってきた

わけですが,何か間違ったなという時代に入ってきた

と．そうすると,やはりもう一度,伝統的な物の考え方

に一遍戻って,そこからヒントをもらいながらいくと

いいますか,今は多分そういう時代です． 

 うちの村でも,さっき言ったように,ペレットをつ

くったり発電したり,全部村営でやっていますので,

そうすると,視察に来る方も結構たくさんいて,「山奥

なのに新しいことをいっぱいやっているんですね」な

んて,結構言われるんです．確かに新しいことをやっ

ているんですが,実は僕らは新しいことをやっている

のではなくて,伝統回帰ですと言っていて,どういう

ことかというと,昔はみんな地域エネルギーで暮らし

ていたでしょうと．山奥ですから,地域エネルギーの

柱はまきで,あとは一部,水車が使われていた．だから,

あの時代に戻ろうとしているだけなんだと．ただ,今,

もちろんまきでやれる人はまきでやっていってもい

いですが,一遍ペレットにすると物すごく使いやすく

なるし,エネルギー効率もいい．ですから,買ってくる

のではなくて,村の中で使えない木をペレット化して,

地域社会で回す．これは昔,まきで回していた形,それ

をちょっと新しい形に変えただけなんです．もし将来

的に小水力をやれるとしたら,これは水車の時代に戻

るだけなんです．昔は粉ひきでやっていたけれども,

今はそれを使って発電するんです．ただ,形が水車と

ちょっと違うけれども,やり方は新しい．だけど,考え

方は伝統に回帰しているというのです．それが僕らの

村の地域づくりであるといいますか．だから,今から

は,いろんなところでそういうことをやりながら,自

分たちの生きる世界を見つけ直すというか,それが必

要なときに来ているんだというふうに思っています． 
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Ⅲ.パネル発表  
司会/鈴木 慎一郎 これよりパネル発表を行います．

ここから先のパネル発表の進行につきましては，地域

学研究会副会長の家中茂教授が担当いたします．

 それでは，よろしくお願いいたします．

家中 茂 皆さん，こんにちは．これから，今日の大

会の第2部に当たります，パネル発表及び総括セッシ
ョンを行います．

 今日の午前中の冒頭でも，中原先生のほうから趣旨

説明がございましたけれど，午後に入りましたので，

改めてこの第２部のほう，パネル発表及び総括セッシ

ョンの趣旨について御説明したいと思います．

 この地域学研究大会というのは，地域学部に1年生
の必修授業「地域学入門」というのがあって，それか

ら3年生の必修授業に「地域学総説」というのがありま
す．地域学部というのは，鳥取大学で全国で初めてで

きたと言われているんですが，では，地域学とは何だ

ろうということをずっと考えてまいりまして，それは

学生と教員と一緒につくっていくものであるという

ことと，もう一つは，地域学という言葉をつけなくて

も，もう地域学にふさわしい地域での活動というのは，

全国至るところにふつふつと起きている．その地域学

的な活動から学んで，この地域学をつくっていこう，

そういう授業をしてきました．

 今回の，今年度の3年生の地域学総説のテーマは，既
に御紹介のように「私と地域学」ですが，また，地域

学部が改組したということもありまして，これまでの

地域学の蓄積，歩みを改めて振り返ってみようという

ことで，「地域学のフィロソフィー」というタイトルで，

地域学総説の前半部分をやってきました．

 実は，今日講演してくださった内山節さんも，その

「地域学のフィロソフィー」で講義をお願いしようと

思ったのですが，立教大学のほうの授業が重なってと

いうことで，これは残念，では，どうしよう，ぜひ授

業と大会を結びつけるということで，今回の今日の大

会の基調講演をお願いしました．

 そういうことですので，「私と地域学」ということを，

フィロソフィーというのですか，ものの考え方として，

今年の前期の授業で進めてきたのですが，そのとき，

とても大切なことは，どうやって地域にコミットメン

トするのか，自分たちが考えてきたことを，地域の中

でどうやって現実にあらわれるのだろう，そういうこ

とがとても大切だねと．特に，私たちもそうですが，

学生にとっては生活の場で，あるいは卒業して仕事を

するなかで，やっぱり地域学というものを生きていっ

てほしいということを，この企画を立てるなかで考え

てまいりました．

 そうはいっても，あんまり大上段に考えるのではな

くて，自分たちの身の回りの「地域の身近な小さな変

化」というものに気をつけてみよう．例えば，いつも

散歩しているこの道が，何かとても気持ちがいいな．

ごみが落ちてないし，あるいは水をまいたような様子

がある，あるいは，ほうきで清めたような雰囲気があ

るとか．でも，そういう身近な小さな変化の後ろには

きっと人の営みがあるはずだ．その地域の中での，ま

さしく今日の内山さんのお話にあったような，何かし

ら自分たちの場をつくっていこう．そこには，そうい

う小さな身近な変化を起こしたつながりがきっとあ

るはずだということに気づきまして，では，そういう

ことを人間形成コース，国際地域文化コース，地域創

造コースの各教員から，そういうことだったら，私は

こんな人を知っているよ，こんなことをやってみたい

ね，やっている人がいるよというのをそれぞれ紹介し

てもらって，それで，この午後の部をつくりました．

 そういうわけで，どういうお話が聞けるかというの

を，私もとても楽しみにしております．これから3人の，
あるいは3グループの御報告がありますが，それぞれ
の御紹介は，この方がいるよ，こういうお話を聞きた

いよというふうに提案してくださった先生に紹介し

ていただいて，そのお話を30分ずつ聞きます．
 それから，休憩をおいて，提案をした教員と，それ

から話してくさった方々に壇上に上がってもらって，

フロアの皆さんと一緒に，今日のテーマをめぐって，

気がついたこと，感じたことをシェアしていきたい．

これも一つの地域学，地域学部という場を通じての関

係づくりだと思っていますので，どうぞよろしくお願

いします．では，畑先生，お願いします．

畑 千鶴乃 改めまして，鳥取大学地域学部の畑千鶴

乃と申します．今から御登壇いただきますパネリスト

の藤田先生を御紹介させていただきたいと思います．

 藤田先生は2017年3月に本学を御退官されまして，
それにあわせて御自宅をリノベーションされて，鳥取

で一番小さな保育園を立ち上げられました．その名も

「ゆりかご保育園」，そのゆりかご保育園のネーミン

グについても，藤田先生からまたお話があろうかと思

います．

 今，家中先生から御紹介がありましたように，この

たびの地域学研究会大会は，こうなったらいいなとい

うような人々の願いや思いが地域の中で形になって

いく，あるいは地域の中に身近で小さな変化を見詰め

る，それがもしかすると大きな変革につながっていく

かもしれない，そんな営みをフロアの皆様と語り合い

たいと思って企画されたものです．

 今からお話しいただきます藤田先生のゆりかご保
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Ⅲ.パネル発表  
司会/鈴木 慎一郎 これよりパネル発表を行います．

ここから先のパネル発表の進行につきましては，地域

学研究会副会長の家中茂教授が担当いたします．

 それでは，よろしくお願いいたします．

家中 茂 皆さん，こんにちは．これから，今日の大

会の第2部に当たります，パネル発表及び総括セッシ
ョンを行います．

 今日の午前中の冒頭でも，中原先生のほうから趣旨

説明がございましたけれど，午後に入りましたので，

改めてこの第２部のほう，パネル発表及び総括セッシ

ョンの趣旨について御説明したいと思います．

 この地域学研究大会というのは，地域学部に1年生
の必修授業「地域学入門」というのがあって，それか

ら3年生の必修授業に「地域学総説」というのがありま
す．地域学部というのは，鳥取大学で全国で初めてで

きたと言われているんですが，では，地域学とは何だ

ろうということをずっと考えてまいりまして，それは

学生と教員と一緒につくっていくものであるという

ことと，もう一つは，地域学という言葉をつけなくて

も，もう地域学にふさわしい地域での活動というのは，

全国至るところにふつふつと起きている．その地域学

的な活動から学んで，この地域学をつくっていこう，

そういう授業をしてきました．

 今回の，今年度の3年生の地域学総説のテーマは，既
に御紹介のように「私と地域学」ですが，また，地域

学部が改組したということもありまして，これまでの

地域学の蓄積，歩みを改めて振り返ってみようという

ことで，「地域学のフィロソフィー」というタイトルで，

地域学総説の前半部分をやってきました．

 実は，今日講演してくださった内山節さんも，その

「地域学のフィロソフィー」で講義をお願いしようと

思ったのですが，立教大学のほうの授業が重なってと

いうことで，これは残念，では，どうしよう，ぜひ授

業と大会を結びつけるということで，今回の今日の大

会の基調講演をお願いしました．

 そういうことですので，「私と地域学」ということを，

フィロソフィーというのですか，ものの考え方として，

今年の前期の授業で進めてきたのですが，そのとき，

とても大切なことは，どうやって地域にコミットメン

トするのか，自分たちが考えてきたことを，地域の中

でどうやって現実にあらわれるのだろう，そういうこ

とがとても大切だねと．特に，私たちもそうですが，

学生にとっては生活の場で，あるいは卒業して仕事を

するなかで，やっぱり地域学というものを生きていっ

てほしいということを，この企画を立てるなかで考え

てまいりました．

 そうはいっても，あんまり大上段に考えるのではな

くて，自分たちの身の回りの「地域の身近な小さな変

化」というものに気をつけてみよう．例えば，いつも

散歩しているこの道が，何かとても気持ちがいいな．

ごみが落ちてないし，あるいは水をまいたような様子

がある，あるいは，ほうきで清めたような雰囲気があ

るとか．でも，そういう身近な小さな変化の後ろには

きっと人の営みがあるはずだ．その地域の中での，ま

さしく今日の内山さんのお話にあったような，何かし

ら自分たちの場をつくっていこう．そこには，そうい

う小さな身近な変化を起こしたつながりがきっとあ

るはずだということに気づきまして，では，そういう

ことを人間形成コース，国際地域文化コース，地域創

造コースの各教員から，そういうことだったら，私は

こんな人を知っているよ，こんなことをやってみたい

ね，やっている人がいるよというのをそれぞれ紹介し

てもらって，それで，この午後の部をつくりました．

 そういうわけで，どういうお話が聞けるかというの

を，私もとても楽しみにしております．これから3人の，
あるいは3グループの御報告がありますが，それぞれ
の御紹介は，この方がいるよ，こういうお話を聞きた

いよというふうに提案してくださった先生に紹介し

ていただいて，そのお話を30分ずつ聞きます．
 それから，休憩をおいて，提案をした教員と，それ

から話してくさった方々に壇上に上がってもらって，

フロアの皆さんと一緒に，今日のテーマをめぐって，

気がついたこと，感じたことをシェアしていきたい．

これも一つの地域学，地域学部という場を通じての関

係づくりだと思っていますので，どうぞよろしくお願

いします．では，畑先生，お願いします．

畑 千鶴乃 改めまして，鳥取大学地域学部の畑千鶴

乃と申します．今から御登壇いただきますパネリスト

の藤田先生を御紹介させていただきたいと思います．

 藤田先生は2017年3月に本学を御退官されまして，
それにあわせて御自宅をリノベーションされて，鳥取

で一番小さな保育園を立ち上げられました．その名も

「ゆりかご保育園」，そのゆりかご保育園のネーミン

グについても，藤田先生からまたお話があろうかと思

います．

 今，家中先生から御紹介がありましたように，この

たびの地域学研究会大会は，こうなったらいいなとい

うような人々の願いや思いが地域の中で形になって

いく，あるいは地域の中に身近で小さな変化を見詰め

る，それがもしかすると大きな変革につながっていく

かもしれない，そんな営みをフロアの皆様と語り合い

たいと思って企画されたものです．

 今からお話しいただきます藤田先生のゆりかご保
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育園の立ち上げは，まさに地域に根差した身近な，で

すが，地域における確かな変化だと思っております．

そんな御実践から私たちは何を学ぶべきか，皆さんと

一緒に考えていきたいと思っております．

 それでは，拍手をもって藤田先生をお迎えしたいと

思います．藤田先生，どうぞよろしくお願いいたしま

す．

 

 

発表Ⅰ「小さくてもキラリと光る保育園をめ

ざして」 

藤田 安一（「ゆりかご保育園」園長） 

1.なぜ保育園をつくったのか 

 僕の定年退職を契機に，妻や娘とともに自宅を活用

して保育園をつくることにした． 

もっとも，この構想はかなり以前から，妻と娘の間

で話し合われていたものだ．後で聞いたことだが，若

い頃に保育士をしていた妻と，子どもが好きで保育士

になりたいという娘が，「この家で保育園が始められ

たらいいね」と夢のような話をしていたという．当時

は家庭で保育園がつくれるとは思っていなかったか

らだ． 

 しかし，インターネットで調べていくと，2015 年の

「子ども，子育て支援新制度」によって待機児童対策

として地域型保育が新設された．そのなかに「家庭的

保育」の設置が制度化されているのがわかった．託児

所やベビーシッターではなく，市町村の許認可のもと

自宅で保育園が開設できる．そこで，妻と娘が市役所

に行って開園にむけて相談することになった． 

 最初は市の担当者も，この制度についての理解が浅

かったので，「保育士資格を持っているのであれば，ど

こかの保育園に勤めたらいかがですか」と言われたそ

うだ．このような答えが返ってくるのももっともで，

家庭的保育の開設が本県では，まだ１例もない．した

がって，お互いに，そもそもこの制度の学習から始め

ざるをえなかった． 

僕が妻と娘の仲に入って，保育園をつくるように具

体的に動きだしたのは定年退職した 2016 年の 4 月以

降のことである． 

それまでも，僕が担当した中国の留学生が，結婚し

て子どもが生まれても預ける保育園がないので困っ

ているとの相談を受けたことがあった．保育園を落と

されてしまったのだ．なるほど，はるばる本国から，

しばらくの間はお母さんに来てもらえるが，期間が短

いので，その後の子育てに困っているという話だった．

それに，僕の現在住んでいる鳥取大学にある鳥取市湖

山町は，若い人に人気の地域で保育園が足なく待機児

童も多いと聞かされていた． 

こうした経験もあって，本格的に自宅を開放して保

育園をつくることにした． 

2. いよいよ開園にむけて 

 そこで，市の担当者に家庭的保育園をつくる意思を

伝え，開園にむけて設置基準をクリアーするための準

備にとりかかった． 

幸い，僕の家は事情があって 2世帯が住めるように

13年前に新築したものだ．当時は，今は亡きパーキン

ソン病をわずらっていた母が同居できるようにとバ

リヤフリーにした．庭にはスロープも付け，車椅子の

ままで室内に入ることができる．室内もフラットで，

２階へ登る階段以外はどこも段差がない． 

 このような家の造りが，保育園にとって好都合にな

ろうとは，当時思いもしなかった．2 世帯住宅のため

に，工夫によっては１世帯分まるまる空けることがで

きる．そこで，僕たちの住居スペースは家半分に移り，

残りの半分の一階を全て保育のためのスペースとし

た．そこにあったトイレと手洗い場も子ども用に改築

した．僕のささやかな退職金も，このために役だった

というわけだ．タイミングが良かった． 

自宅を改築したといっても，もともとトイレや手洗

い場であったところなので，子供用に器具を取り替え

たにすぎない．費用も安価で工事期間も短くて済んだ． 

 幸運なことは，もう一つある．僕の家から，たった

10 メートル先に大きな公園があることだ．そこには，

さまざまな木々が生い茂り，四季折々の草花が咲く．

さらに，この公園の傍には芝生をはりつめた広いグラ

ウンドもある．遊具も設置されている．子どもを育て

る自然環境に恵まれている． 

 だが，困ったことも多くあった．まず，山のように

申請書類を揃えなければならない．行政から示された

提出書類のリストにしたがって，新しくつくる保育園
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の保育計画書，運営規程，就業規則，経理規定，勤務

表，給与規定，緊急時の対応マニュアル……などを作

成する．これは娘が作ってくれた．老夫婦だけではと

うていできるものではない． 

他方で，市役所，銀行，税務署，水道局，消防局な

どへ出かけ，家屋の登記簿の写しや家計状況，預金残

高や納税状況を証明する書類などを取り寄せた．こう

して東奔西走し，やっと開園の許可審査の日時までに

準備することができた． 

子どもの離乳食を作ってもらうため，調理師さんも

雇った．保育に必要なベビーベットやベビーカー，遊

具，絵本，哺乳瓶なども揃えた．そして，市の書類審

査や現場検査もクリアーして，今年 2017 年 2 月に無

事開園することができた． 

家庭的保育は，規定によって 3 歳未満児が対象で定

員は 5人までと決まっている．現在，その定員の 5人

（0歳児 1 人，1歳児 2人，2歳児 2人）を預かってい

る．名前は「ゆりかご保育園」とした．あの「ゆりか

ごの唄」にちなんで，小じんまりとして暖かい雰囲気

の保育園であるということを名前でイメージしたか

ったからだ． 

5人の子どものなかには，留学生や鳥取大学の教員，

教育学部時代に僕が教えた学生の子どもがいる．偶然

とはいえ，退職しても鳥取大学とは何かと関係が続い

ている 

 時々，開園の話を聞かれた方から，「家族で仕事がで

きてうらやましいです」と言いわれることがある．確

かに，一日の仕事を終えると，ひとしきり子どもたち

の話になり，家族どうし笑いが絶えない．しかし，仕

事の最中では，こうはいかない． 

僕は一応「園長」になっているが，管理者であり保

育の補助者にすぎない．保育の現場では，保育の専門

家であり経験者である妻と娘にアゴでこき使われる．

妻には，これまで苦労をかけたので，その罪ほろぼし

として我慢しているが，娘にまでそうされるのだから，

たまったものではない．父親の尊厳は今や風前の灯で

ある． 

なんと，一日が長く感じたことか．大学に勤めてい

た頃は，あっという間に時間が過ぎた．しかし，保育

園を始めてから１年も経っていないのに 10 年も時が

流れたかのように感じる．毎日が僕にとって新しいこ

とばかりだったからだ．歳をとるにつれて時間の感覚

は早まるというが，僕の場合，ちょうどそれとは逆に

なった．試行錯誤の長い毎日が当分は続くだろう． 

ともあれ，「小さくてもキラリと光る保育園」をめざ

して，新しい保育園はスタートした．それから１年が

経とうとしている．他の保育園ではみられない「家庭

的保育」だからこそできるものはなにか．実践をつう

じて，少しずつわかってきた．最後にそれをまとめて

おこう． 

 

3.小さな保育園だからこそできること－ゆりかご保

育園の特徴 

(1)子どもが安心する生活環境づくり 

小さいからこそできること．家庭的保育では，まず

何よりも，乳幼児が安心して生活する環境が与えられ

というメリットが大きいことだ．これは，ゆりかご保

育園を運営する時に最も気をつけていることである． 

一般の保育園に入ると，いきなり何十人もの子ども

と生活することになる．いままでの両親との落ち着い

た生活が一変する．それに戸惑って登園できなくなる

子どもが少なくない． 

それに対して，ゆりかご保育園では，子どもが少な

いので，急激な生活環境の変化は避けられる．また，

子ども 5人を家族 4人で保育するので，行き届いた保

育ができ，子どもにとっていつも決まった人が相手を

してくれるという安心感がある． 

しかし，一般の保育園では保育士が過重労働・低賃

金が原因で途中で辞め，人の入れ替わりが激しい．し

かも最近では，非正規保育士が増え，短時間でシフト

を組みながら勤務する形態が普通になっている．そう

すれば，ますます子どもにとって親しみのない保育士

が相手となり，落ち着いた状態を享受できないことに

なる． 

ちなみに，以上の保育士の多忙化と非正規保育士の

増加は，保護者にとっても大きな問題となっている． 

それは，一日のわが子の状態を聞ける人がいないと

いうことにつながる．保育士 1 人当たりの子どもが多

いことに加えて，一日を通してその子の状態を保護者

に告げる保育士がいないし，どの保育士にそれを聞い

たらいいかにもわからない．急がしそうにしている保

育士に，つい声をかけづらいと不満をいう親も少なく

ない． 

その点，ゆりかご保育園では，保護者と十分な対話

をするようにしている．保護者とのコミュニケーショ

ンの方法は，「お便り帳」でも行うが，それでは不十分

だ．紙面の都合で書ききれないことがある．直接言わ

ないと真意が伝わらないこともある． 

なによりも，その子が昨日までできなかったことが，

今日突然できたことなどは，ありのまま生き生きと保

護者に伝えたいと思う．それには，保護者とゆっくり

対話する時間が必要だ． 
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の保育計画書，運営規程，就業規則，経理規定，勤務

表，給与規定，緊急時の対応マニュアル……などを作

成する．これは娘が作ってくれた．老夫婦だけではと

うていできるものではない． 

他方で，市役所，銀行，税務署，水道局，消防局な

どへ出かけ，家屋の登記簿の写しや家計状況，預金残

高や納税状況を証明する書類などを取り寄せた．こう

して東奔西走し，やっと開園の許可審査の日時までに

準備することができた． 

子どもの離乳食を作ってもらうため，調理師さんも

雇った．保育に必要なベビーベットやベビーカー，遊

具，絵本，哺乳瓶なども揃えた．そして，市の書類審

査や現場検査もクリアーして，今年 2017 年 2 月に無

事開園することができた． 

家庭的保育は，規定によって 3 歳未満児が対象で定

員は 5人までと決まっている．現在，その定員の 5人

（0歳児 1 人，1歳児 2人，2歳児 2人）を預かってい

る．名前は「ゆりかご保育園」とした．あの「ゆりか

ごの唄」にちなんで，小じんまりとして暖かい雰囲気

の保育園であるということを名前でイメージしたか

ったからだ． 

5 人の子どものなかには，留学生や鳥取大学の教員，

教育学部時代に僕が教えた学生の子どもがいる．偶然

とはいえ，退職しても鳥取大学とは何かと関係が続い

ている 

 時々，開園の話を聞かれた方から，「家族で仕事がで

きてうらやましいです」と言いわれることがある．確

かに，一日の仕事を終えると，ひとしきり子どもたち

の話になり，家族どうし笑いが絶えない．しかし，仕

事の最中では，こうはいかない． 

僕は一応「園長」になっているが，管理者であり保

育の補助者にすぎない．保育の現場では，保育の専門

家であり経験者である妻と娘にアゴでこき使われる．

妻には，これまで苦労をかけたので，その罪ほろぼし

として我慢しているが，娘にまでそうされるのだから，

たまったものではない．父親の尊厳は今や風前の灯で

ある． 

なんと，一日が長く感じたことか．大学に勤めてい

た頃は，あっという間に時間が過ぎた．しかし，保育

園を始めてから１年も経っていないのに 10 年も時が

流れたかのように感じる．毎日が僕にとって新しいこ

とばかりだったからだ．歳をとるにつれて時間の感覚

は早まるというが，僕の場合，ちょうどそれとは逆に

なった．試行錯誤の長い毎日が当分は続くだろう． 

ともあれ，「小さくてもキラリと光る保育園」をめざ

して，新しい保育園はスタートした．それから１年が

経とうとしている．他の保育園ではみられない「家庭

的保育」だからこそできるものはなにか．実践をつう

じて，少しずつわかってきた．最後にそれをまとめて

おこう． 

 

3.小さな保育園だからこそできること－ゆりかご保

育園の特徴 

(1)子どもが安心する生活環境づくり 

小さいからこそできること．家庭的保育では，まず

何よりも，乳幼児が安心して生活する環境が与えられ

というメリットが大きいことだ．これは，ゆりかご保

育園を運営する時に最も気をつけていることである． 

一般の保育園に入ると，いきなり何十人もの子ども

と生活することになる．いままでの両親との落ち着い

た生活が一変する．それに戸惑って登園できなくなる

子どもが少なくない． 

それに対して，ゆりかご保育園では，子どもが少な

いので，急激な生活環境の変化は避けられる．また，

子ども 5人を家族 4人で保育するので，行き届いた保

育ができ，子どもにとっていつも決まった人が相手を

してくれるという安心感がある． 

しかし，一般の保育園では保育士が過重労働・低賃

金が原因で途中で辞め，人の入れ替わりが激しい．し

かも最近では，非正規保育士が増え，短時間でシフト

を組みながら勤務する形態が普通になっている．そう

すれば，ますます子どもにとって親しみのない保育士

が相手となり，落ち着いた状態を享受できないことに

なる． 

ちなみに，以上の保育士の多忙化と非正規保育士の

増加は，保護者にとっても大きな問題となっている． 

それは，一日のわが子の状態を聞ける人がいないと

いうことにつながる．保育士 1 人当たりの子どもが多

いことに加えて，一日を通してその子の状態を保護者

に告げる保育士がいないし，どの保育士にそれを聞い

たらいいかにもわからない．急がしそうにしている保

育士に，つい声をかけづらいと不満をいう親も少なく

ない． 

その点，ゆりかご保育園では，保護者と十分な対話

をするようにしている．保護者とのコミュニケーショ

ンの方法は，「お便り帳」でも行うが，それでは不十分

だ．紙面の都合で書ききれないことがある．直接言わ

ないと真意が伝わらないこともある． 

なによりも，その子が昨日までできなかったことが，

今日突然できたことなどは，ありのまま生き生きと保

護者に伝えたいと思う．それには，保護者とゆっくり

対話する時間が必要だ． 
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(2)子どもの状況に応じた保育づくり 

ゆりかご保育園では，園の都合で，日課を子どもた

ちに強いることはしない．その子の状況に応じた保育

をするように心がけている． 

登園してからの子どもたちの様子はさまざまだ．絵

を描く子，積み木やブロックを積み上げる子，絵本を

読む子,それぞれに熱中している．だから，この間は，

なるべく他のことに注意を向けさせるようなことは

しない． 

子どもがしたい時にしたいことをすることが，その

子の達成感を育み，好奇心を育てることになるからだ． 

食事時であっても例外ではない．絵を描くことに熱

中しているのに，それを中断させて食事をさせること

はしない．その子の遊びが一段落する頃を見計らって

食卓につける． 

散歩に行く時もそうだ．その子が家の中でやりたい

ことがあるのに，外へは無理に連れ出さない．行きた

くなってから，保育士がその子と外に出て，みんなと

合流して遊ばせるようにしている． 

また，ゆりかご保育園では，保育園に置いてある絵

本の貸し出しもおこなっている． 

僕の娘が保育園にかよっていた頃を振り返って，次

のように言った． 

「それまで保育園で読んでいた絵本を，お母さんが

迎えに来たために読めなくなったことが悔しかった」 

この言葉を聞いて，ゆりかご保育園では絵本の貸し

出しをしようと思った． 

保育園には，たくさんの絵本があり，登園した子ど

もたちは自分たちの関心に応じて読んでいる．夕方に

なり，保護者が迎えに来ても，夢中になって読み続け

る子がいる． 

確かに，迎えはうれしいのだが，読みたい欲求も抑

えられない．このままでは，読むことを中断して帰ら

なければならない．そこで，その子は読んでいた絵本

を自宅にもって帰るとゴネて泣いてしまう． 

せっかく，保育園で楽しく過ごしたのに，終わりが

けにこうなっては残念だ．そこで考えたのが，絵本の

貸し出しだ．希望すれば，貸してあげる．これも子ど

もが少ないからできる．多い保育園では，こうはいか

ない． 

また，ゆりかご保育園では，子どもが自宅で使って

いたものを保育園にもってきても良いことにしてい

る． 

多いのが，ぬいぐるみや絵本，車のミニチュアなど，

その子が赤ちゃんの時から使っていたものや，現在と

ても気に入っているものだ．保育園に行くために，そ

れを自宅に置いていかなければならない不安な子ど

もの気持ちはよくわかる． 

したがって，その不安な気持ちを和らげる処置．一

種の精神安定剤だ．これは，家庭の延長として，また

家庭の雰囲気を大切にする家庭的保育にとって大切

なことで，ゆりかご保育園のきわだった特徴といえる． 

なるほど，家にあったものを保育園にもってくれば，

それをめぐって他の子どもと取り合いになり，けんか

に発展するかもしれない．また，それを保育園で失く

せば園の責任となるだろう．なにかとトラブルの元だ． 

小さい保育園でも，そのリスクは免れられないが，

今のところ，僕の保育園ではこうしたことは起こって

いないので，これからも続けていきたいと思っている． 

 

(3)その他の特色ある保育 

ゆりかご保育園では，人数が少ないので，あえて子

どもたちをまとめることに気をつかう必要はない．た

とえば，散歩の時や食事の際にも，そうであることは

前述したとおりだ．大きな保育園であれば，誕生会で

は通常その月に誕生を迎える子どもたちを一緒にし

て，月の初めに会を設けてお祝いをする．しかし，ゆ

りかご保育園では，その子の誕生日に合わせて誕生会

が開けるというメリットがある． 

また，うちの園では，0 歳児から 2 歳児までが同じ

空間で保育を受けている．他の保育園のように，歳毎

にクラス分けはしていない．いや，園児はたった 5 人

なので，そもそもクラス分けなどできないのだ．その

ために，日常的に歳を越えた子どもたちの交流がある． 

家庭では一人っ子が多い．ゆりかご保育園では園児

5 人のうち，兄弟姉妹がいない子が 3 人もいる．だか

ら赤ちゃんが珍しいのであろう，ミルクを飲ませてい

ると，ほ乳瓶をもって自分が赤ちゃんにやろうとした

り，「いない，いない，ばー」をしてあやそうとする．
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一般の保育園では決して見られない光景である． 

 

4.地域のなかの「ゆりかご保育園」 

 さらに，ゆりかご保育園が地域に果たす役割につい

て触れておきたい．微力ながら，地域における待機児

童解消に役立っていることは間違いあるまい．また，

少子・高齢化している地域において，保育園の存在と

子どもたちの姿が，ほほえましく地域に映っていれば

幸いである． 

しかし，全国的には最近それと反対に，地域住民か

ら保育園建設反対の声が起きる場合もある．なるほで，

簡素な住宅街で大きな保育園がつくられれば，住民に

とって迷惑となることもあろう．しかし，ゆりかご保

育園は園児 5人であり，子どもの多い家庭と変わらな

い． 

子どもを連れて散歩する私たちを見ると，寄ってき

て「バイバイ」と声をかけ，笑顔ですれ違う人が多い．

なかには，子どもたちと握手し，頭をなでていく高齢

者もいる．ほほえましい光景だ． 

時々，近所の小学生が僕の保育園に遊びに来る．小

学 1年と 6年の兄弟だ．平日でも学校から帰ってきて，

まだ園児が残っていると保護者が迎えに来るまでの

間，子どもたちと遊んでくれる．夏休み期間中には，

彼らは度々保育園に来て，子どもたちと一緒に絵を描

いたり，ボール投げをしたり，おもちゃで遊んだりと，

お兄さんぶりを発揮していた． 

「家庭的保育」とは聞きなれない名前であり，しか

も，鳥取県初の家庭的保育園であるためマスコミが報

道したこともあって，ゆりかご保育園に視察に来られ

る団体や個人も少なくない． 

つい最近，近くの高校の先生から，高校生をつれて

ゆりかご保育園を見学したいとの申し入れがあった．

当日，高校 1 年の 4人の女子学生と先生１人，計 5人 

の訪問を受けた．保育室など案内しながら，一通り説

明したあとで，テーブルを囲んで歓談した． 

その席で，僕がこの高校生に感心したのは，彼女た

ちが事前に家庭的保育制度について調べて正確な知

識をもっていたことだ．さらに，家庭的保育を調査す

る目的と意義をはっきりさせていたことには驚かさ

れた． 

彼女たちの調査の目的は，待機児童解消のために地

域の空き家を活用できないかというもの．そのために

は，家庭的保育制度を利用することが良い．そして，

保育の担い手として高齢者をあてる．高齢者は保育の

経験もあり，高齢者自身の生きがいにもつながる．こ

うして，空き家を利用して家庭的保育を広めることは，

待機児童解消，空き家活用，高齢者の生きがいとなり，

まさに一石三鳥だ． 

この高校生のアイデアに対して，まずは自分たちで

よく考えたことに敬意を表した．そのうえで，空き家

は古いものが多いので，子どもたちの安全を確保する

ためにかなりしっかりした改築を必要とすることと，

高齢者が保育に携わる場合においては，経験があるか

らといってそれに頼らず，最近の新しい保育の知識と

技術を身につける必要がある，とのコメントを高校生

に返しておいた． 

その後，彼女たちとのフリートークとなった．保育

園を選んで訪問に来るだけあって，いずれも現在の社

会保障に関心をもっていた．将来は，保育士や看護士

になりたいとのことであった．それだけに，真摯な態

度で保育園を訪問してくれたこと，そして彼女たちに

何らかの役に立てたことを嬉しく思った． 

 

5.「ゆりかご保育園」の理念について 

 以上，ゆりかご保育園がスタートして，これまでの

短い間で実践し，そのなかで形成してきたゆりかご保

育園の特徴について述べた．最後に，これらの特徴を

根拠づけているゆりかご保育園の保育理念について

触れておきたい． 

現在，待機児童対策が声高に叫ばれている．これま

でわが国が子ども・子育てを軽視してきた政策のつけ

が集中して現れている現象だ．ようやく最近になって

本気モードになってきた感がある． 

しかし，その基本は規制緩和による既存の保育園へ

の定員増による詰め込み保育や，もっぱら営利を追求

しがちな株式会社による保育園の増加にある．これら

によって，近年，待機児童の減少がみられるが，子ど

もたちは一層劣悪な環境に置かれるとともに，保育士

の労働条件は一層悪化し，低賃金と待遇改善にはつな
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一般の保育園では決して見られない光景である． 

 

4.地域のなかの「ゆりかご保育園」 

 さらに，ゆりかご保育園が地域に果たす役割につい

て触れておきたい．微力ながら，地域における待機児

童解消に役立っていることは間違いあるまい．また，

少子・高齢化している地域において，保育園の存在と

子どもたちの姿が，ほほえましく地域に映っていれば

幸いである． 

しかし，全国的には最近それと反対に，地域住民か

ら保育園建設反対の声が起きる場合もある．なるほで，

簡素な住宅街で大きな保育園がつくられれば，住民に

とって迷惑となることもあろう．しかし，ゆりかご保

育園は園児 5人であり，子どもの多い家庭と変わらな

い． 

子どもを連れて散歩する私たちを見ると，寄ってき

て「バイバイ」と声をかけ，笑顔ですれ違う人が多い．

なかには，子どもたちと握手し，頭をなでていく高齢

者もいる．ほほえましい光景だ． 

時々，近所の小学生が僕の保育園に遊びに来る．小

学 1年と 6年の兄弟だ．平日でも学校から帰ってきて，

まだ園児が残っていると保護者が迎えに来るまでの

間，子どもたちと遊んでくれる．夏休み期間中には，

彼らは度々保育園に来て，子どもたちと一緒に絵を描

いたり，ボール投げをしたり，おもちゃで遊んだりと，

お兄さんぶりを発揮していた． 

「家庭的保育」とは聞きなれない名前であり，しか

も，鳥取県初の家庭的保育園であるためマスコミが報

道したこともあって，ゆりかご保育園に視察に来られ

る団体や個人も少なくない． 

つい最近，近くの高校の先生から，高校生をつれて

ゆりかご保育園を見学したいとの申し入れがあった．

当日，高校 1 年の 4人の女子学生と先生１人，計 5人 

の訪問を受けた．保育室など案内しながら，一通り説

明したあとで，テーブルを囲んで歓談した． 

その席で，僕がこの高校生に感心したのは，彼女た

ちが事前に家庭的保育制度について調べて正確な知

識をもっていたことだ．さらに，家庭的保育を調査す

る目的と意義をはっきりさせていたことには驚かさ

れた． 

彼女たちの調査の目的は，待機児童解消のために地

域の空き家を活用できないかというもの．そのために

は，家庭的保育制度を利用することが良い．そして，

保育の担い手として高齢者をあてる．高齢者は保育の

経験もあり，高齢者自身の生きがいにもつながる．こ

うして，空き家を利用して家庭的保育を広めることは，

待機児童解消，空き家活用，高齢者の生きがいとなり，

まさに一石三鳥だ． 

この高校生のアイデアに対して，まずは自分たちで

よく考えたことに敬意を表した．そのうえで，空き家

は古いものが多いので，子どもたちの安全を確保する

ためにかなりしっかりした改築を必要とすることと，

高齢者が保育に携わる場合においては，経験があるか

らといってそれに頼らず，最近の新しい保育の知識と

技術を身につける必要がある，とのコメントを高校生

に返しておいた． 

その後，彼女たちとのフリートークとなった．保育

園を選んで訪問に来るだけあって，いずれも現在の社

会保障に関心をもっていた．将来は，保育士や看護士

になりたいとのことであった．それだけに，真摯な態

度で保育園を訪問してくれたこと，そして彼女たちに

何らかの役に立てたことを嬉しく思った． 

 

5.「ゆりかご保育園」の理念について 

 以上，ゆりかご保育園がスタートして，これまでの

短い間で実践し，そのなかで形成してきたゆりかご保

育園の特徴について述べた．最後に，これらの特徴を

根拠づけているゆりかご保育園の保育理念について

触れておきたい． 

現在，待機児童対策が声高に叫ばれている．これま

でわが国が子ども・子育てを軽視してきた政策のつけ

が集中して現れている現象だ．ようやく最近になって

本気モードになってきた感がある． 

しかし，その基本は規制緩和による既存の保育園へ

の定員増による詰め込み保育や，もっぱら営利を追求

しがちな株式会社による保育園の増加にある．これら

によって，近年，待機児童の減少がみられるが，子ど

もたちは一層劣悪な環境に置かれるとともに，保育士

の労働条件は一層悪化し，低賃金と待遇改善にはつな
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がっていない．それが現在，保育の質の低下が心配さ

れる大きな原因となっている． 

こうしたわが国の保育の現状を改善して，子どもが

良好な保育を受ける権利をいかに保障するかが真剣

に問われなければならない．保育環境が悪いために乳

幼児が毎日強いストレスにさらされると，頭の前頭前

野部分が萎縮し，生涯にわたって人格形成に悪影響を

与えるといわれている．それが正しいとすれば，「三つ

子の魂百まで」という諺は，決して大げさとはいえな

い． 

子どもたちのこの重要な時期に，保育者として負っ

ている責任を今一度自覚し，ゆりかご保育園を「小さ

くてもきらりと光る保育園」として，その存在意義が

発揮し続けられるよう大切に育ててゆきたい． 

畑 ありがとうございました．では，時間の関係でお

一方ぐらい，質疑応答の時間として少し持たせていた

だこうと思いますが，いかがでしょうか．この後，討

議の時間がありますので，確認の意味で何かこの段階

でこの点について説明をしてほしいですとか，ござい

ませんでしょうか．

会場発言 民政児童委員をさせてもらっています．お

世話になります．5人のお子さんに対して，専門家の方
が何人いらっしゃるかとか，4人の見られる方をつけ
るとか何かそういう法的というか，行政からの指示と

かそういうことがあったら，もし後でもいいですが教

えてください．

藤田 配置基準といいまして，保育士が見られる子供

の数は３名，この形であると3名です．保育士が2名い
ない場合には，子育て支援員というのをつければ2名
追加することができるということで，うちの場合には

妻が保育士であると．そして，娘がその保育士を取る

ために今勉強しているのですが，子育て支援員になっ

ています．これはちゃんと研修を受けて，そして実習

もやってという，私も実はそれをしてきました．その

研修を受けたときにびっくりしたのですが，塩野谷先

生，そして畑先生が講師をされたと．私以上に先生方

がびっくりされたと，なぜ私がそこに研修に来ている

のかと．退職したものだから暇なのだろうというふう

に思われたかもしれませんが，私はもう真剣そのもの．

この研修員にならないと保育園を開くことができな

いということで，そういう意味で基準は満たしている

ということです．

会場発言 1名の専門家の方に対して，お子さん2名と
いう感じですか．

藤田 3名ですね．あとの2名は研修員，支援員という
ことです．

会場発言 研修員さんは1人の子供さん．
藤田 2人です．だから，補助者という形になるんです
ね．保育士に対して，保育士の補助ということで，支

援員という資格を取れば2名見ることができます．だ
から，うちの場合には支援員は3名いるんです．そして
保育士が1人．もう1人の娘は手伝ってくれていますの
で，下の子と上の子とですよね．それも支援員を取り

ましたので．というふうに十分満たしているというふ

うに思ってください．

会場発言 調理師さんというのは，何ていうんですか．

藤田 パートでお願いをしました．10時に来てもらっ
て，そして午後1時まで．その間に食事をつくってもら
ったり，デザートをつくってもらったり，3時のおやつ
をつくってもらうと．

会場発言 それも調理師さんでないとだめなんです

か．

藤田 いや，そうではありません．そうではありませ

んが，うちの場合には家族は忙しくしておりますので，

調理師さんをお願いするということでお願いをしま

した．募集をして来ていただきました．

会場発言 ありがとうございます．はい，わかりまし

た．

畑 ありがとうございました．それでは，次のパネリ

ストの方にバトンパスしたいと思います．川井田先生，

よろしくお願いいたします．

 

 

発表Ⅱ「今時代が求めているもの 

─発掘と利活用─」 

福井 恒美（（株）鳥プロ・CEO,リアルマック・代表,IJU

大学・代表） 

川井田 祥子 では，二人目のパネリストを御紹介し

ます．倉吉から来ていただいた福井恒美さんです．福

井さんは，株式会社鳥プロの経営だけでなく，リアル

マックという非営利活動団体の代表もされており，さ
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まざまな地域貢献活動を展開しておられます．もとも

と倉吉のご出身で，大学卒業後に東京でお仕事をされ

ていたのですが，Ｕターンして倉吉に戻られて，今は

いろいろなつながりをつくろうという実践をされて

いる方です．それでは福井さん，よろしくお願いしま

す．

福井 皆さん，こんにちは．リアルマックの福井恒美

といいます．今日お話しするためのスライドを早めに

用意したんですが，ちょっと失敗したかもしれません．

タイトルは「時代が求めているもの～発掘と利活用～」

となっていまして，地域学の話をします．地域学，つ

まり忘れ去られていることや大切なことを発掘して

再利用したり，アクションを起こしていこうという，

そういうものが今の時代に求められているのではな

いかと思って，僕なりの言葉でこれからお話をさせて

いただきます．

 まず，僕のプロフィールです．スライドに「IJU交流
デザイナー」と書いてありまして，この「IJU」は「移
住」と読みます．皆さん，山崎亮さんという方をご存

じですか．コミュニティデザイナーの山崎亮さん．何

回かお会いしたことがあって，彼から「福井さんも何

か名前を考えたほうがいいですよ」と言われたんです

ね．それで「次に会うときまでに名前を考えておきま

す」と言ったのが5～6年前です．僕は7～8年前から，
鳥取県へ移住されてくる方の応援やサポートをずっ

とやってきました．移住にはＩターンやＪターン，Ｕ

ターンがありますね．そういういろんな形で鳥取県へ

来られる移住者の交流会を始めたし，それをデザイン

しているので，「IJU交流デザイナー」としました．次
に山崎さんと会ったとき，「亮さん，つくったよ．IJU
交流デザイナーにしたよ」と言うと，「うまいねえ」と

いって褒めてもらいましたが，何ももらってません．

皆さんも何か自分の志や思いなど何かあったらペン

ネームというか，自分なりの肩書を何かつくってみる

のもおもしろいですよ．

 今，僕は61歳です．皆さんのお父さんやお母さんよ
りちょっと先輩になるのかな．僕は倉吉市出身で，今

から12年前に東京から倉吉へＵターンしてきました．
家内はＩターンです．だから，Ｉターンの気持ちが僕

にはわからないけれども，家内の方がいっぱい悩みが

あったので，それで交流会を始めようかなと思ったん

ですね．東京で何をやっていたかというと，商社勤務

です．毎日1時間半ぐらいかけて通勤していました．朝
７時20分にうちを出て，帰ると11時半ぐらいの毎日で
した．土日もほとんど仕事でしたね．だから，駅のホ

ームで流れる「白線の内側までお下がりください」っ

ていうのを毎日聞いていました．乗り換えのたびに渋

谷で聞いて，新宿で聞いて，また次の駅でも聞いて．

それも行き帰りに聞くわけです．毎日聞いていると慣

れてしまって何とも思わないんだけれども，20年ぐら
い経って子どもが大学を卒業して就職した頃に，ふっ

と思ったんです．「毎日こんなことをやってていいの

かな」というよりも疲れちゃったんですね．気がつい

たときには，疲れていました．僕は長男で，両親も結

構いい年になっていたので，もう帰ろうかなと思って

49歳のときＵターンしました．帰ると，テレビで芸人
の中川家が出るたびに思い出しますね．「白線の内側

までお下がりください」をもう聞かなくていいんだと．

 ところで，僕の本業は花屋さんです．花屋をやりな

がら農業が好きなので農業もやっています．それが本

業ですけれども，他に活動として地域のコミュニティ

をつくったり再生したりしています．地域振興という

とちょっとオーバーですが，イノベーション，新しい

革新的なことについて勉強しながら実践もしていま

す．

 いろいろな活動をやっているので具体的に紹介し

ます．まず，IJUカフェ．移住してきた人たちが集まっ
てつながっていくカフェ，そういう場を鳥取県内各地

で設けています．西部の日野，日南町，東部は智頭町

など，さまざまな場所で何十カ所もずっとやっていま

す．カフェというのは人々が気楽に集まれる場所のこ

とで，喫茶店のように固定した場所ではなく，イベン

トとしてやっているのが IJUカフェです．この活動を
続けることで，シナジー効果が生まれてくるんです．

参加者の中には結婚した人もいます．離婚した人もい

ますが．まあ，つながって離れる，広がっていくとい

う意味でね，子どもも生まれていますから人口増加に

貢献していますよ．

 次に紹介するのは，軽トラ市．移住者たちが早く地

域に溶け込めるような仕掛けが必要だなと考えて,NPO
田舎暮らしの応援団という組織を立ち上げました．何

をしたかというと，だいたい農家に1台は軽トラック
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まざまな地域貢献活動を展開しておられます．もとも

と倉吉のご出身で，大学卒業後に東京でお仕事をされ

ていたのですが，Ｕターンして倉吉に戻られて，今は

いろいろなつながりをつくろうという実践をされて

いる方です．それでは福井さん，よろしくお願いしま

す．

福井 皆さん，こんにちは．リアルマックの福井恒美

といいます．今日お話しするためのスライドを早めに

用意したんですが，ちょっと失敗したかもしれません．

タイトルは「時代が求めているもの～発掘と利活用～」

となっていまして，地域学の話をします．地域学，つ

まり忘れ去られていることや大切なことを発掘して

再利用したり，アクションを起こしていこうという，

そういうものが今の時代に求められているのではな

いかと思って，僕なりの言葉でこれからお話をさせて

いただきます．

 まず，僕のプロフィールです．スライドに「IJU交流
デザイナー」と書いてありまして，この「IJU」は「移
住」と読みます．皆さん，山崎亮さんという方をご存

じですか．コミュニティデザイナーの山崎亮さん．何

回かお会いしたことがあって，彼から「福井さんも何

か名前を考えたほうがいいですよ」と言われたんです

ね．それで「次に会うときまでに名前を考えておきま

す」と言ったのが5～6年前です．僕は7～8年前から，
鳥取県へ移住されてくる方の応援やサポートをずっ

とやってきました．移住にはＩターンやＪターン，Ｕ

ターンがありますね．そういういろんな形で鳥取県へ

来られる移住者の交流会を始めたし，それをデザイン

しているので，「IJU交流デザイナー」としました．次
に山崎さんと会ったとき，「亮さん，つくったよ．IJU
交流デザイナーにしたよ」と言うと，「うまいねえ」と

いって褒めてもらいましたが，何ももらってません．

皆さんも何か自分の志や思いなど何かあったらペン

ネームというか，自分なりの肩書を何かつくってみる

のもおもしろいですよ．

 今，僕は61歳です．皆さんのお父さんやお母さんよ
りちょっと先輩になるのかな．僕は倉吉市出身で，今

から12年前に東京から倉吉へＵターンしてきました．
家内はＩターンです．だから，Ｉターンの気持ちが僕

にはわからないけれども，家内の方がいっぱい悩みが

あったので，それで交流会を始めようかなと思ったん

ですね．東京で何をやっていたかというと，商社勤務

です．毎日1時間半ぐらいかけて通勤していました．朝
７時20分にうちを出て，帰ると11時半ぐらいの毎日で
した．土日もほとんど仕事でしたね．だから，駅のホ

ームで流れる「白線の内側までお下がりください」っ

ていうのを毎日聞いていました．乗り換えのたびに渋

谷で聞いて，新宿で聞いて，また次の駅でも聞いて．

それも行き帰りに聞くわけです．毎日聞いていると慣

れてしまって何とも思わないんだけれども，20年ぐら
い経って子どもが大学を卒業して就職した頃に，ふっ

と思ったんです．「毎日こんなことをやってていいの

かな」というよりも疲れちゃったんですね．気がつい

たときには，疲れていました．僕は長男で，両親も結

構いい年になっていたので，もう帰ろうかなと思って

49歳のときＵターンしました．帰ると，テレビで芸人
の中川家が出るたびに思い出しますね．「白線の内側

までお下がりください」をもう聞かなくていいんだと．

 ところで，僕の本業は花屋さんです．花屋をやりな

がら農業が好きなので農業もやっています．それが本

業ですけれども，他に活動として地域のコミュニティ

をつくったり再生したりしています．地域振興という

とちょっとオーバーですが，イノベーション，新しい

革新的なことについて勉強しながら実践もしていま

す．

 いろいろな活動をやっているので具体的に紹介し

ます．まず，IJUカフェ．移住してきた人たちが集まっ
てつながっていくカフェ，そういう場を鳥取県内各地

で設けています．西部の日野，日南町，東部は智頭町

など，さまざまな場所で何十カ所もずっとやっていま

す．カフェというのは人々が気楽に集まれる場所のこ

とで，喫茶店のように固定した場所ではなく，イベン

トとしてやっているのが IJUカフェです．この活動を
続けることで，シナジー効果が生まれてくるんです．

参加者の中には結婚した人もいます．離婚した人もい

ますが．まあ，つながって離れる，広がっていくとい

う意味でね，子どもも生まれていますから人口増加に

貢献していますよ．

 次に紹介するのは，軽トラ市．移住者たちが早く地

域に溶け込めるような仕掛けが必要だなと考えて,NPO
田舎暮らしの応援団という組織を立ち上げました．何

をしたかというと，だいたい農家に1台は軽トラック
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がありますから，規格外の野菜や市場や農協に持って

いって残ったものなど，それをコンテナ単位で軽トラ

ックに載せて集まってくださいと農家さん5～6軒に
声をかけて，多いときは10台ぐらい来ましたけれども，
それで軽トラック市というのをやりました．これは本

当にフェース・トゥ・フェースで，つくり手と買い手

が直接会って販売し，買っていく．そういうことを続

ける中でコミュニティが出来上がっていくので，みん

な楽しみにしていました．今は，浜根農園の浜根君が

引き継いで時々やってくれています．

 次に，リヤカー市というのもやりました．逆ではな

いかと思いますよね．技術の発展を考えると，リヤカ

ーがあって軽トラックですよね．でも僕の場合は逆な

んです．軽トラ市をやっていたら，おばあちゃんが若

い男の子と来て，「やっとんなるのは知っとったけれ

ども，私は足が悪いでよう来なんだ」と．「でも，今日

は孫が休みでおったから乗せてきてもらっただが」と

言われました．そのとき思ったんです，僕が幼い頃の

ことを．僕はおばあちゃんっ子だったんですが，おば

あちゃんは毎日のように魚屋の行商から魚を買って

いたなと．そのときは確かリヤカー，大八車じゃなく

て，長いリヤカーだったなと思い出しました．そして，

「歩くのが大変だったら僕が持っていってあげる」と

言ったんですよ．すると彼女は「道が狭いので車は通

れない」と言うので，やっぱりリヤカーしかないよね

と思って，リヤカーがないかと周囲に一生懸命呼びか

けて，やっとリヤカーが見つかったんです．でも，ボ

ロボロでタイヤはパンクしているし，サビだらけだっ

たので，なんとか修理して使えるようにしました．そ

れで毎週日曜日の9時から12時半ぐらいまで，そのお
ばあちゃんのところにだけ行くのはもったいないの

で，野菜をいっぱい積んで通る道を決めて行くように

しました．するとだんだんお客さんがついてきて，喜

んでもらったのでリヤカー市を続けていました．その

あと，もう少し後で話しますが，リヤカー市はカーゴ

マルシェという事業につながっていきます．

 次の写真はIJU大学，これは市民大学です．今は180
人ぐらいの登録があって，幽霊学生もいますけれども，

特に活発なのが農学部，これは勝手に名乗っています

が，自然栽培米を6年ぐらいつくっています．無肥料，
無農薬で，除草作業もほとんど全部人力でやっていま

す．ときどき，起業塾といってコンサルタントの先生

を呼んで真面目な勉強をしたりしています．最近は学

生同士でコラボレーションしてイベントを，ワークシ

ョップやライブなど，いろいろなことをやっています．

ちなみに，明日は学生の1人が呼びかけて，スマホでホ
ームページをつくる講座を行います．呼びかけたのは

大阪から移住してきた男性で，ITをすごく勉強してい
る人なのでそういうスキルを持っているんですね．い

ろいろな移住者がいるので，メニューもいろいろです．

 次は，先ほどのリヤカー市から発展した，くらよし

カーゴマルシェです．僕たちは2ヶ所基地があって，成
徳地区の基地を鳥の杜，明倫地区の基地を大鳥屋とい

って，両方に「鳥」をつけています．なぜこうなった

かと言うと，リヤカーは重いので女性に手伝ってと頼

んでもダメだったからです．重たくていやだとか，格

好悪いとか，雨が降ったら雨合羽に菅笠をかぶるので

「そんなのはできない」と言われました．おまけに黙

って道を通っていてもわからないから豆腐屋のラッ

パを吹きながら行くので，「チョーカッコ悪い」と言わ

れて誰もやりたがらない．自分一人で2年ぐらいやり
ましたが，続けていくために女性スタッフにもやれる

方法はないかと考えました．そしてインターネットで

調べて，荷台付きの三輪自転車を見つけました．でも，

これ，ヨーロッパにしかなかったんです．どうしよう

かと思いましたが，さらに調べると鳥取県と日本財団

さんがプロジェクトを組んでいたので，そこに支援を

依頼したら，どうぞどうぞということで2台購入する
ことができました．そして女性用のユニフォームもつ

くって，「これだったらかわいい，やりたい」と言って

くれて，僕がいなくてもできるようになりました．で

も僕も相変わらず，カーゴマルシェで回っています．

うちは花屋で花もあるのですが，野菜を仕入れると高

いので自分たちでつくったり，親がつくった野菜を安

く入れたり，それから前の軽トラック市でお世話にな

った農家さんから安く仕入れたものを積んで，高齢者

の多い通り，だいたい2キロぐらいの道のりをずっと
回っています．回っているのは高齢化率40％ぐらいの，
市街地なんだけれども空洞化が進んでいるところ．空

き家や空き店舗が増え，それから少子高齢化や核家族

化が進んでしまって，昔は活気があったけれども今は

なくなった場所です．買い物に困っているおばあちゃ

んやご家族のために回っています．
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 ちょっとここでエピソードを紹介します．僕たちが

カーゴマルシェを始めたのは2年前の9月で，2ヶ月も
たたないうちに地震がありました，10月21日に．その
日も僕たちは午前中にカーゴマルシェをやりました．

女性スタッフがやって，3日後か4日後にやる予定にし
ていたので，その女性から23日頃に電話があって「福
井さん，どうしますか」「だめだよ，余震があって危な

いからできないよ」「では，私一人でも行きます」「ど

こに？」「いつも買ってくれるおばあちゃんが独り暮

らしで心配だから行く」と言うんです．そう言われた

ら僕も「じゃあ危ないから，いつものベレー帽を脱い

でヘルメットに替えて行こう」ということで安否確認

に行きました．それで回っていると，ちょうどNHKの
「シブ5時」という番組スタッフとばったり会って，何
やってんですか，かくかくしかじかこうですと言うと，

それがきっかけになっていろんなメディア，新聞，テ

レビ，ラジオに取り上げられました．本当に「シブ5時」
様々ですね．あれがきっかけになって，一昨年も去年

もかなり紹介していただいたおかげで，この活動が広

く知られるようになりました．

 その次の年は大雪になりました．すると，おばあち

ゃんたちからいろんなお願いごとをされたので，でき

るかぎり頑張りました．まず雪かき，それから要らな

いものも片づけてと頼まれて片づけました．中にはす

ごく重たいのもあって，たとえば将棋盤ってすごく重

たいんですよ．それを2個持って帰ってくれと言われ
て，「ええっ！2個ですか？」と言いつつ，ありがたく
いただきました．すると，もう一回来てくれと言われ

て，何だろうなと思って行ったら，これですと言われ

たのが座布団10枚．笑点じゃないんだからと思いまし
たが，喜びました，うれしかったですね，使えますか

ら．そんなふうに，やれることをやっていると，リタ

ーンもちゃんとありました．モノをいただくというだ

けじゃなく，気づいたらそういう関係になっていたこ

とがうれしいですね．

 最近は，ワーキングホリデーやインターンシップを

体験したいという高校生たちが増えてきました．行政

からも体験させてあげてくださいと言われます．いろ

いろコミュニケーション能力が身についたり，地域の

課題なんかも目の当たりにできますし，いろいろ学ぶ

ものがあるわけです．つい最近ですが，環境省から電

話があって「グッドライフアワード2018」という表彰
制度の中で，環境社会イノベーション賞をいただきま

した．

 そして，環境社会イノベーションがあるのだったら，

地域社会イノベーションもあってもいいのではない

かと思ったんですね．地域社会での新しい軸というか，

革新的なことは何だろう，その前にまず地域のゴール

として求められるものは何だろうと僕なりに考えて

みると，豊かな経済と安心で安全な持続可能な地域社

会の仕組みをつくることができれば，それがゴールだ

ろうなと．なんといっても持続可能になっていかなき

ゃだめですよね．そのためにも豊かなコミュニティが

必須だろうなと思いました．そのためにチャレンジす

るべきだと思ったし，チャレンジするには地域課題や

問題がヒントになる，さらにそういうものを解決する

ためのイノベーションが必要になってきます．イノベ

ーション，革新的なことはソーシャルデザイン，ある

いはソーシャルビジネスと言っていいのかもしれま

せん．町は生きています，空き家でも再生されてリノ

ベーションされていくところもあれば，解体されて空

き地になったり駐車場になったりするところもある．

だから，数年前の観光マップみたいなものはリアルで

はないんですよね．本当のソーシャルデザインという

のは，リアルでないといけないと思います．さらに人

というのも資源だろうなと思います．移住して起業す

る人も含めてね．もちろん建物もそうだし，自然も文

化も風習も風土も全部資源だと思います．そういう資

源を見える化する，そのためには掘り起こしが必要だ

し，アンテナを立てていないと掘り起こしもできない

し見える化もできない，つまりデザインができない．

 そしてビジネスです．ビジネスとは人が喜んだり，

簡単で便利だと感じるようなもの，何かの問題を解決

することがビジネスになります．たとえば，ここを何

とかしたいなという物件があって，移住してくる人に

こういう使い方をしてもらおうと起業を促したり，雇

用が生まれたりするようなビジネスチャンスをつく

っていくことも重要です．要は，コミュニティを再生

することや新たに創り出すこと，これらが問題解決に

つながっていく．でも，空き家や空き店舗の活用とい

うのはそんなに簡単ではないです．ご先祖の仏壇があ

るし，思い出の品物があるし，息子たちが年に2回ぐら
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 ちょっとここでエピソードを紹介します．僕たちが

カーゴマルシェを始めたのは2年前の9月で，2ヶ月も
たたないうちに地震がありました，10月21日に．その
日も僕たちは午前中にカーゴマルシェをやりました．

女性スタッフがやって，3日後か4日後にやる予定にし
ていたので，その女性から23日頃に電話があって「福
井さん，どうしますか」「だめだよ，余震があって危な

いからできないよ」「では，私一人でも行きます」「ど

こに？」「いつも買ってくれるおばあちゃんが独り暮

らしで心配だから行く」と言うんです．そう言われた

ら僕も「じゃあ危ないから，いつものベレー帽を脱い

でヘルメットに替えて行こう」ということで安否確認

に行きました．それで回っていると，ちょうどNHKの
「シブ5時」という番組スタッフとばったり会って，何
やってんですか，かくかくしかじかこうですと言うと，

それがきっかけになっていろんなメディア，新聞，テ

レビ，ラジオに取り上げられました．本当に「シブ5時」
様々ですね．あれがきっかけになって，一昨年も去年

もかなり紹介していただいたおかげで，この活動が広

く知られるようになりました．

 その次の年は大雪になりました．すると，おばあち

ゃんたちからいろんなお願いごとをされたので，でき

るかぎり頑張りました．まず雪かき，それから要らな

いものも片づけてと頼まれて片づけました．中にはす

ごく重たいのもあって，たとえば将棋盤ってすごく重

たいんですよ．それを2個持って帰ってくれと言われ
て，「ええっ！2個ですか？」と言いつつ，ありがたく
いただきました．すると，もう一回来てくれと言われ

て，何だろうなと思って行ったら，これですと言われ

たのが座布団10枚．笑点じゃないんだからと思いまし
たが，喜びました，うれしかったですね，使えますか

ら．そんなふうに，やれることをやっていると，リタ

ーンもちゃんとありました．モノをいただくというだ

けじゃなく，気づいたらそういう関係になっていたこ

とがうれしいですね．

 最近は，ワーキングホリデーやインターンシップを

体験したいという高校生たちが増えてきました．行政

からも体験させてあげてくださいと言われます．いろ

いろコミュニケーション能力が身についたり，地域の

課題なんかも目の当たりにできますし，いろいろ学ぶ

ものがあるわけです．つい最近ですが，環境省から電

話があって「グッドライフアワード2018」という表彰
制度の中で，環境社会イノベーション賞をいただきま

した．

 そして，環境社会イノベーションがあるのだったら，

地域社会イノベーションもあってもいいのではない

かと思ったんですね．地域社会での新しい軸というか，

革新的なことは何だろう，その前にまず地域のゴール

として求められるものは何だろうと僕なりに考えて

みると，豊かな経済と安心で安全な持続可能な地域社

会の仕組みをつくることができれば，それがゴールだ

ろうなと．なんといっても持続可能になっていかなき

ゃだめですよね．そのためにも豊かなコミュニティが

必須だろうなと思いました．そのためにチャレンジす

るべきだと思ったし，チャレンジするには地域課題や

問題がヒントになる，さらにそういうものを解決する

ためのイノベーションが必要になってきます．イノベ

ーション，革新的なことはソーシャルデザイン，ある

いはソーシャルビジネスと言っていいのかもしれま

せん．町は生きています，空き家でも再生されてリノ

ベーションされていくところもあれば，解体されて空

き地になったり駐車場になったりするところもある．

だから，数年前の観光マップみたいなものはリアルで

はないんですよね．本当のソーシャルデザインという

のは，リアルでないといけないと思います．さらに人

というのも資源だろうなと思います．移住して起業す

る人も含めてね．もちろん建物もそうだし，自然も文

化も風習も風土も全部資源だと思います．そういう資

源を見える化する，そのためには掘り起こしが必要だ

し，アンテナを立てていないと掘り起こしもできない

し見える化もできない，つまりデザインができない．

 そしてビジネスです．ビジネスとは人が喜んだり，

簡単で便利だと感じるようなもの，何かの問題を解決

することがビジネスになります．たとえば，ここを何

とかしたいなという物件があって，移住してくる人に

こういう使い方をしてもらおうと起業を促したり，雇

用が生まれたりするようなビジネスチャンスをつく

っていくことも重要です．要は，コミュニティを再生

することや新たに創り出すこと，これらが問題解決に

つながっていく．でも，空き家や空き店舗の活用とい

うのはそんなに簡単ではないです．ご先祖の仏壇があ

るし，思い出の品物があるし，息子たちが年に2回ぐら
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い帰ってくるから嫌だとか．なんか軒下を貸すと全部

持っていかれちゃうような気がして嫌だとおっしゃ

るおばあちゃんやおじいちゃんは実際にいらっしゃ

います．でも，あきらめないで，僕たちの活動を通し

て少しずつコミュニケーションをとっていって，理解

してもらうようになれば利活用につながるチャンス

はあります．

 もう時間がないので最後です．可能性とか将来性と

かポテンシャル，こういうものがどれだけ町にあって

も1ミリも変わりません．あるだけでは変わりません，
動かないと．だから，見落とされている資源があれば

それを掘り起こして生かしてみる，まず動いてみると

いうことが大切だなと思います．

 また，30年前からまちづくりは人づくりと言ってき
ました．僕も青年会議所のときに先輩から言われまし

た．「おい，福井，まちづくりは人づくりだぞ」と，格

好いい言葉ですね．本当にそうなんです．でも，その

次に“コトづくり”をやりましょう．そのためには「他

人事から自分事へ」とよく言われます．それをもう一

歩進めて「自分事から自分たち事」にしなきゃだめで

すよね．でも“自分たち事”というのは，ここにおら

れる皆さんや僕たちの自分たち事ではないのです．こ

こに来られない人，うちに帰ったら親兄弟がいるじゃ

ないですか，そういう人たちも含めての自分たち事と

して考えられるかということだと思います．そんなこ

とを考えながら，小さなアクションでもいいから，動

けば少しは変わるかもしれませんよというのが，今の

時代に求められているものではないか．忘れていたも

のや気づいたことがあればそれを発掘して活用して

いきましょうということです．ご清聴ありがとうござ

いました．

川井田 ありがとうございました． 

 

 

 

発表Ⅲ 豊岡市「地域フィールド演習」 

新谷陽香・盛田実優（国際地域文化コース） 

飯田菜生・釡田朋夏・小林あまね（地域創造コー

ス）

竹内 潔 では，学生は準備を始めてもらって，準備

している間に私のほうから簡単に紹介したいと思い

ます．私は地域学部地域創造コースの教員であります

竹内と申します． 

 今から発表するのは地域学部の1年生になります．
何度か紹介があったとおり，地域学入門という前期の

授業において，6月20日に豊岡市長にこちらで御講演
いただきまして，それを聞いた学生，1年生は約180名
いるのですが，全員が必修の授業で，その中から現場

に行ってフィールドワークしたい学を募りました．そ

の結果，9名が集まりました．その9名のうち，ごらん
いただいた方もいるかと思いますが，4名は今回ポス
ター発表ということで別の部屋でポスターを貼って

もらいまして，残りの5名がこちらのプレゼンテーシ
ョンのほうを選びまして準備をしてくれました．こう

いった発表，こういう公の場での発表は初めての学生

がほとんどですが，頑張りますので温かく見守ってい

ただければと思います．それではマイクを渡したいと

思います．よろしくお願いします．

新谷 こんにちは．私たちは鳥取大学地域学部地域学

科国際地域文化コースの新谷陽香と盛田実優と，地域

創造コース，飯田菜生と釜田朋夏と小林あまねです．

 前期の必修科目，地域学入門において豊岡市長に講

義をしていただいた際，「Local & Global City」という
取り組みについて関心を持ちました．私たちはこの取

り組みについてより深く学びたいと考え，地域フィー

ルド演習に参加し，9月10日から12日の3日間，豊岡市
を訪問し調査を行いました．

 私たちは出石地区，永楽館，城崎国際アートセンタ

ー，三木屋，カバンストリート，豊岡市のコウノトリ

に対する取り組みについて調査を行いました．
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 では，ここからはそれぞれの調査結果について発表

していきます．

盛田 まず，出石地区を訪問し，豊岡市出石市振興局

の田口さんにお話を伺いました．豊岡市出石地区は国

の重要伝統的建造物群保存地区に指定されており，出

石城下町の歴史的な町並みが魅力的です．そのため，

観光ではなく町並みを生かす景観を重視したまちづ

くりを行っているそうです．また，出石城跡隅櫓の復

元で使用された費用2,300万円は全額地域住民の寄附
で賄われていたり，出石観光協会にはサラリーマンや

医者，建築家といった観光業には直接関係のない職業

の住民も会員として参加しているなど，出石のまちづ

くりに対する地域住民の意識の高さもうかがうこと

ができました．行政だけでなく地域住民も一体となり，

まちづくりを行っていることが非常に印象的でした．

 その後，私は個人訪問で出石に車で再訪問したので

すが，その際気になった点があります．それは駐車場

の少なさ，そして道の幅の狭さです．今や年間約100万
人が訪れる出石地区は大変にぎわいを見せています．

そのため，駐車場が混雑していて，出石に到着してか

ら速やかに車を駐車することができませんでした．ま

た，出石を出るときも町歩きをする観光客をかき分け

ながら進むため，車での観光は少し不便だと感じまし

た．ただ，先ほど述べたとおり，出石地区は景観を大

切にしている町です．車で訪れる観光客のために道幅

を広げたり，町なかに駐車場をつくってしまうと，景

観を損ねてしまう可能性があります．

 この課題に対して，地下に駐車場を設けてはどうか

と考えました．ですが，駐車場を整備するのにかかる

費用や整備する場所の確保など新たな課題が生じま

す．何を一番に優先するべきか，まちづくりの難しさ

を痛感しました．また，自家用車ではなく公共交通機

関を利用する方法も考えましたが，アクセスが余りよ

くないと感じました．しかし，私たちは調べていくう

ちに但馬地区周辺の観光地をめぐる夢但馬周遊バス

「たじまわる」を知りました．「たじまわる」を利用し，

一つの観光地コースの中の出石としても観光客を呼

び込むことは，とても効率的だと感じました．課題解

決のため，「たじまわる」のさらなる情報発信を推奨し

ます．

新谷 続いて，兵庫県の指定重要有形文化財に指定さ

れている近畿最古の芝居小屋，永楽館を訪れ，館長の

赤浦さんにお話を伺いました．かつて永楽館は歌舞伎

や寄席などが上演され大変栄えたそうです．しかし，

テレビの普及や娯楽の多様化により一度閉館されま

した．その後，町民や開業者の小幡さんの強い思いか

ら，建て直しではなく2年間かけて大改修が行われ復

活に至りました．現在，永楽館は床暖房設置などの整

備がされていますが，8割は開業当時，およそ100年前
のものなのです．また，永楽館は目先の利益を求める

だけでなく，地元に根づく誇りになるものを目指して

いると赤浦さんはおっしゃっていました．例えば，チ

ケット販売については，地元に住むお年寄りの方のた

めにインターネット販売に加えて，直接窓口販売を行

っています．さらに，地元客を優先しつつ利益を上げ

ることを考え，地域住民のみチケット料金を低額化す

ることも考えているそうです．とても地元に対する意

識が高いことがうかがえました．

 それだけでなく，永楽館は学校教育の一環として，

小学生が狂言を見学する機会を設けたり，地元の人に

よる落語の披露，依頼があればフリーマーケット，結

婚式など幅広いジャンルで貸し館をしているそうで

す．永楽館を中心に地域の人同士がつながるきっかけ

ができているのではないかと感じました．

 最後に，永楽館は公演時や貸し館日以外は舞台裏ま

で見学に入ることが可能な施設です．利益のために貸

し過ぎると，頻繁に観光客が施設内を見学できないな

どの問題が起こります．赤浦さんはこのバランスをど

うとるのかが今後の課題だとおっしゃっていました．

飯田 続いて，KIACこと城崎国際アートセンターを
訪問し，館長の田口さんや鳥取大学の教員兼アーティ

ストの木野先生にお話を伺いました．そして，話を伺

う中で印象的だったことを3つあげていきます．

 1つ目は，世界中からアーティストが集まる理由で
す．城崎アートセンターは演劇，ダンスといったパフ

ォーミング・アーツに特化した滞在型の創作活動拠点

となっています．これは，全国的にもかなり珍しいで

す．ホール・スタジオ・宿泊施設で構成されており，

24時間無料で使用できます．また，城崎温泉が近くに
あり，疲れを癒やす温泉や伝統的な町並みがアーティ

ストとしての感覚を途切れさせることなくリフレッ

シュできるのだそうです．こちらは温泉寺からの景色

です．温泉寺は城崎アートセンターから徒歩2分，そこ
からロープウエーで上がったところにあります．実際
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 では，ここからはそれぞれの調査結果について発表

していきます．

盛田 まず，出石地区を訪問し，豊岡市出石市振興局

の田口さんにお話を伺いました．豊岡市出石地区は国

の重要伝統的建造物群保存地区に指定されており，出

石城下町の歴史的な町並みが魅力的です．そのため，

観光ではなく町並みを生かす景観を重視したまちづ

くりを行っているそうです．また，出石城跡隅櫓の復

元で使用された費用2,300万円は全額地域住民の寄附
で賄われていたり，出石観光協会にはサラリーマンや

医者，建築家といった観光業には直接関係のない職業

の住民も会員として参加しているなど，出石のまちづ

くりに対する地域住民の意識の高さもうかがうこと

ができました．行政だけでなく地域住民も一体となり，

まちづくりを行っていることが非常に印象的でした．

 その後，私は個人訪問で出石に車で再訪問したので

すが，その際気になった点があります．それは駐車場

の少なさ，そして道の幅の狭さです．今や年間約100万
人が訪れる出石地区は大変にぎわいを見せています．

そのため，駐車場が混雑していて，出石に到着してか

ら速やかに車を駐車することができませんでした．ま

た，出石を出るときも町歩きをする観光客をかき分け

ながら進むため，車での観光は少し不便だと感じまし

た．ただ，先ほど述べたとおり，出石地区は景観を大

切にしている町です．車で訪れる観光客のために道幅

を広げたり，町なかに駐車場をつくってしまうと，景

観を損ねてしまう可能性があります．

 この課題に対して，地下に駐車場を設けてはどうか

と考えました．ですが，駐車場を整備するのにかかる

費用や整備する場所の確保など新たな課題が生じま

す．何を一番に優先するべきか，まちづくりの難しさ

を痛感しました．また，自家用車ではなく公共交通機

関を利用する方法も考えましたが，アクセスが余りよ

くないと感じました．しかし，私たちは調べていくう

ちに但馬地区周辺の観光地をめぐる夢但馬周遊バス

「たじまわる」を知りました．「たじまわる」を利用し，

一つの観光地コースの中の出石としても観光客を呼

び込むことは，とても効率的だと感じました．課題解

決のため，「たじまわる」のさらなる情報発信を推奨し

ます．

新谷 続いて，兵庫県の指定重要有形文化財に指定さ

れている近畿最古の芝居小屋，永楽館を訪れ，館長の

赤浦さんにお話を伺いました．かつて永楽館は歌舞伎

や寄席などが上演され大変栄えたそうです．しかし，

テレビの普及や娯楽の多様化により一度閉館されま

した．その後，町民や開業者の小幡さんの強い思いか

ら，建て直しではなく2年間かけて大改修が行われ復

活に至りました．現在，永楽館は床暖房設置などの整

備がされていますが，8割は開業当時，およそ100年前
のものなのです．また，永楽館は目先の利益を求める

だけでなく，地元に根づく誇りになるものを目指して

いると赤浦さんはおっしゃっていました．例えば，チ

ケット販売については，地元に住むお年寄りの方のた

めにインターネット販売に加えて，直接窓口販売を行

っています．さらに，地元客を優先しつつ利益を上げ

ることを考え，地域住民のみチケット料金を低額化す

ることも考えているそうです．とても地元に対する意

識が高いことがうかがえました．

 それだけでなく，永楽館は学校教育の一環として，

小学生が狂言を見学する機会を設けたり，地元の人に

よる落語の披露，依頼があればフリーマーケット，結

婚式など幅広いジャンルで貸し館をしているそうで

す．永楽館を中心に地域の人同士がつながるきっかけ

ができているのではないかと感じました．

 最後に，永楽館は公演時や貸し館日以外は舞台裏ま

で見学に入ることが可能な施設です．利益のために貸

し過ぎると，頻繁に観光客が施設内を見学できないな

どの問題が起こります．赤浦さんはこのバランスをど

うとるのかが今後の課題だとおっしゃっていました．

飯田 続いて，KIACこと城崎国際アートセンターを
訪問し，館長の田口さんや鳥取大学の教員兼アーティ

ストの木野先生にお話を伺いました．そして，話を伺

う中で印象的だったことを3つあげていきます．

 1つ目は，世界中からアーティストが集まる理由で
す．城崎アートセンターは演劇，ダンスといったパフ

ォーミング・アーツに特化した滞在型の創作活動拠点

となっています．これは，全国的にもかなり珍しいで

す．ホール・スタジオ・宿泊施設で構成されており，

24時間無料で使用できます．また，城崎温泉が近くに
あり，疲れを癒やす温泉や伝統的な町並みがアーティ

ストとしての感覚を途切れさせることなくリフレッ

シュできるのだそうです．こちらは温泉寺からの景色

です．温泉寺は城崎アートセンターから徒歩2分，そこ
からロープウエーで上がったところにあります．実際
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にロープウエーを使い山頂から望む豊岡市内の景色

は，とてもきれいですがすがしい気持ちになりました．

そして，城崎アートセンターでは，滞在制作や公演制

作の業務，ワークショップや試演会といったアートと

地域を結びつける活動を行っています．

 2つ目は，目先の利益を追求しない考え方です．これ
は施設の単体利益を求めるのではなく，アートのつな

がりによって人を呼び込み，町を活性化するというも

のです．城崎アートセンターのことは徐々にSNSや口
コミで国内外に発信され，城崎がアートの町として知

られるようになりました．結果として，アートに携わ

りたい人が世界中から集まり，活動をすることで城崎

温泉のPR，さらに大学創設などにもつながっています．
この大学というのは，国際観光専門職大学というもの

で，2021年に開学を目指しており，観光，アートマネ
ジメント，パフォーミング・アーツなどを主に学ぶ県

立大学となっています．そして，こうした動きは人口

減少のブレーキの役割を持つことも期待されていま

す．近年，城崎は，外国人観光客は増加傾向にありま

すが，城崎の人口は年々減少しています．大学が創設

されることで将来，城崎で働いてくれる人や観光業に

興味のある学生などの関係人口をふやすことにつな

がります．

 3つ目は，アートはみんなのものという理念です．ア
ートにかかわるのに年齢，性別，国籍，障害などは関

係ないという意味で，これはアーティストと呼ばれる

人だけがアートにかかわるのではなく，全ての人にと

って身近な存在であることをあらわしていると思い

ました．城崎アートセンター主体で，出石や城崎で地

域に密着したさまざまなワークショップを行ってい

ます．こうした自由に音楽をつくったり，体を動かす

機会があることで，アートを地域の人に受け入れやす

くしていると感じました．また，地域の人がアートを

受け入れやすくなることで，さらにアートに関心のあ

る人を呼ぶことにつながっていくのではないかと思

います．

盛田 続いては，三木屋についてです．三木屋は創業

300年の老舗旅館です．旅館には珍しく図書館が設置
されており，宿泊客は自由に利用することができます．

ここでは三木屋の若旦那の片岡さんにお話を伺いま

した．

 現在の城崎温泉では，町全体が1軒の宿という考え
があり，温泉を宿の中に囲い込むのではなく，外湯め

ぐりで城崎温泉を歩いてもらうことを大切にしてい

るという話を伺いました．城崎が温泉の町として栄え

ているのは，各施設の利益を優先させるのではなく，

城崎の町を一番に考える意識があるからだと感じま

した．また，三木屋は明治，昭和の文豪である志賀直

哉を初め，多くの文化人が宿泊していた宿として有名

です．志賀直哉はけがの養生で城崎を訪れた際，三木

屋に宿泊していました．そのときに，志賀直哉の名作

「城の崎にて」が誕生したのです．このように，城崎

は温泉だけでなく，多くの文化人のゆかりの地です．

そんな城崎を文学の町として広めようと活動してい

るNPO法人があります．それが「本と温泉」です．三
木屋の若旦那である片岡さんもその一員です．「本と

温泉」は城崎を文学の町として広めるために，作家に

城崎を舞台にした本を書きおろしてもらい，それを城

崎限定で販売する活動をしています．これまでに，志

賀直哉の「城の崎にて」に新たに注釈をつけ加えた限

定版や，万城目学の「城崎裁判」，湊かなえの「城崎へ

帰る」などが販売されています．こちらの画像はNPO
法人「本と温泉」の公式サイトからお借りしてきたも

のです．水にぬれても大丈夫な紙を使用したり，タオ

ルでつくるなど，入浴しながら楽しむことができるデ

ザインになっています．そして，現在は次回作として，

絵本作家ユニットの「tupera tupera」が制作することが
決定しています．これらの本はインターネットでは取

り扱っておらず，城崎でしか買うことができないため，

遠方から足を運ぶ人もふえているそうです．こうして，

「本と温泉」の活動は城崎を文学の町として広めるだ

けでなく，城崎に足を運んでもらうきっかけづくり，

城崎の観光業にも貢献しています．

釡田 次に，私たちはカバンストリートに訪れ，豊岡

鞄協会事務局長の米田さんにお話を伺いました．

 カバンストリートとは，城崎温泉街と出石地区の中

間にある商店街です．見づらくて申しわけないのです

が，上のほうが城崎温泉で，下の黒い丸のところが出

石地区ですが，その中間にある商店街です．ここは豊

岡市の中心市街地にもかかわらず，過疎化や店主の高

齢化などの影響で空洞化が進んでいました．市の報告

によると，老年人口は2020年に約35％に達すると想定
されており，全国平均の26％に比べ，大変高いことが
わかります．そこで，地場産業であるかばんを中心に
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地域の活性化を目指そうと考えたそうです．結果，20
09年には「頑張る商店街７７選」にも選ばれました．
そんなカバンストリートの生い立ちについて紹介し

ます．

 当時，豊岡市は全国生産量の80％を占めるほどの大
手かばん生産地でした．しかし，製造メーカーが他社

ブランドの製品を製造するOEMによって，豊岡の名が
全国に広まることはできなかったのです．そこで，ブ

ランド化を通じて，全国での認知度を高め，ひいては

製品の売り上げ向上と各企業の競争力を高め，地域経

済の活性化につなげることを目的にブランド委員会

を発足しました．こうして「豊岡鞄」の名で商標登録

をし，豊岡市で生産から販売につなげることができる

ようになったのです．ちなみに，現在も豊岡市は７

０％の生産量を誇ります．この表をごらんください．

織ネームとは商品につけられるタグのことで，この表

からわかるように豊岡鞄は年々販売数をふやしてい

ます．こちらがそのロゴマークです．最近では，海外

での展示会や岡山県の井原デニムとのコラボ商品の

販売，インターネット販売の開始，さらに今年は東京

都丸の内に専門店がオープンされるほど売り出しに

力を入れています．また，カバンストリートにはかば

んのデザインが施され，実際に1500円でかばんを購入
できる自動販売機も設置されています．

 また，私たちはカバンストリートにあるかばん職人

育成専門学校アルチザンスクールを訪問し，マネージ

ャーの紙谷さんにお話を伺いました．アルチザンスク

ールは学費が比較的安く，生徒の技術獲得を重視して

います．とはいえ，経営を続けるため，後世を担う意

欲の高い学生のサポートをどれだけできるか，今後自

治体を初め，地域で話し合わなければならないと感じ

ました．

 城崎温泉や出石は古き伝統や歴史を守って観光地

として売り出していますが，カバンストリートはコラ

ボ商品を生み出すなど新しいことにどんどんチャレ

ンジしていることに気づきました．同じ豊岡市でもま

ちおこしの方向性の違いに驚くとともに，地域に合っ

たまちづくりを行うことが大事だと考えました．

小林 続いて，最後に，自然との共生について発表し

ます．

 豊岡市はコウノトリの保護・増殖に国内で初めて成

功したことから，コウノトリは豊岡市のシンボルとな

っています．現在はコウノトリが定着しているものの，

今に至るまでにさまざまな取り組みや活動が行われ

てきました．そんな活動について私たちは，JA農家の
畷さん，田結湿地の案ガールズの皆さん，戸島湿地の

佐竹さん，ＪＡたじまの塩見さんにそれぞれお話を伺

いました．

 皆さんにお話を伺って最も影響が大きかったと言

えるのが，こちらの「コウノトリ育むお米」の生産で

す．このお米はコウノトリの餌となる昆虫をふやし，

野生復帰したコウノトリにとって暮らしやすい環境

をつくるため，無農薬・減農薬を行い栽培された豊岡

ブランドのお米です．それでは，生産するに至った経

緯を少し御紹介したいと思います．

 現在，コウノトリは特別天然記念物に指定されてお

り，国内で見かけることはほとんどありません．です

が，少し前まではコウノトリが日本の水田にとまって

いることはありふれた光景でした．しかし，戦後の圃

場整備や河川改良によって生き物が激減したり，農薬

の使用によってコウノトリの体は徐々にむしばまれ

ていきました．そのため，兵庫県は人工巣塔の設置や

コウノトリの保護施設を市内に設けることで人工飼

育を開始しました．そんな人工飼育を行う中，日本国

内の野外コウノトリは農薬を含んだ昆虫を体内に取

り入れたことで絶滅してしまいます．そのため，コウ

ノトリの野生復帰を目指した兵庫県は，ロシアから野

生の幼鳥を受贈しました．そして，幼鳥の人工飼育に

取り組んでいる間に，豊岡にある勇気を与える出来事

が起きます．それは「ハチゴロウ」の飛来です．「ハチ

ゴロウ」は中国から日本の豊岡に飛来してきたとされ

るコウノトリで，8月5日に飛来してきたことから「ハ
チゴロウ」と名づけられたそうです．かつて，農薬で

あふれていた豊岡市はコウノトリにとって，私たちに

とって安全で安心なまちづくりに近づいていると確

信を持たせられた大きな出来事でした．「ハチゴロウ」

は現在は亡くなってしまいましたが，勇気づけられた

豊岡市は乾田となるはずだった水田を新たな湿地と

し，コウノトリとともに生きることのできるまち，豊

岡へと近づくことができました．農薬の使用は直接人

間やコウノトリに害を及ばすわけではありません．害

虫の駆除や殺菌作用がありますが，それは自然の生態

系に手を加えることになるのです．実際に，農薬の影

響で豊岡の川を泳ぐ魚がいなくなる光景を目にした J

JA
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地域の活性化を目指そうと考えたそうです．結果，20
09年には「頑張る商店街７７選」にも選ばれました．
そんなカバンストリートの生い立ちについて紹介し

ます．

 当時，豊岡市は全国生産量の80％を占めるほどの大
手かばん生産地でした．しかし，製造メーカーが他社

ブランドの製品を製造するOEMによって，豊岡の名が
全国に広まることはできなかったのです．そこで，ブ

ランド化を通じて，全国での認知度を高め，ひいては

製品の売り上げ向上と各企業の競争力を高め，地域経

済の活性化につなげることを目的にブランド委員会

を発足しました．こうして「豊岡鞄」の名で商標登録

をし，豊岡市で生産から販売につなげることができる

ようになったのです．ちなみに，現在も豊岡市は７

０％の生産量を誇ります．この表をごらんください．

織ネームとは商品につけられるタグのことで，この表

からわかるように豊岡鞄は年々販売数をふやしてい

ます．こちらがそのロゴマークです．最近では，海外

での展示会や岡山県の井原デニムとのコラボ商品の

販売，インターネット販売の開始，さらに今年は東京

都丸の内に専門店がオープンされるほど売り出しに

力を入れています．また，カバンストリートにはかば

んのデザインが施され，実際に1500円でかばんを購入
できる自動販売機も設置されています．

 また，私たちはカバンストリートにあるかばん職人

育成専門学校アルチザンスクールを訪問し，マネージ

ャーの紙谷さんにお話を伺いました．アルチザンスク

ールは学費が比較的安く，生徒の技術獲得を重視して

います．とはいえ，経営を続けるため，後世を担う意

欲の高い学生のサポートをどれだけできるか，今後自

治体を初め，地域で話し合わなければならないと感じ

ました．

 城崎温泉や出石は古き伝統や歴史を守って観光地

として売り出していますが，カバンストリートはコラ

ボ商品を生み出すなど新しいことにどんどんチャレ

ンジしていることに気づきました．同じ豊岡市でもま

ちおこしの方向性の違いに驚くとともに，地域に合っ

たまちづくりを行うことが大事だと考えました．

小林 続いて，最後に，自然との共生について発表し

ます．

 豊岡市はコウノトリの保護・増殖に国内で初めて成

功したことから，コウノトリは豊岡市のシンボルとな

っています．現在はコウノトリが定着しているものの，

今に至るまでにさまざまな取り組みや活動が行われ

てきました．そんな活動について私たちは，JA農家の
畷さん，田結湿地の案ガールズの皆さん，戸島湿地の

佐竹さん，ＪＡたじまの塩見さんにそれぞれお話を伺

いました．

 皆さんにお話を伺って最も影響が大きかったと言

えるのが，こちらの「コウノトリ育むお米」の生産で

す．このお米はコウノトリの餌となる昆虫をふやし，

野生復帰したコウノトリにとって暮らしやすい環境

をつくるため，無農薬・減農薬を行い栽培された豊岡

ブランドのお米です．それでは，生産するに至った経

緯を少し御紹介したいと思います．

 現在，コウノトリは特別天然記念物に指定されてお

り，国内で見かけることはほとんどありません．です

が，少し前まではコウノトリが日本の水田にとまって

いることはありふれた光景でした．しかし，戦後の圃

場整備や河川改良によって生き物が激減したり，農薬

の使用によってコウノトリの体は徐々にむしばまれ

ていきました．そのため，兵庫県は人工巣塔の設置や

コウノトリの保護施設を市内に設けることで人工飼

育を開始しました．そんな人工飼育を行う中，日本国

内の野外コウノトリは農薬を含んだ昆虫を体内に取

り入れたことで絶滅してしまいます．そのため，コウ

ノトリの野生復帰を目指した兵庫県は，ロシアから野

生の幼鳥を受贈しました．そして，幼鳥の人工飼育に

取り組んでいる間に，豊岡にある勇気を与える出来事

が起きます．それは「ハチゴロウ」の飛来です．「ハチ

ゴロウ」は中国から日本の豊岡に飛来してきたとされ

るコウノトリで，8月5日に飛来してきたことから「ハ
チゴロウ」と名づけられたそうです．かつて，農薬で

あふれていた豊岡市はコウノトリにとって，私たちに

とって安全で安心なまちづくりに近づいていると確

信を持たせられた大きな出来事でした．「ハチゴロウ」

は現在は亡くなってしまいましたが，勇気づけられた

豊岡市は乾田となるはずだった水田を新たな湿地と

し，コウノトリとともに生きることのできるまち，豊

岡へと近づくことができました．農薬の使用は直接人

間やコウノトリに害を及ばすわけではありません．害

虫の駆除や殺菌作用がありますが，それは自然の生態

系に手を加えることになるのです．実際に，農薬の影

響で豊岡の川を泳ぐ魚がいなくなる光景を目にした J
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A農家の畷さんは，農薬の恐ろしさを思い知ったそう
です．

 コウノトリの保護，増殖，野生復帰を豊岡市は目指

すことで，市全体の意識が高まり，現在は農家，行政，

JAたじまが一体となってコウノトリを守る取り組み
を役割分担し行っています．主に農家は無農薬・減農

薬のお米の生産，行政は各地に宣伝，JAは「コウノト
リ育むお米」の販売とそれぞれの活動を行っており，

現在は海外への販売や安全を考える子育て世代をタ

ーゲットに「ひよこクラブ」での広告や，高島屋など

に宣伝の幅を広げ，国内消費量の増加も目指していま

す．こうして，それぞれに役割が課せられていますが，

この３つはお互いの意見に応えられるよう協力し合

いながら活動を行っております．

 現在の課題は，まず豊岡市内の小・中学校で設けら

れているコウノトリの野生復帰やコウノトリを通し

て環境経済を学ぶカリキュラムに関してです．豊岡な

らではの学習内容ではあるものの，ほかの地域で行わ

れている平和学習や人権学習などの時間が設けられ

ず，本来学ぶべきことに時間がつくれないという問題

が発生しています．そのほかに，生産者の後継者不足

や「コウノトリ育むお米」の国内消費量の向上も上げ

られます．私たちがまず行える解決策は，お米を積極

的に食べることです．一見，単純なことに聞こえます

が，消費量をふやすことで経済や農業の発展，環境に

とても好影響を与えることなのです．

 なぜ豊岡はこれほどの取り組みを実践へとつなげ

ることができたのでしょうか．それは，地域全体の協

力体制がしっかりしており，まちぐるみで活動を行い

つつ，経済にも貢献しているからではないでしょうか．

地元に昔からある出石の建築物や城崎の文学などを

守りつつ，かばんやアート，「コウノトリ育むお米」を

通して，海外との交流ができる，まさしく「Local&Gl
obal City」が実現していると言えるのではないでしょ
うか．本来持っているその地域の伝統や特性を守りつ

つ，新たなことにも挑戦することが大切だと気づかさ

れました．

 最後に，地域フィールド演習を通して，私たちは豊

岡を訪れ，さまざまな人に触れることができました．

その中で豊岡の皆さんが具体的な目標，プランに向け

て前進している姿を見ることができました．まちづく

りに対して，行政だけでなく住民の方が真摯に取り組

んでいるからこそ実際に活動へとつなげることがで

きたのではないでしょうか．また，豊岡の住民の方や

「Local & Global City」に携わる方々にお話を伺って，
とても生き生きと話してくださったのが印象的でし

た．活気あふれるまちづくりの秘訣は，そこに住む人

の思いが強く反映されるのだと肌で感じることがで

きました．

 こちらが参考・引用文献です．御清聴ありがとうご

ざいました．（拍手）

竹内 時間が押しているのですが，少しだけ補足と簡

単な事実確認の質疑だけ受けたいと思います．

 まず，補足ですが，今発表してもらったのは，9月1
0日から12日にかけてのフィールドワークを中心にし
つつ，その事前に勉強会を少しやったり，合宿に行っ

た後に必ず各自でもう一回自分の足で現場に向かう

ようにという課題を出して行ってもらいました．その

後，事後学習会ということで，また集まって研修を行

った議論を踏まえた発表になっておりました．

 合宿のときのフィールドワークは教員のほうでヒ

アリング先などを調整したのですが，その後の各自の

フィールドワークは各自で予定を立てて行きました．

 そのほか何か，これは確認しておきたいということ

はありますでしょうか．大丈夫ですか．そうしました

ら，後半のディスカッションのときにまた質問等をし

ていただければと思います．ありがとうございました．

司会 ありがとうございました．これでパネル発表の

ほう，終わりといたします．それでは，10分間の休憩
といたします．
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Ⅳ.総括セッション 

司会 これより，総括セッションを行います．ここ

から先の総括セッションの進行につきましては，地

域学研究会副会長の家中教授が担当いたします．そ

れでは，よろしくお願いいたします． 

家中 では，第2部の後半に移りたいと思います．先ほ

どご報告があって，僕もすごく感動しているのですが，

皆さんもそうではないかと思います．後半はこんな形

で進めたいと思います．第2部に入ったとき，私が冒頭

でご紹介したように，「身近な小さな変化」をテーマに，

それぞれ教員がこんな方がいるよ，こんな話があるよ

と提案していただいたんですね．まず，畑先生，川井

田先生，竹内先生のほうから，それぞれなぜこの方に

今日のテーマで来てほしいと思ったのか，その思いを

伝えていただきたいことと，それからご自身のふだん

の教育研究のことも自己紹介を織りまぜながらして

いただいて，それと他の報告者のお話も聞いて同じよ

うに受けとめたことをお話ください．最初，なぜ来て

いただきたいかと思ったことと，ご自身のふだんの教

育研究のなかでどう受けとめられたか，学べたかとい

うこと．竹内さんは，学生たちと豊岡のフィールドワ

ークをしましたが，学生たちと一緒に歩いたことでの

気づいたこととか，触れていただければと思います． 

 その後に，今度は藤田先生，福井さん，あと学生お

二人，小林さんと飯田さんに，そういう思いで自分が

招かれたのかとか，それからほかの自分以外のゲスト

の方の報告を聞いて，どんなふうに感じられたか感想

を述べていただきたいと思います．その後に，フロア

の方と語りたいと思います．ご質問を受けたり，感想

の伝え合いなどしたいと思いますので，そういう形で

進めさせていただきます．では，最初に畑先生の方か

らお願いいたします． 

畑 改めまして，地域学部の，畑千鶴乃と申します．

座ったままで失礼いたします． 

 まず本日，午前中からの内山先生の「ここに生きる

─いのちの場所を求めて─」をお聞きすることができ

まして，その時代に何を考えたらいいのか，何を考え

なければならないのか，どのように行動するのか，現

状の中で考えること，そんな御示唆をいただきました．

そして，どのような環境をつくることが自由な人間を

つくっていくのだろうとも合わせて考えてみたいと，

改めて私自身も思いました． 

 そこで，この場で藤田先生のご実践をもとに，家庭

的保育をこの地域で立ち上げてこられた藤田先生に

ご実践から学べること，もっと根本的に立ち返ってみ

ることができればなと，そんなふうに思っています． 

 まず，藤田先生のご実践のご報告の中にもありまし

たように，定員5人以下で3歳未満の子どもたちの保育

を行う場，ゆりかご保育園を立ち上げられたわけです．

おうちを保育ができるように改装されまして，今年の

2月に開園を迎えられました．奥様が保育士の資格を

持っておられまして，藤田先生と娘さんが子育て支援

員の研修をお受けになられて，そして，ゆりかご保育

園での保育に今，当たっておられます． 

 藤田先生が本学を御退官されてお会いすることが

できました場というのは，やはりお話にありました，

子育て支援員の研修を御家族で受けておられたとい

うことです．まず，本学に，塩野谷斉先生という保育

学の大家がおられるのですけれども，その塩野谷先生

がご担当される基礎講座があるんです．その基礎講座

がありまして，それを受けていただいたその後，畑が

それを受ける形で実践講座，地域型保育という，そう

いう名前の研修の場ですけれども，要は地域の中での

小さな保育のつくり方，そんな講座を畑が引き受けて

担当しております．基礎講座を藤田先生が受講されて

いるということを塩野谷先生からお聞きしまして，そ

の後，それを受けて私の回は本当に保育の実践講座で

すので，まさに小さな保育をこの地域でどうやってつ

くっていくのか，深めるという，そういう研修内容で

す．私自身がどうしてもその場で受講者の方々に深め

ていただきたい，考えていただきたいと思っておりま

す内容が子どものかみつきについて．発達段階に即し

た子どもとのかかわりの中で特にかみつきについて

どう考えていくのか，そのときにどう保育者は対応し

ていくのか，そんなワークショップの時間を必ず持つ

ようにしていますが，そのことを藤田先生にお願いし

てもいいのだろうかということも思いました．正直戸

惑いました．保育のリアリティを藤田先生と考えるそ

んな幸せな機会はないけれども，でもそんなささいな

保育のエピソードを積み重ねるようなワークショッ
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Ⅳ.総括セッション 

司会 これより，総括セッションを行います．ここ

から先の総括セッションの進行につきましては，地

域学研究会副会長の家中教授が担当いたします．そ

れでは，よろしくお願いいたします． 

家中 では，第2部の後半に移りたいと思います．先ほ

どご報告があって，僕もすごく感動しているのですが，

皆さんもそうではないかと思います．後半はこんな形

で進めたいと思います．第2部に入ったとき，私が冒頭

でご紹介したように，「身近な小さな変化」をテーマに，

それぞれ教員がこんな方がいるよ，こんな話があるよ

と提案していただいたんですね．まず，畑先生，川井

田先生，竹内先生のほうから，それぞれなぜこの方に

今日のテーマで来てほしいと思ったのか，その思いを

伝えていただきたいことと，それからご自身のふだん

の教育研究のことも自己紹介を織りまぜながらして

いただいて，それと他の報告者のお話も聞いて同じよ

うに受けとめたことをお話ください．最初，なぜ来て

いただきたいかと思ったことと，ご自身のふだんの教

育研究のなかでどう受けとめられたか，学べたかとい

うこと．竹内さんは，学生たちと豊岡のフィールドワ

ークをしましたが，学生たちと一緒に歩いたことでの

気づいたこととか，触れていただければと思います． 

 その後に，今度は藤田先生，福井さん，あと学生お

二人，小林さんと飯田さんに，そういう思いで自分が

招かれたのかとか，それからほかの自分以外のゲスト

の方の報告を聞いて，どんなふうに感じられたか感想

を述べていただきたいと思います．その後に，フロア

の方と語りたいと思います．ご質問を受けたり，感想

の伝え合いなどしたいと思いますので，そういう形で

進めさせていただきます．では，最初に畑先生の方か

らお願いいたします． 

畑 改めまして，地域学部の，畑千鶴乃と申します．

座ったままで失礼いたします． 

 まず本日，午前中からの内山先生の「ここに生きる

─いのちの場所を求めて─」をお聞きすることができ

まして，その時代に何を考えたらいいのか，何を考え

なければならないのか，どのように行動するのか，現

状の中で考えること，そんな御示唆をいただきました．

そして，どのような環境をつくることが自由な人間を

つくっていくのだろうとも合わせて考えてみたいと，

改めて私自身も思いました． 

 そこで，この場で藤田先生のご実践をもとに，家庭

的保育をこの地域で立ち上げてこられた藤田先生に

ご実践から学べること，もっと根本的に立ち返ってみ

ることができればなと，そんなふうに思っています． 

 まず，藤田先生のご実践のご報告の中にもありまし

たように，定員5人以下で3歳未満の子どもたちの保育

を行う場，ゆりかご保育園を立ち上げられたわけです．

おうちを保育ができるように改装されまして，今年の

2月に開園を迎えられました．奥様が保育士の資格を

持っておられまして，藤田先生と娘さんが子育て支援

員の研修をお受けになられて，そして，ゆりかご保育

園での保育に今，当たっておられます． 

 藤田先生が本学を御退官されてお会いすることが

できました場というのは，やはりお話にありました，

子育て支援員の研修を御家族で受けておられたとい

うことです．まず，本学に，塩野谷斉先生という保育

学の大家がおられるのですけれども，その塩野谷先生

がご担当される基礎講座があるんです．その基礎講座

がありまして，それを受けていただいたその後，畑が

それを受ける形で実践講座，地域型保育という，そう

いう名前の研修の場ですけれども，要は地域の中での

小さな保育のつくり方，そんな講座を畑が引き受けて

担当しております．基礎講座を藤田先生が受講されて

いるということを塩野谷先生からお聞きしまして，そ

の後，それを受けて私の回は本当に保育の実践講座で

すので，まさに小さな保育をこの地域でどうやってつ

くっていくのか，深めるという，そういう研修内容で

す．私自身がどうしてもその場で受講者の方々に深め

ていただきたい，考えていただきたいと思っておりま

す内容が子どものかみつきについて．発達段階に即し

た子どもとのかかわりの中で特にかみつきについて

どう考えていくのか，そのときにどう保育者は対応し

ていくのか，そんなワークショップの時間を必ず持つ

ようにしていますが，そのことを藤田先生にお願いし

てもいいのだろうかということも思いました．正直戸

惑いました．保育のリアリティを藤田先生と考えるそ

んな幸せな機会はないけれども，でもそんなささいな

保育のエピソードを積み重ねるようなワークショッ
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プを藤田先生にお願いしてもいいのだろうか，そんな

戸惑いが私の中にありました．ですけれども一方で，

小さな保育のつくり方，地域の中での小さな保育のつ

くり方講座に藤田先生がご関心を持ってくださって

いる，そのこと自体がとても私自身はうれしかったで

す．ですので，子育て支援員の研修内容ももちろん予

定どおり，内容を変えずに行うことにいたしました．

ですけれども，その段階ではまさか藤田先生御自身が

保育を立ち上げられるとは，そのときは思ってもおり

ませんでした． 

 その後，2018年，年が明けてから鳥取市内の保育関

係の方々からお聞きする機会があって，藤田先生が園

長になられて，家庭的保育を立ち上げられた，そんな

ことをお聞きしました．しかも単なる地域の中での小

さな保育ではなくて，家庭的保育です．家庭的保育事

業といいますのは，何といいましても，おうちを地域

に向けて開放して保育をしていく，これが特徴です．

これはすぐに，先生にお話をお聞きするしかない，そ

してもしよろしければ地域学研究大会にお越しいた

だいて，ぜひお話をお聞きできたら，そこから私たち

が学べることは何だろうか，考えることができたら，

そんなふうに思った次第です． 

 今，定員5人のゆりかご保育園，子どもたちが元気い

っぱいに通っています．ゆりかご保育園のご実践を思

いますと，何といっても保育者の方とそれから子ども

の関係性が実に濃密であるということです．つまり，

ゆりかご保育園の子どもたちというよりは，そこに通

っているその子，その子との関係をつくり出そうとし

ている．その子たち，クラスの子たちではなくて，そ

の子．その子との関係をじっくりかかわりながら時間

をかけながらつくり出そうとしている，そんなことを

思います．親とは違う保育者となる大人がその子との

関係をまずじっくりつくり出して，その関係性を軸に

してといいますか，ばねにして子どもと子どもの関係

に広げていく，そして子ども同士と大人同士の関係に 

広げていく，そんなゆりかご保育園という一つの信頼

関係を軸としたコミュニティーをつくり出そうとす

る保育がそこにあるのではないかな．私自身は藤田先

生の本日のお話をお聞きして，また，ゆりかご保育園

に何度か訪問させていただきまして，それを学びまし

た． 

 本日午前中お聞きした，内山先生のお話の中でも私

自身はそれを強く思った次第です．また，人口が減っ

ていく中で地域の中での子どもの育ちを持続可能な

ものにしていく，そんなふうに考えたときに大きな規

模の保育の場を一箇所にぽつんと，そして，どおんと

つくる，そんなことを改めて地域学部の中から問いた

いと私自身は思っています． 

 広域から，本当に広い地域から子どもが一箇所に集

められて，子どもが暮らす地域から切り離されて，そ

の子は昼間そこで過ごす．また夕方に自宅に戻ってい

く．自宅がある地域には自分の昼間の居場所がない，

この現状を何とか変えていくことができないだろう

か，それそのものを改めて問いたいと思っています．

よし悪しではなくて，まず議論をつくる，そこから始

めていければなと，そして事をつくる，地域の中でそ

の子が暮らす保育の場をつくる．そんなことを少しず

つでも進めていければと改めて藤田先生の御実践か

ら私自身は学んだことです．まずは以上です． 

家中 どうもありがとうございました．僕らは幹事会

ということで企画を練っていたのですが，畑先生のぜ

ひ藤田先生をお呼びしようという，あふれるばかりの

思いに僕らは染まってしまいまして，今回のテーマは

これでいこうというふうになりました．しかも畑先生

がおっしゃっていたのは，財政学の御専門にして，そ

の研究教育とどうつながるのだろうかという思いは

あったのですが，でも考えてみれば財政ということも

数字だけの話ではなくて，今，畑先生がおっしゃった

ような生活や地域をどう支えていくか，それを退職さ

れてから，しかも御家族と地域の中に生み出そう，つ

くり出そうという，そこに僕らは大変感動したという

か，学びたいと思って来ていただきました．畑先生も

どうもありがとうございました． 

 次に，川井田先生から，あまり先生呼びはやめまし

ょうか，川井田さんから福井さんをなぜお呼びしよう

かと，あと，御自身の教育研究とも絡めて，学んだこ

ととか自分のなさっていることに落とし込んでいき

たいのか，僕も本当に川井田さんから聞いて感動しま

して，福井さんのこと，ぜひご紹介ください． 

川井田 改めまして川井田と申します．よろしくお願

いします．
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 私は去年の4月に鳥取大学へ着任したばかりです．
地域学部では2年生の必修科目として地域調査プロジ
ェクトがあります．これは一年間を通じて調査の手法

を学んだり，いろいろな地域課題を自分たちで見つけ

る授業でして，着任早々に担当を仰せつかりました．

担当教員は数人いまして，それぞれ自分のやりたいテ

ーマを掲げて，やってみたいと思った学生が集まって

くれる，つまりこの指とまれの方式で実施しています．

私がまちづくりについてやりますと言ったところ13
人の学生が集まってくれました．

 具体的に何をしたかというと，私自身も大阪から来

たばかりで鳥取のことはよくわからなかったので，ま

ず鳥取の魅力を調べたいと思いました．なおかつ，学

生がいろいろ人に会って刺激を受けてほしい，そうい

う機会にもしたいなと思ったので，まずは鳥取に魅力

を感じて移住されてきた人にインタビューしようと

いうことを提案しました．そして，学生が自分たちで

調べて会いたい人をリストアップして，インタビュー

依頼のお手紙を書くところから始めて，13人の学生が
合計で9人の移住者の方々にインタビューをしました．
その9人の中に福井さんがおられたんです．福井さん
のところへは，私は同行せずに学生たち3人だけで行
ってもらいました．すると，すごくいい話を聞いたと

感動して帰ってきまして，どんなことを聞いてきたの

と尋ねると，先ほどおっしゃったようなことももちろ

んですが，それ以外に私が印象に残っている言葉があ

ります．福井さんが学生たちに話した中に，鳥取県は

当時人口約57万人だったので，「鳥取県は57万個のギ
アでできている」と，歯車というと少しイメージが悪

いかもしれませんが，とにかく全員がいろんな形で組

み合わさっていてお互いに影響し合いながら動いて，

それで1つの社会をつくっているんだということをお
っしゃったと．それを学生から聞いて，私もお会いし

たいなと思ったので，福井さんが倉吉で実施されてい

るイベントにお邪魔して実際にお話を聞いたりしま

した．

 そのときに感じたのは，福井さんは御自身でいろい

ろ活動をするだけではなくて，さっきの話にもあった

ように，移住されて来られた方々も活躍できるような

後押しというのか，いろいろな活動ができる場所や仕

組みをつくることにすごく情熱を注いでおられると

いうことを感じたんです．

 それで，私は地域学研究会というものの幹事も仰せ

つかっていまして，今日のこの研究大会の企画を話し

合っていたとき，真っ先に福井さんのお顔が浮かんで

きて，ぜひ来ていただきたいと提案して今日の日を迎

えることができたわけです．

 今日のお話で最後の方におっしゃいましたけれど

も，やっぱり自分事だけではなくて自分たち事にして

いく，いかに周りとの環境をつくっていくかというこ

とが大切だと，それは午前中に内山さんがおっしゃっ

たお話ともすごく関連することで，私としては自画自

賛のようですが，理論と実践が結びついたのではない

かなと思っているところです．

家中 どうもありがとうございました．まさしく，理

論と実践，教育と研究，実践が結びついて，何か地域

学部の教員はお得だなと，学生がいいもの見つけてき

てくれる，それから学ばせていただくという感じです

ね．では，竹内さん，よろしくお願いいたします．

竹内 改めまして，竹内です．今，川井田先生がおっ

しゃってくれた中にも出てきたのですが，地域学部は

2年生で「地域調査プロジェクト」という，地域の調査

を手法から学ぶという機会があって，それも目玉なの

ですけれども，新しいカリキュラムの中では，「地域フ

ィールド演習」という名前で1年生のときから現場の

地域に出ていく授業が単位化されました． 

 実は，昨年度まで島根県の隠岐島の海士町に地域フ

ィールド演習という形，あるいは単位化以前からお世

話になって行っている授業がありまして，私も川井田

さんと同じ昨年の4月に着任したのですが，着任早々

「こういうのがあるけれども，どう？」という話があ

りまして，私も海士町に行くことになって，地域フィ

ールド演習を体験してきました．そこで，学生と一緒

にいろんな人の話を聞いたりして，私自身も，とても

勉強になったのですが，そこで出会った人たちに影響

を受けて，学生たちが変わっていく姿を見ました．地

域で実践をしている方々なので，すごく熱量があるん

ですよね．そういった方々の話を聞くことができたの

が，とても印象的でした．今年度，実は海士町のプロ

ジェクトというのが，町長が勇退されるということ

等々のいろんな変わり目だったので，これを機に新た
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 私は去年の4月に鳥取大学へ着任したばかりです．
地域学部では2年生の必修科目として地域調査プロジ
ェクトがあります．これは一年間を通じて調査の手法

を学んだり，いろいろな地域課題を自分たちで見つけ

る授業でして，着任早々に担当を仰せつかりました．

担当教員は数人いまして，それぞれ自分のやりたいテ

ーマを掲げて，やってみたいと思った学生が集まって

くれる，つまりこの指とまれの方式で実施しています．

私がまちづくりについてやりますと言ったところ13
人の学生が集まってくれました．

 具体的に何をしたかというと，私自身も大阪から来

たばかりで鳥取のことはよくわからなかったので，ま

ず鳥取の魅力を調べたいと思いました．なおかつ，学

生がいろいろ人に会って刺激を受けてほしい，そうい

う機会にもしたいなと思ったので，まずは鳥取に魅力

を感じて移住されてきた人にインタビューしようと

いうことを提案しました．そして，学生が自分たちで

調べて会いたい人をリストアップして，インタビュー

依頼のお手紙を書くところから始めて，13人の学生が
合計で9人の移住者の方々にインタビューをしました．
その9人の中に福井さんがおられたんです．福井さん
のところへは，私は同行せずに学生たち3人だけで行
ってもらいました．すると，すごくいい話を聞いたと

感動して帰ってきまして，どんなことを聞いてきたの

と尋ねると，先ほどおっしゃったようなことももちろ

んですが，それ以外に私が印象に残っている言葉があ

ります．福井さんが学生たちに話した中に，鳥取県は

当時人口約57万人だったので，「鳥取県は57万個のギ
アでできている」と，歯車というと少しイメージが悪

いかもしれませんが，とにかく全員がいろんな形で組

み合わさっていてお互いに影響し合いながら動いて，

それで1つの社会をつくっているんだということをお
っしゃったと．それを学生から聞いて，私もお会いし

たいなと思ったので，福井さんが倉吉で実施されてい

るイベントにお邪魔して実際にお話を聞いたりしま

した．

 そのときに感じたのは，福井さんは御自身でいろい

ろ活動をするだけではなくて，さっきの話にもあった

ように，移住されて来られた方々も活躍できるような

後押しというのか，いろいろな活動ができる場所や仕

組みをつくることにすごく情熱を注いでおられると

いうことを感じたんです．

 それで，私は地域学研究会というものの幹事も仰せ

つかっていまして，今日のこの研究大会の企画を話し

合っていたとき，真っ先に福井さんのお顔が浮かんで

きて，ぜひ来ていただきたいと提案して今日の日を迎

えることができたわけです．

 今日のお話で最後の方におっしゃいましたけれど

も，やっぱり自分事だけではなくて自分たち事にして

いく，いかに周りとの環境をつくっていくかというこ

とが大切だと，それは午前中に内山さんがおっしゃっ

たお話ともすごく関連することで，私としては自画自

賛のようですが，理論と実践が結びついたのではない

かなと思っているところです．

家中 どうもありがとうございました．まさしく，理

論と実践，教育と研究，実践が結びついて，何か地域

学部の教員はお得だなと，学生がいいもの見つけてき

てくれる，それから学ばせていただくという感じです

ね．では，竹内さん，よろしくお願いいたします．

竹内 改めまして，竹内です．今，川井田先生がおっ

しゃってくれた中にも出てきたのですが，地域学部は

2年生で「地域調査プロジェクト」という，地域の調査

を手法から学ぶという機会があって，それも目玉なの

ですけれども，新しいカリキュラムの中では，「地域フ

ィールド演習」という名前で1年生のときから現場の

地域に出ていく授業が単位化されました． 

 実は，昨年度まで島根県の隠岐島の海士町に地域フ

ィールド演習という形，あるいは単位化以前からお世

話になって行っている授業がありまして，私も川井田

さんと同じ昨年の4月に着任したのですが，着任早々

「こういうのがあるけれども，どう？」という話があ

りまして，私も海士町に行くことになって，地域フィ

ールド演習を体験してきました．そこで，学生と一緒

にいろんな人の話を聞いたりして，私自身も，とても

勉強になったのですが，そこで出会った人たちに影響

を受けて，学生たちが変わっていく姿を見ました．地

域で実践をしている方々なので，すごく熱量があるん

ですよね．そういった方々の話を聞くことができたの

が，とても印象的でした．今年度，実は海士町のプロ

ジェクトというのが，町長が勇退されるということ

等々のいろんな変わり目だったので，これを機に新た
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なフィールドということで，学部内でいろいろ検討し

たところ，割と近くの豊岡市というところでとても魅

力的な活動をしていると．その中の一つに発表の中で

もあった城崎アートセンターがあります．私は文化政

策を専門にしているのですが，その分野ではかなり知

られている先進的な取り組みということで，私もこの

鳥取に，山陰に着任したからには近々行きたいなとい

うような話も多分，家中先生とかにしたことがあった

のかもしれませんが，そういう御縁があって，豊岡へ

のフィールド演習を私が担当をさせていただくこと

になりました． 

 やはり，先ほどの川井田さんの地域調査プロジェク

トと同じように，このフィールド演習で重視しようと

思ったものの一つは，やはり人に会って人に話を聞く，

現場に行って具体的な話を聞くというところでした． 

 これも私ごとになりますが，もともと私は茨城県庁

で働いていた，実務経験者で，そこから転職してきた

のですが，政策という現場，役所も現場なんですよ．

いろいろ生々しいやりとりがあったり，もちろん役所

の向こうには地域というものがあるわけで，そういっ

たものを，この講義室の中で豊岡市長が6月20日に来

られて話をされました．とても魅力的な，中貝市長自

体がカリスマ性のある語り口で豊岡市のビジョンに

ついて，熱く語ってくださって，それ自体がとても勉

強になったのですが，さて，その実態はどうなのだろ

うみたいなところを，やはり学生に見てもらわなけれ

ばこれは伝わらないのではないかというのを強く感

じました．実は中貝市長のお話が終わった後に私は半

分冗談で，ではこの中貝市長が言っていたようなこと

は本当なのか，皆さん一緒に見に行きませんかという

ことを呼びかけました．半分冗談でしたが，半分本気

で，私も豊岡は行ったことがなかったので，実際にど

ういう人たちがどういうふうにそれを実践されてい

るのか見に行きたいという思いでした．もちろん，城

崎アートセンターのこともそうですが，城崎アートセ 

ンターという先進的な取り組みが生まれてきた，その

土壌というのはどういうことなのだろうというのを

知りたかったというのが私自身の動機でもあり，学生

と一緒に見に行きたかったことです． 

 それが，これまた行ってよかったことですが，私一

人で行ったわけではなくて，何名かの教員，そのうち

の一人はあそこにいる大元さんですが，大元さんはも

ともと豊岡のコウノトリの，今日も発表の中にあった

自然との共生の部分での研究をフィールドとしてさ

れているという先生と一緒に行くことができました．

あとは，家中先生や同じアートのことをやっている五

島先生と一緒に行って，さらにもう一つ大きかったの

は城崎アートセンターでうちの木野先生，ダンサーで

この大学の教員でもいらっしゃる木野先生がレジデ

ントアーティストとして，そこで作品づくりをやると

いう幸運に恵まれ，そういうチャンスもあったという

ことで，そういう教員同士でいろんな視点で豊岡を見

ることができました． 

 それぞれの教員がそうやって興味を持って見てい

るという姿も学生に見てほしいなという思いがあっ

て，実際行ったら私や五島先生が，学生を制して学生

より先に質問してしまうという場面もたくさんあっ

たりしたのですが，そういう現場感みたいなものを見

てもらいたいということで，それが今日の発表でどう

だったかというと，表面的な聞いてきた話とかという

ものもたくさんあったのですけれども，最後の最後で

やはり住民の方の思いといいますか，そういったもの

がベースになっているんだというような報告があっ

たのは，私の狙いの一つは少し達成できたのかなと思

いつつも，まだまだ課題というか，もっと勉強という

か見てほしいこともあるなというのはありますが，今

後また，事後勉強会だったり，先ほど言い忘れました

が，今年度中に現地での報告会も行いたいなと思って

いますので，それに向けてまた深めたいと思っていま

す．ちょっと長くなってすみません． 

家中 ありがとうございました．豊岡市は，市長が来

てくださったんですが，また，それを受けて僕らが豊

岡市にこのプロジェクトといいますか，事業を持って

いったときに豊岡市の職員の方がかなり積極的に勢

ぞろいでいろんな対応をしてくださいました．そのこ

ともまた後のフロアとのやりとりの中で話題にした

いと思います． 

 では，今度は2巡目というか，藤田先生，福井さん，

それから小林さん，飯田さんに，まずこんなことで自

分が呼ばれたんだ，そうだったんだという，畑さんの

言葉に対応することと，あと，福井さん，それから学
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生の報告について気づいたことがあれば，またお話し

ください．福井さんも同様に川井田さんのほうにリプ

ライというか，まだまだ奥は深いんだぞでもいいです

が，あとほかの取り組み，それから学生の2人は今日の

発表への感想，あと気づいたことを言ってくれればと

思います．ではお願いいたします． 

藤田 畑先生，先ほどは紹介どうもありがとうござい

ました．実は，畑先生からこの地域学研究大会で報告

をしてほしいと依頼された時には，まだ保育園を開園

したばかりで，3人しか子どもを預かっていなかった

のです．今は園には5人の子どもたちがいますが，この

家庭的保育は規則で最大預かっても5人までと決まっ

ています．それ以上は預かれないのです．だから，こ

の小さな保育園の経験をお話しても，どれだけ意味が

あるか自信がありませんでした． 

そのために，報告させてもらってもいいのかどうか

迷っていると，畑先生が「小さいからこそ，できるこ

とがあります．今回の研究大会のテーマは，それなの

です．小さな保育園だからこそできること，それを発

表してもらえればいいのです」とおっしゃいました．

その言葉に背中を押されて，では発表させていただこ

うと私の決心がつきました． 

 保育園を開園して，まだ1年しか経っていませんが，

大きな保育園ではできないが，「小さな保育園だから

こそできる」という観点から，この1年を振り返ると，

報告で述べましたような，いろいろなことができまし

た．そして，これらは保育をするにあたって非常に大

切なことではないかと思うようになりました． 

大きな保育園では，メリットもありますが，大きい

がゆえに実施しようと思ってもできないことが，私の

保育園ではできることに，少々自信も持つことができ

ました．そのことを，先ほどの報告で述べさせていた

だきました． 

 これらの経験を通して，私の考えも変化しました．

「大きい」と「小さい」は相対的なものにすぎません．

小さい，大きい，と感じることの感覚も変わってきま

した． 

 たとえば，小さい夢，大きい夢とか言いますけれど

も，その人にとって本当にそれが自分のなりたいこと

であれば，これを他人が小さい夢とか大きい夢とか言

うことは間違っている．それは，確かにその人にとっ

ては大きな夢なのだと評価する必要があると思いま

す．そのような見方も，今日の報告を準備するなかで

感じることができ，非常に有益でした． 

 外見的には小さくても，小石を池に落とせば，その

波紋が大きく広がっていくように，あるべき保育の発

展の可能を示せるような報告になればという思いを

込めてお話をさせていただきました．同時に，小さな

保育園のメリットを生かすために，今後さらに何がで

きるのかを考える良い機会になりました．皆様に感謝

いたします．ありがとうございました． 

家中 ありがとうございました．では，福井さん，お

願いいたします． 

福井 今日は，こういう場に招いていただきありがと

うございます．本当に皆様のお一人お一人の一言一言

を勉強させていただいております．ありがとうござい

ます．

 川井田先生が話された57万個のギアという話は確
かにしました．根底にあるのは「大家族計画」という

もので，それは多くの子どもをつくろうという話では

なくて，血のつながりはないけれども家族のように支

え合ったり，心配したり，喜びがあったら分かち合え

るような社会を目指していこうというものなんです．

たとえば鳥取丸という船があるとすれば，皆さんは乗

組員で何かしらの役割をもった必要な人なんです．船

の漕ぎ手もいれば交代する人もいる，おなかがすくの

で給食をつくる人もいるし教育をする人もいるとい

うように全員に役割があると思うのです．他にも，お

金がある人はどんどんお金を出してほしい，どんどん

回す．1万円というのはたった23円ですからね，印刷代
と紙代で23円．100万円あっても2,300円．1,000万あっ
ても2万3,000円です．でも使えば100万だったり1,000
万だったりするわけです．何もたんすの中に入れてお

く必要はないわけです．内部留保で会社に置いていた

って，しようがないんですよ．将来はどうなるかわか

らないんだから．どんどん地域で回しましょうという

話です．お金がある人はお金をどんどん出して地域で

回してください．

 じゃ，お金はないという人はどうするか，今まであ

なたがやってきたスキルとか知恵，アイデアを出して

ください．それもないという人はどうするかというと，

時間とあなたの労力を貸してください．それもないよ

という人は，伝えてください．伝えることだったらで

きるかもしれないですよね．ということは，誰でも何

かの社会貢献ができるよという話です．

 では，それが57万個のギアとして，一つの大きな船
に乗っているとすれば，どこに向かっているのか．嵐

もあるし，台風も来るし，ときどきは休憩も必要です

ね．向かっているのは未来，時計を動かしているギア

だと思えばいい．だから全員が必要なんです．だから

自殺しちゃいけない，いじめちゃいけない，必要だか

ら．そういうことを何らかの活動で表せないかなと考

えて，実験しながらやっています．カーゴマルシェも

そうです，細々とですが続けていきます．
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生の報告について気づいたことがあれば，またお話し

ください．福井さんも同様に川井田さんのほうにリプ

ライというか，まだまだ奥は深いんだぞでもいいです

が，あとほかの取り組み，それから学生の2人は今日の

発表への感想，あと気づいたことを言ってくれればと

思います．ではお願いいたします． 

藤田 畑先生，先ほどは紹介どうもありがとうござい

ました．実は，畑先生からこの地域学研究大会で報告

をしてほしいと依頼された時には，まだ保育園を開園

したばかりで，3人しか子どもを預かっていなかった

のです．今は園には5人の子どもたちがいますが，この

家庭的保育は規則で最大預かっても5人までと決まっ

ています．それ以上は預かれないのです．だから，こ

の小さな保育園の経験をお話しても，どれだけ意味が

あるか自信がありませんでした． 

そのために，報告させてもらってもいいのかどうか

迷っていると，畑先生が「小さいからこそ，できるこ

とがあります．今回の研究大会のテーマは，それなの

です．小さな保育園だからこそできること，それを発

表してもらえればいいのです」とおっしゃいました．

その言葉に背中を押されて，では発表させていただこ

うと私の決心がつきました． 

 保育園を開園して，まだ1年しか経っていませんが，

大きな保育園ではできないが，「小さな保育園だから

こそできる」という観点から，この1年を振り返ると，

報告で述べましたような，いろいろなことができまし

た．そして，これらは保育をするにあたって非常に大

切なことではないかと思うようになりました． 

大きな保育園では，メリットもありますが，大きい

がゆえに実施しようと思ってもできないことが，私の

保育園ではできることに，少々自信も持つことができ

ました．そのことを，先ほどの報告で述べさせていた

だきました． 

 これらの経験を通して，私の考えも変化しました．

「大きい」と「小さい」は相対的なものにすぎません．

小さい，大きい，と感じることの感覚も変わってきま

した． 

 たとえば，小さい夢，大きい夢とか言いますけれど

も，その人にとって本当にそれが自分のなりたいこと

であれば，これを他人が小さい夢とか大きい夢とか言

うことは間違っている．それは，確かにその人にとっ

ては大きな夢なのだと評価する必要があると思いま

す．そのような見方も，今日の報告を準備するなかで

感じることができ，非常に有益でした． 

 外見的には小さくても，小石を池に落とせば，その

波紋が大きく広がっていくように，あるべき保育の発

展の可能を示せるような報告になればという思いを

込めてお話をさせていただきました．同時に，小さな

保育園のメリットを生かすために，今後さらに何がで

きるのかを考える良い機会になりました．皆様に感謝

いたします．ありがとうございました． 

家中 ありがとうございました．では，福井さん，お

願いいたします． 

福井 今日は，こういう場に招いていただきありがと

うございます．本当に皆様のお一人お一人の一言一言

を勉強させていただいております．ありがとうござい

ます．

 川井田先生が話された57万個のギアという話は確
かにしました．根底にあるのは「大家族計画」という

もので，それは多くの子どもをつくろうという話では

なくて，血のつながりはないけれども家族のように支

え合ったり，心配したり，喜びがあったら分かち合え

るような社会を目指していこうというものなんです．

たとえば鳥取丸という船があるとすれば，皆さんは乗

組員で何かしらの役割をもった必要な人なんです．船

の漕ぎ手もいれば交代する人もいる，おなかがすくの

で給食をつくる人もいるし教育をする人もいるとい

うように全員に役割があると思うのです．他にも，お

金がある人はどんどんお金を出してほしい，どんどん

回す．1万円というのはたった23円ですからね，印刷代
と紙代で23円．100万円あっても2,300円．1,000万あっ
ても2万3,000円です．でも使えば100万だったり1,000
万だったりするわけです．何もたんすの中に入れてお

く必要はないわけです．内部留保で会社に置いていた

って，しようがないんですよ．将来はどうなるかわか

らないんだから．どんどん地域で回しましょうという

話です．お金がある人はお金をどんどん出して地域で

回してください．

 じゃ，お金はないという人はどうするか，今まであ

なたがやってきたスキルとか知恵，アイデアを出して

ください．それもないという人はどうするかというと，

時間とあなたの労力を貸してください．それもないよ

という人は，伝えてください．伝えることだったらで

きるかもしれないですよね．ということは，誰でも何

かの社会貢献ができるよという話です．

 では，それが57万個のギアとして，一つの大きな船
に乗っているとすれば，どこに向かっているのか．嵐

もあるし，台風も来るし，ときどきは休憩も必要です

ね．向かっているのは未来，時計を動かしているギア

だと思えばいい．だから全員が必要なんです．だから

自殺しちゃいけない，いじめちゃいけない，必要だか

ら．そういうことを何らかの活動で表せないかなと考

えて，実験しながらやっています．カーゴマルシェも
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家中 ありがとうございます．福井さんのお話を聞い

ていると，とても元気，楽しくなって一緒にやりたい

なという気持ちになりますね．それからさっき，川井

田さんが移住した方たちの活動する場をつくるとい

うことをおっしゃったけれども，福井さんのお話の中

でも，今もおっしゃいました，その人はいろんなスキ

ルを持っているので，それをうまく引き出して，君だ

ったらここができるよ，あれができるよと自分の経験

を生かすような場があるのだろうなと思って，藤田先

生もそうですね，奥さんの保育士の夢に終わらせずに

使うことができたというのも，まさしくそうかなと思

って，御自身のおうちの改造もそうですよね，持って

いるものをもう一回使いこなしていくということだ

ろうと思います． 

 では，小林さんと飯田さん，お願いします． 

小林 地域学部，地域学科，地域創造コースの小林と

申します．本日はありがとうございました．全体の感

想を言わせていただきます． 

 まず，内山節先生のお話を伺って，一番すごく印象

的だったことが，最後のほうにおっしゃっていたんで

すが，やり方が新しくても本来のものに回帰している

という言葉がすごく印象的で，実際に私たちも豊岡を

訪問させていただいていろいろな場面を見せていた

だいたり，お話を聞いたりしたのですが，例えば出石

地区であったら，出石地区は昔からある城下町の町並

みを守りながら地域の住民の方々とお互いに支え合

って，新しいものも入れつつ，それでも本来のものを

守っているということとか，もしくは城崎であったら，

文学があってさらにその文学にあやかって，本を出版

して現地限定で販売して，足を踏み入れてもらうとい

ったように，やり方が新しくても本来のものに回帰し

ているというのは，まちづくりにおいてすごく大事な

こと，まちづくりだけではないかもしれないですが，

でも地域を再生させるというのには，非常な重要なこ

となのかなというふうに思ってとても印象的でした．

ありがとうございました． 

 福井さんのお話を伺って，まちづくりは人づくりの

次に事づくりをまず始めようというのも印象的で，や

っぱり実践しないことには何も始まらないと思いま

すし，この言葉は何でもない言葉に聞こえるかもしれ

ないですが，でも，すごく力を持っている言葉で，今

後の私たちであったり若い人にとって重要な言葉な

のではないかなと思って，ぜひ，今日直接お話を伺う

ことができたので，私自身からもっと友人であったり，

周りにも拡散していけたらいいなと思っております．

ありがとうございました． 

 

飯田 地域学部，地域創造コースの飯田菜生です．今

回，豊岡のフィールドワークに参加して，さまざまな

ところで多くの方からお話を伺うことができて，一番

に思ったのが，やっぱり一番に地域のことを考えてい

るというのを強く感じました． 

 まず，内山さんのお話を聞いていく中で特に印象的

だったことが，自由な個人はすぐれた関係をつくり出

すものという言葉が印象的で，田舎であったり，地域

で暮らしていると，人間関係などで自由ではないよう

に，今まで感じていたのですけれども，すぐれた人間

関係というのは，逆に一人一人を自由なものにするん

だなということを思って，私が今までにない考え方だ

と思ったので，とても印象的でした． 

 また，福井さんのお話の中で，地域の中に資源があ

るだけでは町は変わらないという言葉も印象的で，そ

ういう資源を活用しなければ，町の魅力というのは伝

わらないし，そういう魅力があることで，魅力を周り

に伝えることで，その地域の人たちは自分たちが暮ら

している地域にプラスな意識を持っていくのではな

いかと思いました． 

 そうした住民一人一人の利害関係とかではなく，互

いに思いやる関係を持つことがこれからの地域を考

える上で重要になるのではないかと思います．今回は

貴重なお話を聞かせてもらえたと思います．ありがと

うございました． 

家中 ありがとうございました．それでは，次に少し

会場の皆さんとやりとりをさせていただきます．今日

のゲストの方々への御質問，先ほどちょっと時間がな

くて十分にマイクを回せませんでしたが，御感想も含

めてで結構ですので，どうぞフロアのほうから御発言

いただければと思います．では，どうぞ． 

会場発言 湯梨浜町から来ました．よろしくお願いい

たします．今日の地域学研究会が9年目，9回というこ

とですが，今日初めて参加させていただいて，多面的

な視点でのそれぞれのパネル者の皆さんの報告を大
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変興味深く聞かせていただきました．私，午後からの

参加しかできていませんので，午前中はもっとたくさ

んいらっしゃったのかどうかはわかりませんが，もっ

ともっと多くの地域の方や，いろんな関係者の方々の

御参加があって，いろんな交流とこれからにつなげて

いける何かの機会になっていけばいいのかなという

ことを感じましたので，ぜひもっともっと，この研究

会の発信を県内に各団体を含めてしていただけたら

なということを感じました．今日の参加は藤田先生の

ほうからの，ぜひおいでてねという御案内がありまし

たので，私，保育団体のほうの代表をしておりまして，

その関係で藤田先生に御質問させていただきたいと

思っております． 

 まずは，3歳未満児の少人数で心細やかな保育環境

を整えて，保育提供をされているという実践報告をい

ただきまして，本当に敬意を表するところです．それ

で，その上でまず一つは保育の実践をなさっていらっ

しゃるところですが，保育を振り返り，また，新たな

子供たちのそれぞれの年齢があるわけですが，成長発

達を促していくために，保育の質向上に向けた職員の

皆さんの，御家族の方が中心ではありますけれども，

自主研修，または畑先生等の支援員の講座にも出られ

るということがありますが，自主研修的なものは，ど

ういうものをやっていらっしゃるのかなということ

が一つ． 

 それと，特に3歳未満児に対しては，離乳食，中期後

期，完了食を含めて，食が非常に大事になってきます

ので，一つは食材に対する基本的な考え方，どう思っ

ていらっしゃるのかということと，献立方法を教えて

ください．それと，3歳で卒園という形になりますので，

連携保育施設を持っていらっしゃるのかどうかとい

う，この点だけ教えてください． 

家中 では，藤田先生，お願いいたします． 

藤田 ご質問ありがとうございます．まず，保育の質

の向上の研修ですが，私は研修の主催者ではなく，む

しろ研修を受けるほうなので，私以外の方，たとえば

研修の講師をされている畑先生などにお聞きになっ

たほうが良いのではないかと思います． 

 私の保育園の食事の献立については，離乳食にむか

うこの時期の子どもにとって食育が非常に大切であ

るという観点から，栄養士さんの監修のもと私の保育

園で調理師さんに調理をしてもらっています．10時か

ら13時までパートで調理師さんに来てもらって，子ど

もたち5人分の昼食とデザート，3時のおやつを，それ

ぞれ作っていただいています． 

 それから，連携施設についての御質問ですが，私の

保育園は3歳未満児を預かっていますので，3歳児にな

ると他の保育園やこども園に行きます．その場合の施

設については，近くにある「ひかりこども園」と連携

施設の協定を結んでいますので，保護者が望めば，私

の保育園を卒業して「ひかりこども園」に入園するこ

とができます． 

 また，保護者の方がこの連携施設を希望されない場

合でも，それまで私たちの保育園に通っていた子ども

たちは，入園できる条件のポイントが高くなりますの

で，他の保育園やこども園に入る場合は有利になりま

す．そういう利点があるということです． 

会場発言 園の中での自主研修ということについて

は． 

藤田 保育園の自主研修は，鳥取市や鳥取県などが研

修プログラムを提供していますので，それを受講する

ことになります．私の保育園からも受講者をだして，

受講した者は帰ってきてからその研修の内容を他の

スタッフに伝え，保育にかかわっている全員が共有す

るようにしています．

家中 よろしいですか，畑先生． 

畑 鳥取市や鳥取県が主催する研修の仕組みの中に，

家庭的保育事業ももちろん入っていまして，その一環

で必要な研修に今，参加しておいでのところです． 

家中 どうもありがとうございました．それから，私

の方からフロアに振ろうかと思いますが，今日，豊岡

市役所からも，この地域フィールド演習をお世話して

くださった坂本さんがいらしているので，別に役所か

ら派遣されたというわけではなくて，懇談会のときに

内山さんが今日来るよと言ったら，ぜひ来るというこ

とでいらっしゃって，学生の報告への感想もそうです

が，今日の取り組みについてのご感想，あるいは，投

げかけるものがあったらコメントをいただければと

思います．

会場発言 皆さん，こんにちは．兵庫県豊岡市から来

ました坂本と申します． 

 学生の皆さん，本当にお疲れさまでした．フィール
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変興味深く聞かせていただきました．私，午後からの

参加しかできていませんので，午前中はもっとたくさ

んいらっしゃったのかどうかはわかりませんが，もっ

ともっと多くの地域の方や，いろんな関係者の方々の

御参加があって，いろんな交流とこれからにつなげて

いける何かの機会になっていけばいいのかなという

ことを感じましたので，ぜひもっともっと，この研究

会の発信を県内に各団体を含めてしていただけたら

なということを感じました．今日の参加は藤田先生の

ほうからの，ぜひおいでてねという御案内がありまし

たので，私，保育団体のほうの代表をしておりまして，

その関係で藤田先生に御質問させていただきたいと

思っております． 

 まずは，3歳未満児の少人数で心細やかな保育環境

を整えて，保育提供をされているという実践報告をい

ただきまして，本当に敬意を表するところです．それ

で，その上でまず一つは保育の実践をなさっていらっ

しゃるところですが，保育を振り返り，また，新たな

子供たちのそれぞれの年齢があるわけですが，成長発

達を促していくために，保育の質向上に向けた職員の

皆さんの，御家族の方が中心ではありますけれども，

自主研修，または畑先生等の支援員の講座にも出られ

るということがありますが，自主研修的なものは，ど

ういうものをやっていらっしゃるのかなということ

が一つ． 

 それと，特に3歳未満児に対しては，離乳食，中期後

期，完了食を含めて，食が非常に大事になってきます

ので，一つは食材に対する基本的な考え方，どう思っ

ていらっしゃるのかということと，献立方法を教えて

ください．それと，3歳で卒園という形になりますので，

連携保育施設を持っていらっしゃるのかどうかとい

う，この点だけ教えてください． 

家中 では，藤田先生，お願いいたします． 

藤田 ご質問ありがとうございます．まず，保育の質

の向上の研修ですが，私は研修の主催者ではなく，む

しろ研修を受けるほうなので，私以外の方，たとえば

研修の講師をされている畑先生などにお聞きになっ

たほうが良いのではないかと思います． 

 私の保育園の食事の献立については，離乳食にむか

うこの時期の子どもにとって食育が非常に大切であ

るという観点から，栄養士さんの監修のもと私の保育

園で調理師さんに調理をしてもらっています．10時か

ら13時までパートで調理師さんに来てもらって，子ど

もたち5人分の昼食とデザート，3時のおやつを，それ

ぞれ作っていただいています． 

 それから，連携施設についての御質問ですが，私の

保育園は3歳未満児を預かっていますので，3歳児にな

ると他の保育園やこども園に行きます．その場合の施

設については，近くにある「ひかりこども園」と連携

施設の協定を結んでいますので，保護者が望めば，私

の保育園を卒業して「ひかりこども園」に入園するこ

とができます． 

 また，保護者の方がこの連携施設を希望されない場

合でも，それまで私たちの保育園に通っていた子ども

たちは，入園できる条件のポイントが高くなりますの

で，他の保育園やこども園に入る場合は有利になりま

す．そういう利点があるということです． 

会場発言 園の中での自主研修ということについて

は． 

藤田 保育園の自主研修は，鳥取市や鳥取県などが研

修プログラムを提供していますので，それを受講する

ことになります．私の保育園からも受講者をだして，

受講した者は帰ってきてからその研修の内容を他の

スタッフに伝え，保育にかかわっている全員が共有す

るようにしています．

家中 よろしいですか，畑先生． 

畑 鳥取市や鳥取県が主催する研修の仕組みの中に，

家庭的保育事業ももちろん入っていまして，その一環

で必要な研修に今，参加しておいでのところです． 

家中 どうもありがとうございました．それから，私

の方からフロアに振ろうかと思いますが，今日，豊岡

市役所からも，この地域フィールド演習をお世話して

くださった坂本さんがいらしているので，別に役所か

ら派遣されたというわけではなくて，懇談会のときに

内山さんが今日来るよと言ったら，ぜひ来るというこ

とでいらっしゃって，学生の報告への感想もそうです

が，今日の取り組みについてのご感想，あるいは，投

げかけるものがあったらコメントをいただければと

思います．

会場発言 皆さん，こんにちは．兵庫県豊岡市から来

ました坂本と申します． 

 学生の皆さん，本当にお疲れさまでした．フィール
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ド演習のときはお越しになっているのはわかってい

たのですが，その後また個人的に豊岡を訪問されてい

たということは知らなかったので，本当に大変だった

なと思って聞いていました． 

 出石の永楽館だとか，それから城崎国際アートセン

ターとか，カバンストリートといういろんな取り組み

を紹介していただいて，豊岡は，あっ，そんなにすご

い町なのかなと自分も思うぐらい，いろんな事例を取

り上げていただきました．でも，どれも一つ一つが，

今日キーワードになっている，小さなつながりという

か，小さいコミュニティーの中で深められてきたこと

で，それらが一つになって全体で輝いているというこ

となのだろうと改めて思いました． 

 思い出したのは，平成17年に豊岡市は1市5町で合併

をして新しい豊岡市になったのですが，そのときに中

貝市長が，それぞれの町が真珠のような輝きを持って

いて，それをつなげてネックレスにするような町にし

たいということをおっしゃっていました．大きい町に

なって，のぺっと同じ顔になるのではなくて，それぞ

れの個性が輝くような町になればいいなということ

をおっしゃっていて，その小さなつながりというのを

深めていった結果，今のようなことになっているのだ

ろうと思いました． 

 私自身は，旧豊岡市でずっと勤めていまして，どち

らかというと，コウノトリ野生復帰の取り組みを一生

懸命やってきた一人であります．私は，コウノトリと

いう鳥を見るときにいつも思うのが，「過去と対話を

させてくれる」ということです．豊岡ではもう今，町

を歩いていても普通にコウノトリに出会ったりする

のですが，そのたびにコウノトリがどういう経過で今

に至っているのかなとか，昔はどういうふうに人とつ

き合って暮らしてきたのだろうということを会うた

びに思い返します．そのたびに過去と対話をさせても

らっている．我々は今だけを生きているわけではなく

て，やっぱりつながってきて今があるので，そういう 

ことをたびたび繰り返して思い出しながら，では，こ

れからどうするかということを考える，よいきっかけ

をコウノトリがつくってくれているというふうに思

っています．たぶん城崎もそうだし，出石もそうだし，

カバンストリートもそうですが，やっぱりつながって

きたことというのを振り返ったりしながら，今できる

ことをやっているということだろうと思います． 

「ローカルを極めながらグローバルに」と言うと大

げさな表現ですが，我々はとにかく足元を磨き続ける

みたいなことをやっていきたいなと思っています．で

は，鳥取では何ができるか，あるいは自分が生まれた

町だったらどうできるかということを，深く展開して

いっていただけたらうれしいなと思います．豊岡での

発表会，またお待ちしています．よろしくお願いしま

す． 

家中 どうもありがとうございました．竹内さん，何

かよろしいですか． 

竹内 すみません，今聞いて思ったことなんですが，

豊岡市の基本構想で今日の発表のテーマにも出てき

た，小さな世界都市で英語に訳して，「Local & Globa
l City」という言い方で，小さなというのをローカルと
訳したりという，この感覚がすごくいいなというとこ

ろであり，今回のこの研究大会のテーマともつながり，

畑先生が持ってきてくださった「身近な小さな変化」

ということと，すごく結びついているなと．あと，内

山さんがおっしゃった過去との対話みたいなこと，自

然も地域のメンバーであるみたいな日本人的な考え

方というものも，通じるものがあるのかなと，すてき

なコメントをありがとうございました．

家中 どうもありがとうございました．では，手を挙

げている方がいますので，マイクをお願いします． 

会場発言 地域教育学科3回生の学生です．講演をあ
りがとうございました．福井さんに御質問があるので

すが，先ほどみんなが動いてほしいとおっしゃってい

て，できない人はできることをするとおっしゃられた

のですが，何か僕はそれがちょっと人を資本として見

ているような気がしました．なぜなら，それすらでき

ない方々もおられると私は考えていまして，たとえば

生まれたときから意識がない方々もおられます．そう

いう方々はどうしたらいいのかなという質問です．よ

ろしくお願いします．

福井 ありがとうございます．大家族計画というのは，

寝たきりの人にも当然当てはまります．僕の弟は実は

知的障害者です．でも彼は彼でやることがあるんです．

だから，公平に公正にというのはもちろん当たり前，

家族ですから．でも，ほかの人から見れば家族ではな

い．僕が言いたいのは健常者を中心にしたいという話
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ではなくて，そういう気持ちをまず持たないと社会は

変わっていかないということです．持ちましょうよと，

努力する必要はないです．日々の活動の中で一人ひと

りが気づいて，その人が伝えていくような仕組みがあ

ったり，さらにそれを持続可能にすることで，それが

可能になっていくのではないかなと．世界は変えられ

ないですよ，一人では．でも何かしら自分がアクショ

ンを起こすことで，それが拡散したり気づきを与えた

りして，結果的に変わっていくのではないかというこ

とに希望を持ちたいですよね．だから，あくまでも健

常者を中心にした考えではないです．僕もそういう弟

がいて，彼も必要な存在だという視点で話をしたつも

りなんですが，伝わらなかったらごめんなさい．

家中 どうもありがとうございました．ほかに，はい，

どうぞ．

会場発言 先ほど質問された方が意識がない状態で

もとおっしゃっていて，たぶん私の想像なんですが，

福井さんがおっしゃりたかったのは，内山さんが「か

けがえのない存在」とおっしゃった言葉で捉えればつ

ながるのかなと思いました．その人が存在することで，

もちろん大変なこともあるけれど，そこに情熱を注ぐ

ことや，とてもかけがえのない存在であるということ

も，私たちにいろいろなことを与えてくれるのかなと

感じたんです．

家中 どうもありがとうございました．なるべく皆さ

んに御発言いただこうと思うので，ではどうぞ． 

会場発言 今，お聞きしまして，大変いい話だなと思

いました．それで，今，私たちはフェイスブックなり，

いろんな情報ツールを持って，こういう会があるとい

うことは知っているのですが，一般の方というのは，

あまりご存知ない方が多いんですよ．ですから，例え

ば出張というような形で，あるいは青谷総合支所でや

るとか，あるいは公民館でやるというような形をとっ

ていただければ，もっと地域民に対する広報が広がる

のではなかろうかなと． 

 もう一点は，私は昔から思っていたのですが，日本

人の原点に返ってきているのではないかなと．自然エ

ネルギーにしましても，いろんなことにつきましても，

昔の人は自分たちの手でやっていたんですよね．例え

ば道路をつくるにしても，田んぼを耕してつくるにし

ても，地域の人がみんなで協力し合って，そして道を

つくっていったと．それから，自然エネルギーにして

も山に登ったり木を切ってきたりして，そうして日本

人のよさというのをだんだん失ってきている，それを

もう一回原点に帰ろうかなと，不易流行ではないです

が，そういった時代の懐古ではないですけれども，そ

ういう形に帰ってきているのではないかなと．ただ，

それらを皆様方があまり理解していないという，特に

地域の方なんかもそうなんですが，そういうことをも

う一回思い起こさせるためにも，ぜひ地域のほうでも

出張講義とか，そういうのをしていただきたいなと思

っております．今日は大変ありがとうございました． 

家中 どうもありがとうございました．ほかに，いか

がでしょうか． 

会場発言 僕の質問に対する答えをありがとうござ

いました．その上でなのですが，かけがえのない存在

というのは僕もすごくわかっていて，かけがえのない

存在なのであれば，僕は何もしなくても，存在自体を

認めてあげればいいのかなと思っています．働くから

とか家族だからとかでなく，働かないでも何も持って

いなくても，いるだけで認めてあげるということには

ならないのかなという疑問を持ちました．だから，全

然与えてくれなくても，その存在を認めていくべきな

のかなと考えました．

福井 お答えになるかどうかはわかりませんが，カー

ゴマルシェをやっているとき，リヤカーのときもそう

なんですが，御高齢の方になるとやっぱり足腰が悪く

て，なかなか外へ出てこられないんですよ．どうして

も引きこもりになってしまう．そうすると，情報が伝

わらないのと同時に思いがいっぱいになって，どこに

もそれを持っていく場がないお年寄りが増えてきて

います．だから，表に出てきてもらうためにも，「こん

ちわ，毎度」とか言ってドアを開けると新鮮な空気が

入るわけです．それで出てきてもらう，それがまず一

番，健康のためにもいい．そうするとそういうお年寄

りはずっとしゃべるんですよ．でね，次に行かなきゃ

いけないと思いつつも聞いてあげる，傾聴する．これ

はとても大切です．物を買ってもらわなくてもいい，

相手が何を求めているかというのは10人いたら10人
違う．引きこもっているお年寄りの方のお話を聞いて
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ではなくて，そういう気持ちをまず持たないと社会は

変わっていかないということです．持ちましょうよと，

努力する必要はないです．日々の活動の中で一人ひと

りが気づいて，その人が伝えていくような仕組みがあ

ったり，さらにそれを持続可能にすることで，それが

可能になっていくのではないかなと．世界は変えられ

ないですよ，一人では．でも何かしら自分がアクショ

ンを起こすことで，それが拡散したり気づきを与えた

りして，結果的に変わっていくのではないかというこ

とに希望を持ちたいですよね．だから，あくまでも健

常者を中心にした考えではないです．僕もそういう弟

がいて，彼も必要な存在だという視点で話をしたつも

りなんですが，伝わらなかったらごめんなさい．

家中 どうもありがとうございました．ほかに，はい，

どうぞ．

会場発言 先ほど質問された方が意識がない状態で

もとおっしゃっていて，たぶん私の想像なんですが，

福井さんがおっしゃりたかったのは，内山さんが「か

けがえのない存在」とおっしゃった言葉で捉えればつ

ながるのかなと思いました．その人が存在することで，

もちろん大変なこともあるけれど，そこに情熱を注ぐ

ことや，とてもかけがえのない存在であるということ

も，私たちにいろいろなことを与えてくれるのかなと

感じたんです．

家中 どうもありがとうございました．なるべく皆さ

んに御発言いただこうと思うので，ではどうぞ． 

会場発言 今，お聞きしまして，大変いい話だなと思

いました．それで，今，私たちはフェイスブックなり，

いろんな情報ツールを持って，こういう会があるとい

うことは知っているのですが，一般の方というのは，

あまりご存知ない方が多いんですよ．ですから，例え

ば出張というような形で，あるいは青谷総合支所でや

るとか，あるいは公民館でやるというような形をとっ

ていただければ，もっと地域民に対する広報が広がる

のではなかろうかなと． 

 もう一点は，私は昔から思っていたのですが，日本

人の原点に返ってきているのではないかなと．自然エ

ネルギーにしましても，いろんなことにつきましても，

昔の人は自分たちの手でやっていたんですよね．例え

ば道路をつくるにしても，田んぼを耕してつくるにし

ても，地域の人がみんなで協力し合って，そして道を

つくっていったと．それから，自然エネルギーにして

も山に登ったり木を切ってきたりして，そうして日本

人のよさというのをだんだん失ってきている，それを

もう一回原点に帰ろうかなと，不易流行ではないです

が，そういった時代の懐古ではないですけれども，そ

ういう形に帰ってきているのではないかなと．ただ，

それらを皆様方があまり理解していないという，特に

地域の方なんかもそうなんですが，そういうことをも

う一回思い起こさせるためにも，ぜひ地域のほうでも

出張講義とか，そういうのをしていただきたいなと思

っております．今日は大変ありがとうございました． 

家中 どうもありがとうございました．ほかに，いか

がでしょうか． 

会場発言 僕の質問に対する答えをありがとうござ

いました．その上でなのですが，かけがえのない存在

というのは僕もすごくわかっていて，かけがえのない

存在なのであれば，僕は何もしなくても，存在自体を

認めてあげればいいのかなと思っています．働くから

とか家族だからとかでなく，働かないでも何も持って

いなくても，いるだけで認めてあげるということには

ならないのかなという疑問を持ちました．だから，全

然与えてくれなくても，その存在を認めていくべきな

のかなと考えました．

福井 お答えになるかどうかはわかりませんが，カー

ゴマルシェをやっているとき，リヤカーのときもそう

なんですが，御高齢の方になるとやっぱり足腰が悪く

て，なかなか外へ出てこられないんですよ．どうして

も引きこもりになってしまう．そうすると，情報が伝

わらないのと同時に思いがいっぱいになって，どこに

もそれを持っていく場がないお年寄りが増えてきて

います．だから，表に出てきてもらうためにも，「こん

ちわ，毎度」とか言ってドアを開けると新鮮な空気が

入るわけです．それで出てきてもらう，それがまず一

番，健康のためにもいい．そうするとそういうお年寄

りはずっとしゃべるんですよ．でね，次に行かなきゃ

いけないと思いつつも聞いてあげる，傾聴する．これ

はとても大切です．物を買ってもらわなくてもいい，

相手が何を求めているかというのは10人いたら10人
違う．引きこもっているお年寄りの方のお話を聞いて
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あげるだけでも，何かの貢献になっているのかなとい

うふうに思います．答えになってないかな．

家中 ありがとうございました．みんながシェアされ

ていますから大丈夫です．ありがとうございます． 

会場発言 失礼します．本当に内山先生のお話から午

後の発表まで，すばらしい時間でよかったなと思いま

す．皆さん言われていますが，この話が全体がつなが

っていくということが，この会の一本の筋が入ってい

る，世の中のいろんなことがどんどんつながっていく

というのは，我々にとって実はわかったという瞬間に

なるなという，わかるという意味を何か本当に感じさ

せていただいた会かなというふうに思います． 

 藤田先生にはいろんなところでお世話になってお

りまして，ただいつもの藤田節がちょっと社会のこと

は，政治のことはどうなんだというのは，ちょっとこ

れが社会とどうつながって今の問題と，今なされてい

ることがどうつながっていくのかというところが，も

う少し実はお聞きしたかったかなというところはあ

るのですが，いろんなことがつながっていって，実は

物事はわかっていくというそのプロセスを改めて感

じさせていただいた，そういう大変ありがたい時間で

した．本当にどうもありがとうございました． 

家中 どうもありがとうございました．ほかにフロア

のほうからいかがでしょうか．では，お願いします． 

会場発言 地域学部の准教授の村田といいます．内山

先生のお話を聞いていて同時に前半，後半と聞いてい

て，大変心が温かくなってきたというか，それを少し

考えてみるとやっぱり，人間は個人になると自由では

なくなる，逆に言えばすぐれた関係の中で人は自由に

なると内山先生がおっしゃっていたのですが，あと藤

田先生と福井先生のお話を聞いていて，お二人ともや

っぱり，今の時代って，僕，2年前に初めて教員になっ

て思ったのですが，先生というのは社会的な親という

のですかね，もう一人の親になることなのだなと最近

すごく思っていて，お二人がやられていることで大変

に，内山先生の表現で言えばすぐれた関係とおっしゃ

るんですが，お二人とももう一人の親になられている

感じがすごくしていて，こういう関係の中にいたとき

に人って自由とか次のステップに行けるというか，福

井先生の話を聞いて何かもうやりたくなっちゃう．う

ちの子供を保育園に送りたいなと思ってしまう，この

感覚って何か，ああ，こういうすぐれた関係って僕の

中で，さっき先生がおっしゃいましたけれども，３人

の中で共通しているのは社会的な親というのですか，

僕の存在を認めてくれる誰かが，しかも，その依存先

が大変多くなっていく．そういうことがだんだん少な

くなっているように思うんですよね．その中で，お二

人がされていることが，大変にすぐれている点はそこ

だなと感じて，僕もちゃんと先生にならなきゃなと思

いながら，今お話を聞かせていただきました．どうも

ありがとうございます． 

家中 どうもありがとうございます．社会的親って，

昔は名づけ親とか，僕らが小さいときは，おまえは橋

の下から拾われてきたんだぞと，親に怒られると言わ

れたんですけれど，それとか最近，仲人というのがな

くなってきましたが，それも親ですよね．本当に社会

的親というのがあって，それをそういう言葉は使わな

いかもしれないけれども，でも福井さんは大家族計画

とおっしゃったりしていましたし． 

 僕なんかがいつも思うのは，少し脱線しますが，親

はやっぱり自分の子をいつまでも大切に見ていたい

のだけれども，でも残念ながら親が先立たなくてはい

けないんですよね．あるいは親がその場にいないとき

に自分の子が危機に陥るときもある．そのときに託す

る人たちが地域，社会，世間にいるということ，そう

いう思いが制度として立ち上がってきたのは，日本の

社会的親の制度かなと思って，慣習ですかね，文化．

そういうものを現代にもう一回どうやってつくって

いけるかというのが，やっぱり関係をつくって一人一

人が束縛される関係ではなくて，自由に生きれる，そ

の個性が生かされるものというのをつくれたらと思

います． 

 それでは，内山さん，最後にご感想を言っていただ

ければ，ありがたいのですが．よろしくお願いいたし

ます． 

内山 地方といってもいいし，田舎といってもいいけ

れども，そういう地域からいろんな試みがどんどんな

くなっていくというのがこの間の歴史で，それが今い

ろんな試みをまた始めた時代といいますか，ちょうど

そういう端境期なのだろうという気がします．そうい

ういろんな試みが蓄積されていくと，いろんなことが
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変わっていきます．だから，何がよいかということで

はなくて，蓄積が大事ということです．今そんなとこ

ろに来ているような気がします．

 最近，日本でつくっているもので，相当品質がいい

ものができ始めたなと思っているものの中にワイン

とチーズがあります．ワインはもういろんな地域で結

構いいものをつくっていますし，それからチーズも，

もともと日本のチーズはちょっといただけないなと

いう感じだったのですが，最近は，おっというチーズ

がたまにあるといいますか，そのはしりをつくったの

に，北海道の新得というところに「共働学舎」という

のがあって，ここは主に知的障害者と一緒になって仕

事をしているところで，それで「共働」なのですが，

そこがつくった，「さくら」というチーズのできがよく

て，本当にびっくりという感じです．共働学舎の方に

会ったときにどうやってこんないいチーズをつくっ

たのと，そしたら，いや，簡単な理由で，知的障害者

がつくっているからと．健常者はどうしてもいろんな

こと考えながらやるので，雑念が入っていかんという

のです．知的障害者の人は発酵だけに集中して管理を

するといいますか，だから健常者にできないぐらい，

その管理がいいという．その結果，できたのがこれと

いうので，ああ，そういうことがあるのかと思って．

障害を持っている方は，はっきり言えば，能力はない

んだけれども，能力がないから社会から追放するので

はなくて．健常者が一緒になって働けたり生活できた

りするようにしましょうみたいな，そういうような雰

囲気だったけれども，逆があるという．障害者の方が

すぐれたものができるという，そのケースがあるとい

う，そのことを思って．そうすると多分これはいろん

なところで本当はあるといいますか．だけど私たちの

社会は健常者中心の社会をつくっちゃっているため

に，そういう可能性を隠してしまっているといいます

か．だからもっと表に出してくると，こんなやり方が

あったというのが，いっぱいあるはずといいますか，

そういう点でもこれからそういう蓄積が必要です．

 それから，僕のいる上野村なんかでも，実は遊休農

地をつくらせないという方針が村にはあるので，それ

でも少しは出るわけです．それをお年寄りの人たちに

すごく安いパート代みたいなものを出して，農地耕作

隊をつくってもらったといいますか，実はそれは健康

対策，あと医療費対策でもあるのですが，だから能率

を上げてやらなくてもいいと．ともかく出てきて体を

動かして，楽しくやってくれればそれでいいと．その

かわり，ほんのちょっとお小遣いが入る程度で，そし

たら結構皆さんがやって，そのうち，農業を教えてく

れという若者が来たりするものだから，ますます元気

になっちゃったりする．大体皆さんよくできますので，

結果的には能率も結構いいんですが，そのうちに本気

になってきちゃって，もっといくというので，今はト

マトだとかイチゴだとか，結構いろいろつくっていて，

その上に今度，土木事業部をつくっちゃっているんで

す．村のお年寄りっていろんな仕事をしていますから，

ちょっとした土木工事はできるんですよ．ちょっとし

たユンボぐらい動かせるとかですね．

 ですから，自分たちで請けてちょっとした工事，橋

をつけ直すことはできないですが，実際には村の中で

もちょっとここをコンクリートにしたりとか，たくさ

んあるといいますか，だからそれをどんどん受けるい

う．だから，農業兼土木会社なんかをつくっちゃって，

非常に楽しくやっています．

 やっぱりこういうのを見ていても，私たちの社会，

人間の能力を生かし切っていないなと．それをやった

のも，もともとは，冬になったら炬燵に入ってテレビ

を見ているばっかりになっちゃうので，健康にも悪い．

ですから，本当に今の社会，いろんな埋もれた能力と

いうのはいっぱいあって，その中には障害を持ってい

るがゆえに持っている能力もあるし，社会がもう顧み

ないために，埋もれちゃった能力みたいなものがいっ

ぱいあって，そういうものを掘り返していく社会とい

いますか，つくっていきたいなと思いながら話を聞い

ておりました．ちなみに，今日，僕，こういう鞄を背

中にしょってきていますが，これは豊岡です．（拍手）

家中 どうもありがとうございました．では，これで

総括セッションのほうを終了させていただきたいと

思います．皆様，ご報告，またディスカッションも，

どうもありがとうございました．（拍手） 

司会 皆様，本日の大会はいかがでしたでしょうか．

これをもちまして，本日の内容は全て終わりとなりま

す．皆様，本当にお疲れさまでした．それでは閉会に

当たりまして，柳原邦光，地域学部副学部長より閉会

の御挨拶を申し上げます．よろしくお願いいたします． 
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変わっていきます．だから，何がよいかということで

はなくて，蓄積が大事ということです．今そんなとこ

ろに来ているような気がします．

 最近，日本でつくっているもので，相当品質がいい

ものができ始めたなと思っているものの中にワイン

とチーズがあります．ワインはもういろんな地域で結

構いいものをつくっていますし，それからチーズも，

もともと日本のチーズはちょっといただけないなと

いう感じだったのですが，最近は，おっというチーズ

がたまにあるといいますか，そのはしりをつくったの

に，北海道の新得というところに「共働学舎」という

のがあって，ここは主に知的障害者と一緒になって仕

事をしているところで，それで「共働」なのですが，

そこがつくった，「さくら」というチーズのできがよく

て，本当にびっくりという感じです．共働学舎の方に

会ったときにどうやってこんないいチーズをつくっ

たのと，そしたら，いや，簡単な理由で，知的障害者

がつくっているからと．健常者はどうしてもいろんな

こと考えながらやるので，雑念が入っていかんという

のです．知的障害者の人は発酵だけに集中して管理を

するといいますか，だから健常者にできないぐらい，

その管理がいいという．その結果，できたのがこれと

いうので，ああ，そういうことがあるのかと思って．

障害を持っている方は，はっきり言えば，能力はない

んだけれども，能力がないから社会から追放するので

はなくて．健常者が一緒になって働けたり生活できた

りするようにしましょうみたいな，そういうような雰

囲気だったけれども，逆があるという．障害者の方が

すぐれたものができるという，そのケースがあるとい

う，そのことを思って．そうすると多分これはいろん

なところで本当はあるといいますか．だけど私たちの

社会は健常者中心の社会をつくっちゃっているため

に，そういう可能性を隠してしまっているといいます

か．だからもっと表に出してくると，こんなやり方が

あったというのが，いっぱいあるはずといいますか，

そういう点でもこれからそういう蓄積が必要です．

 それから，僕のいる上野村なんかでも，実は遊休農

地をつくらせないという方針が村にはあるので，それ

でも少しは出るわけです．それをお年寄りの人たちに

すごく安いパート代みたいなものを出して，農地耕作

隊をつくってもらったといいますか，実はそれは健康

対策，あと医療費対策でもあるのですが，だから能率

を上げてやらなくてもいいと．ともかく出てきて体を

動かして，楽しくやってくれればそれでいいと．その

かわり，ほんのちょっとお小遣いが入る程度で，そし

たら結構皆さんがやって，そのうち，農業を教えてく

れという若者が来たりするものだから，ますます元気

になっちゃったりする．大体皆さんよくできますので，

結果的には能率も結構いいんですが，そのうちに本気

になってきちゃって，もっといくというので，今はト

マトだとかイチゴだとか，結構いろいろつくっていて，

その上に今度，土木事業部をつくっちゃっているんで

す．村のお年寄りっていろんな仕事をしていますから，

ちょっとした土木工事はできるんですよ．ちょっとし

たユンボぐらい動かせるとかですね．

 ですから，自分たちで請けてちょっとした工事，橋

をつけ直すことはできないですが，実際には村の中で

もちょっとここをコンクリートにしたりとか，たくさ

んあるといいますか，だからそれをどんどん受けるい

う．だから，農業兼土木会社なんかをつくっちゃって，

非常に楽しくやっています．

 やっぱりこういうのを見ていても，私たちの社会，

人間の能力を生かし切っていないなと．それをやった

のも，もともとは，冬になったら炬燵に入ってテレビ

を見ているばっかりになっちゃうので，健康にも悪い．

ですから，本当に今の社会，いろんな埋もれた能力と

いうのはいっぱいあって，その中には障害を持ってい

るがゆえに持っている能力もあるし，社会がもう顧み

ないために，埋もれちゃった能力みたいなものがいっ

ぱいあって，そういうものを掘り返していく社会とい

いますか，つくっていきたいなと思いながら話を聞い

ておりました．ちなみに，今日，僕，こういう鞄を背

中にしょってきていますが，これは豊岡です．（拍手）

家中 どうもありがとうございました．では，これで

総括セッションのほうを終了させていただきたいと

思います．皆様，ご報告，またディスカッションも，

どうもありがとうございました．（拍手） 

司会 皆様，本日の大会はいかがでしたでしょうか．

これをもちまして，本日の内容は全て終わりとなりま

す．皆様，本当にお疲れさまでした．それでは閉会に

当たりまして，柳原邦光，地域学部副学部長より閉会

の御挨拶を申し上げます．よろしくお願いいたします． 
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Ⅴ.閉会 

閉会挨拶 

柳原 邦光（鳥取大学地域学部副学部長） 

 皆様、今日は長い時間ありがとうございました．そ

れから，講演していただいた方，パネルで報告してい

ただいた方，ありがとうございました．学生さんも緊

張したと思いますが，ありがとうございました．

 最後，特にまとめということはないのですが，少し

だけお話をさせていただきます．

 この学部は地域学部ですので，教員は「地域」や「地

域学」について考えなければならない立場にあります

が，地域学という学問自体がしっかり確立されている

わけではありません．それで，地域学の授業をすると

きに，教員みんなであれこれ考えたのですが，私自身

はもう素朴に，「今，どうして地域なのか，地域学とい

う言葉で何かをしようとする背景に何があるのか」，

そういうところから考えようと思いました．日本だけ

を視野に入れるのではなくて，今日内山さんがお話し

になったような世界の大きな構造といいますか，近代

という時代の大きな動きの中で，今は，時代が大きく

変わっていく，そういう転換点にあるのではないか，

そうだとすればどういう方向に舵を切って行こうと

しているのか，という捉え方ですね．そういう大きな

ところを視野に入れて，地域を考えるべきではないか

と思いました．

 「地域学を創る」という場合も，そのような部分が

必要ではないかということで，もちろん学術的なもの

も勉強するのですが，実際に社会で活躍されている，

動いておられる方からお話を聞いて，そこから教員が

学ばせていただくというスタンスもすごく大事では

ないかと思ったのです．

 それで，これまで，この大会もそうですが，「地域学

入門」と「地域学総説」という授業では，ゲストの方

にたくさん来ていただきました．研究者の方もいらっ

しゃいますが，そうでない方もたくさんお招きしまし

た．ゲストの方のお話から，「この時代に何が重要なの

か，どこを目指して物事を考えていけばいいのか，地

域に取り組むとしたらどういう観点を見据えて取り

組んでいけばいいのか」という問いのヒントを探して

きました．

 今日の内山さんのタイトルに「ここに生きる，いの

ち場所」というのがありますが，内山さんの本を含め

て，どうも皆さんがおっしゃりたいのは，究極的に言

うと，「いのち」ということだろうと思いました．「い

のち」というときに何が大事なのかというと，「関係」

ということかなと思いました．それで，今回，内山さ

んに来ていただいて，そういう点をすごく重視してこ

られましたので，90分の時間の中でまとまったお話を
していただけたら，私たちにとってすごく大きな学び

になるのではないかと考えました．

 それからもう一つ，「私」と「地域学」ということで

すが，近代の学問でいうと，すごく大きな観点から考

えるのですが，私自身はもっと素朴に考えていいので

はないか，人がものを考えるというのは，「自分から」

考えるわけですから，まさに自分から考えて自分の足

元から考えていったほうが，一番物事がわかりやすい

のではないか，特に生活ですよね．自分の生活という

ところから，自分が生きていくというところから考え

ていったら，大事な関係ということも捉えやすくなる

のではないか，と思うのです．そこで，「いのち」を見

据えながら，「関係」を考えていくということで，地域

学と言われるもののベースができるのではないか，と

考えています．

 今年は，地域学入門も地域学総説もほぼ同じタイト

ルでした．「私」と「地域学」というようなタイトルで，

まず原点といいますか，基盤というか，そういうとこ

ろから考えてみようということで，この大会も同じタ

イトルにしました．1年の最後に，今回登場していただ
いた皆さんにお話をうかがって，学ばせていただこう

ということです．

 実際，お話をうがっていて，だんだん気持ちが温か

くなるといいますか，楽しくなるといいますか，これ

はとてもいいことだなと思いました．これからも私た

ちは学外の皆さんのお話をたくさんうかがいながら，

「地域学」を創っていくつもりです．この大会もここ

に参加している誰もが学び合う場だと思っています

ので，そういう大会であり続けたいと思っています．

また，来年度以降も継続して開催しますので，皆さん

よろしく御参加をお願いします．今日はどうもありが

とうございました．（拍手）

45地域学研究会 第 9 回大会  地域課題と知のクロス 「私」と「地域学」 



地域学論集 第 16巻第 1号(2019)

 

地域学研究会第 9 回大会ポスターセッション 

鳥取大学地域学部棟 5160講義室前スペース等 
 
 
〈地域学部での研究〉 

1 
＜わいわい淀屋＞における地域と連携した学生活動  
―倉吉市明倫地区における地域協働教育―  
鳥大たのしみまちづくり連・藤井正  

2 
歴史資料を活かした鳥取市街地の魅力発見プロジェクト  
岸本覚  

3 地域資源を顕在化させるアートマネジメント人材育成事業  
西岡千秋・竹内潔・筒井宏樹・木野彩子  

4 移動するゼミによる居候型サテライト・キャンパス試行プロジェクト  
五島朋子  

5 
超高齢社会における芸術活動の可能性―高齢者の演劇活動を事例として  
五島朋子  

6 
埋もれた歴史に光を当て地域の誇りを蘇らせる  
―戦後鳥取で市民が作りＮＨＫが放送したラジオドラマ―  
岡村知子・榎木久薫・佐々木友輔  

7 兵庫県北部における交流と交渉の地域調査  
アレクサンダー・ギンナン  

8 地方都市郊外におけるコミュニティ組織の成立要因―東西町地域振興協議会を事例として―  
東根ちよ  

9 
ライアソン大学コミュニティサービス学部子ども・若者ケア学コースでの養成課程の全体像―

地域学部学術交流協定推進に向けたプロジェクト― 
畑千鶴乃・塩野谷斉・福山寛志  

10 小売立地競争モデルの構築とシミュレーション  
白石秀壽（地域学部）・三浦政司（工学研究科） 

11 満足してもリピーターにならない！？－制御焦点理論を用いた地域マーケティングの提案－  
今城鮎里・藤原浩高（地域政策学科 3年）  

12 
地域フィールド演習―豊岡市―  
飯田菜生・石本愛美・釡田朋夏・神田くるみ・小林あまね・志茂春菜（地域創造コース１年）  
下野夏海・新谷陽香・盛田実憂（国際地域文化コース 1年）  

 

〈鳥取大学・鳥取県との共同研究〉 
13 鳥取県中部地震によって被災した石造文化財の保存対策調査  

高田健一  
 

〈地域学部附属子どもの発達・学習研究センターでの研究〉

14 小学 1年生を対象とした T式ひらがな音読支援と多層指導モデル MIMの併用  
赤尾依子・小林勝年  

 
〈地域連携研究員による研究〉 

15 農山村における準家族づくりの社会的実践と関係人口点検に関する研究  
小林悠歩・筒井一伸  
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地域学研究会第 9 回大会ポスターセッション 
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アレクサンダー・ギンナン  

8 地方都市郊外におけるコミュニティ組織の成立要因―東西町地域振興協議会を事例として―  
東根ちよ  

9 
ライアソン大学コミュニティサービス学部子ども・若者ケア学コースでの養成課程の全体像―

地域学部学術交流協定推進に向けたプロジェクト― 
畑千鶴乃・塩野谷斉・福山寛志  

10 小売立地競争モデルの構築とシミュレーション  
白石秀壽（地域学部）・三浦政司（工学研究科） 

11 満足してもリピーターにならない！？－制御焦点理論を用いた地域マーケティングの提案－  
今城鮎里・藤原浩高（地域政策学科 3年）  

12 
地域フィールド演習―豊岡市―  
飯田菜生・石本愛美・釡田朋夏・神田くるみ・小林あまね・志茂春菜（地域創造コース１年）  
下野夏海・新谷陽香・盛田実憂（国際地域文化コース 1年）  

 

〈鳥取大学・鳥取県との共同研究〉 
13 鳥取県中部地震によって被災した石造文化財の保存対策調査  

高田健一  
 

〈地域学部附属子どもの発達・学習研究センターでの研究〉

14 小学 1年生を対象とした T式ひらがな音読支援と多層指導モデル MIMの併用  
赤尾依子・小林勝年  

 
〈地域連携研究員による研究〉 

15 農山村における準家族づくりの社会的実践と関係人口点検に関する研究  
小林悠歩・筒井一伸  
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